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「千ち嘉かー、頼たのんであったＮＢＡのビデオ持ってきたか？」


　バスケ部の練習が終わったあと制服に着き替がえた安あん藤どう太たい陽ようは、チームメイトの相模さがみ千嘉に声をかけた。


「あ、ワリィ、忘れた」


「えー？　いつんなったら持ってくんだよ！」


　悪びれずに答える千嘉に、太陽は口を尖とがらせる。


　相模千嘉は一九〇センチ以上あるバスケ部のポイントゲッターだ。


　長身にキリッと男っぽい顔をした美形なのに、性格は明るく軽く親しみやすい雰ふん囲い気きで、男にも女にもモテモテのナンパくんだった。


　けれどバスケに対する情熱は人一倍で、バスケバカの太陽とはけっこう気があっている。


　ただ千嘉にはかなりルーズな部分があって、太陽が毎日急せかしても一向に約束のビデオを持ってくる気配がない。


「もーメンドクセーからさ、太陽がウチに取り来いよ」


　ブータレる太陽に千嘉はめんどくさそうに言う。


「千嘉ンちってドコだっけ？」


　クラスも部活も一いつ緒しよの千嘉とは共有する時間も多いし親友と呼べる間あいだ柄がらだが、お互たがいの家を行き来したことは一度もなかった。


「恵え比び寿す」


「マジ？　だったら行こっかな」


原はら宿じゆく駅の近くにある学校から恵比寿はＪＲで二駅と近いうえに、オシャレな繁はん華か街というイメージがある。


「やめとけって、太陽。千嘉と二人きりになったら襲おそわれちゃうぞ？」


　話を聞いていたチームメイトの紺こん野のが心配そうに声をかけてくる。


「バッカじゃねーの！」


　笑えない冗じよう談だんに太陽はムッとしたような声を出した。


「いいや、タラシの千嘉は男も女もなんでも来いって噂うわさだからな」


「そうそう、太陽みたいなチビは襲われたらひとたまりもないって」


「俺がチビなんじゃなくてお前らがデカイの！」


　口々に自分をからかうチームメイトに、太陽はムキになって言い返す。


　太陽は一七二センチとインターハイを目指すバスケ部員にしては小こ柄がらなほうだが、世間の平均からすれば決して小さいほうではない。


　ただ、周りにいるチームメイトがデカイので、一緒にいると小柄に見られがちだった。


「俺だって太陽に手ぇ出すほど相手に困ってねーよ」


　子供っぽい表情でプゥッと頰ほおを膨ふくらませている太陽の頭をクシャッと搔かき回して、千嘉は笑い飛ばした。


　身長だけの問題ではなく大きな目が特とく徴ちよう的な童顔と、仕草や表情の子供っぽさが余計に太陽を小柄に見せているのだが、本人にまったくその自覚はない。


「行こうぜ、千嘉ッ」


　太陽はベェッとチームメイトたちに舌を出すと、千嘉の腕うでを摑つかんで部室を出ていった。


「ったく、アイツら俺のことなんだと思ってんだよ。キャプテンの威い厳げんなんてあったモンじゃねーな」


　太陽は校門を出て駅の方へ大おお股またで歩きながらブツブツと文句を言っている。


　夏のインターハイが終わって三年生が引退したあと、太陽はバスケ部のキャプテンを任されたのだが、同級生だけでなく下級生からもマスコットボーイ扱あつかいされていた。


「いいじゃん、みんなお前のこと可愛かわいいんだよ」


「ワケワカンネー。先せん輩ぱいたちはもういないんだから、俺たちがしっかりしなくちゃなんないんだぞ？　ただでさえ戦力落ちてんのに…」


　慰なぐさめるように言う千嘉に、太陽は不満を口にした。


「インターハイ経験者、俺とお前だけだもんな」


　千嘉も思わず肩かたを竦すくめる。


　ゲームを支配するポイントガードの太陽と得点源のスモールガードの千嘉は、先輩たちに混ざってインターハイ出場を果たした立て役者だが、他ほかの一、二年生はベンチにすら入れずスタンド席で応おう援えんをしていた。


「せめて一年がもうちょっと使えるようになってくれればなぁ」


　去年のメンバーに比べると戦力が落ちてしまうのは歴然で、キャプテンの太陽は新人戦に向けてかなり頭を悩なやませている。


「焦あせってもしょうがないさ」


「千嘉はノンキだな」


　苦笑いをしながら大通りの交差点で足を止めた千嘉の横に並んで、太陽はフゥッと小さなため息をついた。


「そういや一年に聞いたんだけど、芸能科にいるお前の弟って中学時代はバスケ部で全中に選ばれたこともあるんだろ？」


　太陽たちの通う誠せい林りん学園は、普ふ通つう科以外にも進学科、スポーツ科、芸術科、芸能科と多た彩さいなクラスを抱かかえたマンモス学校だった。


　芸能科の生徒は現げん役えきで活かつ躍やくしている芸能人もしくはその卵がほとんどで、太陽や千嘉のように部活でスカウトされてスポーツ科に通う生徒たちは、勉学よりもインターハイで学園の名前を売ることが要求される。


　千嘉の弟は、バスケの推すい薦せんでスポーツ科にスカウトされていたのを蹴けって、モデルの卵として芸能科に通っている生徒がいると一年生の間ではかなり有名らしい。


「あぁ、まーな」


「芸能科は部活やっちゃイケナイって決まりないよな？　勧かん誘ゆうしてみてくれよ」


　気のない返事をする千嘉に、太陽はこれを逃のがす手はないとばかりにお願いした。


　有名芸能人なら仕事と学業の両立だけで大変かもしれないが、モデルの卵程度なら部活をやる余よ裕ゆうもありそうな気がする。


「無理だって、亜あ哉やのヤツ最近仕事が忙いそがしそうだからな」


　しかし千嘉は緩ゆるく首を振ふってそれを拒きよ否ひした。


「ウソだぁ、俺ソイツの顔も知らないぜ？」


　太陽はあまり芸能通ではないが、同じ学校に通う生徒がテレビで活躍してるのを見かけたら一応気にとめたりはする。


　いわゆるテレビに出ているタレントとは違ちがって、モデルがどんな仕事をしているのか知らないが、顔も知らない芸能人が忙しいとは思えない。


「そんなことねーだろ。アソコにでっかいポスター貼はってあんじゃん」


　すると千嘉は不思議そうに首を傾かしげて、通りの向かい側のビルにかかっている大きな垂れ幕のポスターを指さした。


「え？」


「あのビルにかかってる垂れ幕、俺の弟」


　目をパチクリさせる太陽に、千嘉はこともなげに言った。


「マジで!?　あのポスター最近電車とかでもメッチャ見るじゃん！」


　太陽は思わず素すっ頓とん狂きような声を出した。


　大手化け粧しよう品メーカーから新発売された『彩あや』という口紅は、大々的な宣伝をされており街の至るところでポスターを見かける。そのポスターに起用されている男性モデルが千嘉の弟だとしたら、顔も見たことないどころか毎日どこかしらで見かけているほどだ。


「だろ？」


「男のくせに超ちようキレーだよなぁ」


　得意気に笑う千嘉に、太陽はハァッと小さなため息をついて頷うなずいた。


　その口紅のポスターは女性モデルに有名な女優を起用しているにもかかわらず、あえて唇くちびるのアップしか写ってないことが話題になっていた。


　しかも口紅の色のイメージに合わせて個性的な三人の女優を起用し、バージョン違いのポスターが用意されているという豪ごう華かさだ。


　その唇をなんとも言えない憂うれいを帯びた表情で見つめる男性モデルは、口紅と同じ「彩」という名前のモデルだということしか明かされていない。


　クッキリした二ふた重えで切れ長の目と少し厚めでセクシーな唇が中性的だが、意志の強そうな瞳ひとみの色とキリッとした眉まゆが男っぽくて、なんともいえないミステリアスな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。男の太陽でも魅み入いられてしまうゾクッとするような色気があった。


　千嘉も美形だけど「彩」はまったく違うタイプの美形で、言われなければ兄弟だなんて気づかないほど似ていない。


「オイ、信号変わったぞ」


　彩のポスターに見み惚とれて信号が変わったことに気づかない太陽に、千嘉は苦く笑しようしながら声をかけた。


　ハッとした太陽は慌あわてて千嘉のあとについて信号を渡わたった。








　千嘉の住むマンションにやってきた太陽は、モダンなデザイナーズマンションの外観にひたすら感心した。武蔵むさし野のの住宅街にある小さな一いつ軒けん家に住んでいる太陽にしてみれば、なんともオシャレで羨うらやましい。


「ただいまー」


「おじゃましまーす」


　鍵かぎを開けて中に入っていった千嘉に続いて、太陽も靴くつを脱ぬいで家に上がった。


「オカエリ」


　リビングに入っていくと、噂うわさの彩が冷蔵庫の中からミネラルウォーターを取りだして飲んでいて、太陽は思わずドキッとする。


　ポスターで見るより彫ほりが深くて、一九〇センチ以上ある千嘉とあまり変わらないくらいスラッと背が高いのが印象的だった。


　水すい滴てきのついた口元を拭ぬぐう仕草も何気ないのに様になっていて、太陽はポケッと彩の美しさに見惚れてしまう。


「なに、亜哉。帰ってきてたのか？」


　久しぶりに見る弟に、千嘉は嬉うれしそうに声をかける。


　ちなみに彩という漢字は芸名で、本名の亜哉に事務所の社長が他の字を当てたものだった。


「荷物取りに来ただけだから」


　亜哉は素っ気なく言いながら太陽に視線をよこした。


　色素が薄うすいのに強い光を放つ亜哉の瞳に、思わず引き込まれそうになった太陽は胸を高鳴らせる。


　相手は男だってわかってるのに、今まで見たどんな女性よりも美しいと太陽は思った。


「あ、おじゃまします」


「新しい恋こい人びと？」


　慌てて挨あい拶さつをした太陽を見て、亜哉は千嘉に尋たずねた。


「なっ!?」


　あらぬ誤解をされて太陽は絶句する。


　たしかに千嘉は遊び人で男も女もどっちでも来いって噂だけど、どうしてすぐにそういう発想に至るのかわからない。


「チゲーよ、ただの部活仲間」


　混乱して反論の言葉を失っている太陽の代わりに、千嘉が笑いながら首を振ってクシャッと太陽の頭を撫なでた。


「なんだ、ずいぶん趣しゆ味み変わったと思った」


　ジロジロと値ね踏ぶみをするように見つめられて太陽は居い心ごこ地ちが悪くなる。


　おそらく今まで千嘉が家に連れてきた恋人たちは、太陽のような部活一筋の健康優良児ではなく、派手で華はなやかな遊び人ばかりだったのだろう。


　バスケぐらいしか取り柄えがない太陽と千嘉では釣つり合いがとれないとでも言わんばかりだ。


　けど太陽は恋れん愛あいなんかよりバスケのほうが夢中になれるし、亜哉にもせっかく才能があるのならチャラチャラしたモデルをやってるより、一いつ緒しよにインターハイを目指して欲しいくらいだった。


「それより、どうせなら夕飯食ってくだろ？」


「いや、これから仕事あっから」


　リビングのソファに腰こし掛かけながら聞いてくる千嘉に、亜哉は小さく肩かたを竦すくめて答えた。


「そうか、残念だな」


　意外と千嘉はブラコンなのか、本当に残念そうな声を出す。


「あのさ、バスケ部入んない？」


　自分でも唐とう突とつすぎると思ったが、目の前にいる逸いつ材ざいをこのまま放ほうっておくことのできなかった太陽は亜哉を勧誘する。


「は？」


「お前全中に選ばれたことあるんだろ？　モデルなんかやってないで、一緒にバスケやろーぜ！」


　訝いぶかしげな表情を浮うかべた亜哉に近づいていって、太陽はまっすぐに亜哉の瞳を見つめながら言った。


「モデルなんか…？」


　しかし自分の仕事をなんか扱あつかいされた亜哉はカチンときてしまう。


「俺たちインターハイ目指してるんだ。お前が入部してくれたら即そく戦せん力になってくれてありがたいんだけど…」


「ヤダね」


　熱っぽく誘さそってくる太陽に、亜哉はプイッと顔を逸そらして拒きよ絶ぜつする。


「え？」


　取り付く島もなく断られた太陽は、ポカンとした表情で亜哉を見た。


「バスケなんかガキの遊びじゃん。興味ねーよ」


「なんだと!?」


　青春のすべてをかけてると言ってもいいバスケをバカにされて、太陽はカァッと逆上する。


「じゃあ俺、もう行くから」


「待てよっ！」


　今にも摑つかみかかってきそうな太陽に背を向けて、亜哉は荷物を持ってリビングを出ていってしまった。


「クッソー！　なんだアイツ!?」


　自分を無視してとっとと出ていってしまった亜哉に、太陽はプンプン腹を立てながら文句を言う。


「しょーがねーよ。アイツも生活かかってんだし」


　不快感を露あらわにする太陽に、千嘉は苦笑いしながら亜哉を庇かばった。


　自分がモデルの仕事をしている理由をちゃんと説明すればいいのに、一言少ないタイプの亜哉は非常に誤解されやすい。


「はぁ？」


　いかにも金がありそうなマンションに住んでるのに、生活がかかってるなんて言われても太陽には理解できなかった。


「ここさ、母親のパトロンに買ってもらったマンションなんだ」


「パトロン…？」


　自じ嘲ちよう気味な表情を浮かべて話す千嘉の聞き慣れない言葉に太陽は首を傾かしげる。


「俺らの母親、愛人やってんだよ。当の母親はそのパトロンの海外出張についてって、今は日本にいないんだけどな」


　物心ついた頃ころから千嘉と亜哉には父親がいなかった。


　亜哉にそっくりな美人の母親はホステスをして生計を立てていたが、しょっちゅう相手を変えていろいろな男から金銭的な援えん助じよをしてもらっていたのだ。


「亜哉はそれが嫌いやで、このマンションにも住みたくないって自分でモデルの仕事して一人暮らししてんだ」


　千嘉は方法はともかく、女手ひとつで息子二人を育てなければならなかった母の苦労は理解してるつもりだが、亜哉のほうは母親と衝しよう突とつしたあげく家を出て、今は事務所が用意してくれたマンションに住んでいる。


「そんな…」


　亜哉の事情を知った太陽は絶句する。


　当たり前のように両親の愛情を注がれて育った太陽には信じられないような話だった。


「今は余よ裕ゆうないだけでバスケに興味ないなんてウソだし、大目にみてやってくれよ」


　亜哉のフォローをする千嘉に、太陽はコクンと頷うなずいた。


「俺、事情も知らないで無神経なコト言ったかな？」


「気にすんなって。亜哉も口ワリーからさ」


　シューンとした様子で聞いてくる太陽の頭を千嘉はクシャッと撫でてやる。


「ウン…」


　気にするなと言われてもどうしても気になる太陽は、モヤモヤしたものを胸に抱かかえながらコクンと頷いた。


　もし目の前に亜哉がいたらすぐにでも謝りたい。


「それより、ビデオ観みるだろ？」


　千嘉は落ち込む太陽の肩をポンと叩たたくと、テレビラックの中に入っているビデオを探しはじめた。


「これって…」


　なかなかお目当てのものが見つからなくて床ゆかに積まれている中から、太陽は一本のビデオを手にとった。


「あぁ、コレな。亜哉が全中に選ばれたときの、アメリカとの交流試合のビデオ」


「コレ観せてもらってもいいか？」


　ビデオに貼はられたシールを見て説明する千嘉に、太陽は思わずそう申し出た。


　噂うわさには聞いていても太陽は実際に亜哉のプレイを見たことがない。亜哉がバスケ部に入部する気があるかはともかく、自分の目で亜哉のプレイを確かめてみたかった。


「別にいいけど」


　キラキラと目を輝かがやかせている太陽のバスケバカっぷりに圧あつ倒とうされて、千嘉はテープをビデオデッキにセットしてやる。


「サンキュー」


　太陽はさっそくテレビが観やすい位置に移動して、ソファにどっかりと腰を下ろす。


「なぁ、亜哉ってこっちの字が本名？」


　名前と身長、ポジション、出身中学名などが紹しよう介かいされるテロップを見て、太陽はふと疑問を口にした。


「そう、彩いろどるって字は社長がつけた芸名だってさ」


「へー」


　発音も同じだし、てっきり「彩」という名前が本名だと思ってしまうくらい、不思議な色気のある亜哉に彩という字はピッタリ合っている気がする。


「なんか飲むだろ？　コーヒーとコーラどっちがいい？」


　感心しながら画面に映る今より少し幼い亜哉を見つめている太陽に、千嘉はキッチンに向かいながら声をかける。


「炭酸飲料なんて体によくないじゃん」


　健康管理にも気を遣つかっている太陽は、大好きな炭酸飲料もなるべく我が慢まんしていた。


「んじゃ、コーヒーでいいか？」


　自分もコーヒーを飲むつもりだった千嘉は、棚たなの中からインスタントコーヒーの瓶びんを取り出す。


「コーヒー飲めない。牛乳ないの？」


「あるけど、いくら牛乳飲んでも、もう身長伸のびねーんじゃん？」


「ウルセーよ！」


　からかうように言う千嘉に、太陽はムッとしたような声を出した。


　無む駄だな努力かもしれないが、いくら他ほかのポジションに比べて背が低くても問題ないポイントガードとはいえ、背が高いに越こしたことはないので太陽は毎日の牛乳を欠かさないようにしている。しかし千嘉の言うようにまったく成果が見られないのが現状だ。


　太陽はムクレながら画面の中の亜哉に視線を戻もどした。


　画面に映る全国レベルの中学生たちは、ドイツもコイツも太陽より背が高い。


「わっ！」


　豪ごう快かいにダンクを決める亜哉に太陽は思わず声をあげた。


　スピードもパワーも他の選手とは段だん違ちがいで、亜哉の存在感は周りから浮ういているようにすら見える。


　パスを出すタイミングがガードと合わないのか、苛いらついたような表情を見せる亜哉に、自分だったらもっと亜哉に合わせてパスを出してやれるのにと口くち惜おしく思う。


　強気な態度もエース向きだし、太陽はどんどん亜哉のプレイに魅み入いられていった。


「ほい、ミルクちゃん」


「あ、ウン…」


　テレビ画面に夢中になりすぎて、自分のぶんのコーヒーをいれてから戻ってきた千嘉に牛乳を手て渡わたされても、気のない相あい槌づちしか打てない。


「スッゲーなぁ、これ中学レベルじゃねーよ！」


　ようやくハーフタイムになって、太陽はいつの間にか隣となりに座っていた千嘉に興奮したように話しかけた。


　ジーッとテレビを見つめていたかと思うと突とつ然ぜんテンションの上がった太陽に、千嘉は面食らったような表情をする。


「俺マジでアイツのこと欲しくなっちゃった」


「アイツが欲しい～なんて、過激だな」


　頰ほおを紅潮させて言う太陽に、別の意味を連想してしまった千嘉はクスッと笑った。


「なっ、変な意味にとるなよ！」


　ウブな太陽は冗じよう談だんとわかっていてもムキになって反応してしまう。


「わかってるって」


「あー、絶対バスケ部入ってほし～。でもなぁ、弟くん俺の印象最悪だよなぁ…」


　タオルで汗あせを拭ぬぐいながら監かん督とくの指示を聞いている姿も様になっている亜哉を観ながら、太陽はジレンマに襲おそわれたように頭を搔かきむしった。自分の無神経な言動が悔くやまれる。


「うーん、そうでもないと思うけど…」


　千嘉はコーヒーを啜すすりながら首を傾げた。


　顔に似合わずぶっきらぼうな亜哉は、誰だれに対してもあまり態度がいいとは言えない。


「決めた！　俺、アイツに謝りに行く！」


　太陽はスクッと立ち上がると宣言した。


「ん？」


「謝って、もう一回誠意をもって勧かん誘ゆうしてみるよ！　そりゃ仕事との両立は難しいかもしれないけど、アイツのこと諦あきらめきれねぇもん！」


　亜哉の事情はわかるが、このまま亜哉の才能を埋うもれさせてしまうのはもったいない。


　なによりも太陽は亜哉と一いつ緒しよにプレイしてみたいと思ってしまったのだ。


「それで太陽の気が済むならそうすれば」


　なにやら闘とう志しをメラメラ燃やしている太陽に、千嘉は苦く笑しようしながら言った。


「ウン、そーする」


　太陽は大きく頷きながら、両手を顔の前で合わせて「お願い」のポーズをした。


「なに？」


「兄の特権でセッティングしてくれよー」


　訝いぶかしげな表情をした千嘉に縋すがるような声で懇こん願がんする。


「しょうがねーなぁ、話つけといてやるよ」


「さっすが千嘉、頼たよりになるぅ！」


　快くオッケーしてくれた千嘉の肩かたをバシバシ叩きながら、太陽は感謝の言葉を口にした。








　金曜日の部活が終わったあと、千嘉に原宿駅の近くにあるカフェで亜哉と待ち合わせるようにセッティングしてもらった太陽は、ソワソワしながら亜哉が来るのを待っていた。


「はー、緊きん張ちようするー」


　コーヒーが飲めない太陽はもちろん一人でカフェに入ったことなんかなく、店の中の雰ふん囲い気きが妙みように落ち着かない。


「お待たせ」


　オレンジジュースに刺ささっているストローを弄もてあそんでいると、いつの間にか現れた亜哉がぶっきらぼうな口調で声をかけてきた。


「わっ！」


　目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶったデカイ人ひと影かげに驚おどろいた太陽は思わず大きな声を出してしまう。


「やっ、わざわざ呼び出して悪かったな」


　太陽は慌あわてて取り繕つくろったが、自分をまっすぐ見つめる美しい瞳ひとみに心臓が異常なくらいドキンッと跳はね上がる。


「アンタ声大きいよ」


　体育会系ゆえにがさつな太陽の声のボリュームに亜哉は眉まゆをひそめた。


　口紅のＣＭが話題になってからというもの、どこに行っても彩だと気づかれてしまう。


　人に見られる仕事とはいえ、好こう奇きの視線にまだ慣れてない亜哉はどうしても不快感を覚えずにはいられない。ただでさえ人並み以上の長身は気づかれやすくて厄やつ介かいだった。


「ゴ、ゴメン！」


　自分が思ってる以上に亜哉が有名人なのだと思い出した太陽は焦あせって両手で口を塞ふさぐ。


　素す直なおな反応と可愛かわいらしい仕草に、亜哉は思わずフッと笑えみを漏もらした。


　はじめて見る亜哉の笑顔に太陽は呆ぼう然ぜんと見み惚とれてしまう。


　さんざんポスターで見ている憂うれいを帯びた表情や、バスケのビデオで観みた真しん剣けんな表情も格好良かったが、柔やわらかい笑顔はまた格別に可か憐れんで美しかった。


「で、話ってなに？」


　ポケーッとしている太陽の隣に座って亜哉は話を促うながした。


「うん、この間、無神経なこと言ったの謝りたくって…。千嘉に聞いた、お前がモデルの仕事やってる理由ってヤツ」


　太陽は少し言いにくそうに話しはじめる。


　本当の目的は亜哉をバスケ部に勧誘することだけど、その前に一度きちんと謝っておくのが筋ってモンだろう。


「ふーん。それより店出るか」


　相槌を打った亜哉はチラッと店内に視線を移してそう言った。


　いつの間にか数人の女性グループが、窺うかがうようにこちらを見てヒソヒソ話をしてるのに気づいてしまったのだ。


「えっ？」


「俺に悪いコトしてると思ってんならつきあえよ」


　理由を説明するのもめんどくさいし気き恥はずかしい亜哉は、驚いたような表情をしている太陽の手を取って立ち上がる。


「わかった」


　太陽はよくわからないまま亜哉に手を引かれて店を出た。








　渋しぶ谷やの方まで歩いてきた二人は、ビルの屋上に造つくられたボロっちいゴールのあるコートにやってきた。


「ココは…？」


「ストバスのフープだよ。流行はやってた頃ころほどは人いないけど、根っからバスケ好きなヤツが集まってる」


　ビルからボールが落ちてしまわないようにつけられた金かな網あみに寄りかかりながら、亜哉はコートでバスケットボールを追いかけている四人の連中を指さした。


「もしかして、お前もココで？」


　インターハイを目指して厳しい練習を重ねている部活とは違ちがうが、ノビノビと楽しそうにバスケを楽しんでいる雰囲気が伝わってくる。


「俺もウソついた。バスケに興味ないワケじゃない、今でもたまにこうやって気のあう連中と一緒にバスケやってる」


　亜哉は頷うなずくと、照れくさいのかぶっきらぼうな口調でそう言った。


「そうなんだ」


　亜哉がバスケを続けていることを知って、太陽は胸の鼓こ動どうが高鳴るのを感じる。


　本気でバスケに興味がなくなってしまったのなら勧誘しても無む駄だだろうけど、まだバスケが好きならまったく脈がないとは言えないだろう。


「あんときは、アンタが可愛い顔して可愛くないこと言うからさ、ちょっとムカついちゃったんだ」


「可愛い顔って！」


　肩を竦すくめて言い訳をする亜哉の言葉に反応した太陽は思わず真っ赤になった。


　綺き麗れいも可愛いも格好いいもすべて当てはまる完かん璧ぺきな亜哉に言われても、なんだかこそばゆいというか恥ずかしい。


「亜哉ッ！　久しぶりじゃーん！」


　そのとき、一人の男が亜哉の存在に気づいて声をかけてくる。


　すると短い金きん髪ぱつにピアスをした男を先頭に、他ほかの三人もワラワラと集まってきた。


「ポスター見たぜ、澄すましてて別人みてーな」


「ウルセーよ」


　顎あごに無ぶ精しようヒゲを生やした男にからかうように言われて、亜哉はムッとしたように口を尖とがらせる。


　見た目はいかにも育ちが良さそうで綺麗な亜哉と、大学生くらいのいかにも遊んでそうな連中が親しそうにしてるのはなんだか意外だった。


　けれど口は悪いがお互たがい遠えん慮りよなくモノを言い合えるというカンジで、かえって仲のよさが窺える。


「なに、ツレいんの？」


　金髪の男がコトの成り行きを見守っていた太陽に気づいた。


「ちょーどよかった、今日メンツ足りねーんだよ。一緒にゲームしよーぜ。俺、タケシってーの、一応大学生。よろしくな」


「俺はコージ、向かいのピザ屋で働いてる。つってもフリーターだけど。お前の名前は？　バスケ経験ある？」


「安藤太陽…、一応バスケ部入ってる」


　無精ヒゲの男に問いかけられて、太陽は戸と惑まどいながらも返事をする。


「よっし、決まり！　俺が亜哉たちのチーム入るな」


　タケシは勝手にそう決めると、亜哉と肩かたを組んでコートの中に歩き出した。


「えっ、ちょっと待てよ」


　ストバスは３ＯＮ３でゲームを行うということくらい太陽も知っている。けれどゴールの高さもコートの広さも公式のゲームとは違うのだ。


　自己紹しよう介かいもソコソコにいきなりゲームをはじめようとする連中に太陽は戸惑いを隠かくせない。


「太陽ってガードだろ？　インターハイ目指してるチームのガードの実力見せつけてくれよ」


　啞あ然ぜんとしている太陽を亜哉はニヤッと笑って手招きする。


　よく考えてみれば一いつ緒しよにゲームをやるのが亜哉の実力を試ためす一番の機会なのだ。


「わかった」


　太陽は大きく頷くとコートの中に駆かけ出していった。








　コージからボールをスティールした太陽は、パスコースを探して振ふり返った。


「亜哉、直接叩たたき込め！」


　ゴール下に走り込んで手を挙げている亜哉を見つけて、太陽は大声で指示しながら鋭するどいパスを投げる。


「わかってるって！」


　パスと同時にジャンプした亜哉は、太陽からのパスを正確にキャッチすると豪ごう快かいなダンクシュートを決めた。


「ひえ～、アリウープかよ」


　同じチームでありながら太陽のボール捌さばきにまったく反応できなかったタケシは、揺ゆれるゴールにぶら下がっている亜哉を見て感かん嘆たんの声を出す。


　ただダンクができるというヤツなら他にも見たことあるけど、スピードに乗った展開の中で鋭いパスにタイミングを合わせてダンクするなんて、小さなストバスのフープでは滅めつ多たにお目にかかることのできない高等技術だった。


「マジ…無理だって、ア…イテに、なんねーよ…」


　ディフェンスどころか早い展開にまったく追いつけなかったコージは、地面に大の字で寝ね転ころがりながら荒あらい息を吐はいている。


「なんだよ、もうギブアップか？」


　ボールを拾った亜哉は軽くドリブルをしながらコージの顔を覗のぞき込んで聞いた。


「ギブギブ。てか、ホントに亜哉と太陽ってはじめて一緒にゲームやったのか？」


　素直に負けを認めたコージは疑わしそうに亜哉と太陽を見比べる。


　太陽の鋭いボール運びに反応して力強いゴールを連発する亜哉は、はじめて一緒にゲームをしたとは思えないくらい完璧なコンビネーションだった。


「ホントだって。俺のパスにはじめからこんなに反応できるヤツはじめてだもんっ」


　駆け寄ってきた太陽は、亜哉の肩をポンと叩いて少し興奮したような声で言う。


　亜哉の実力は想像以上で、太陽ですら潜せん在ざい能力が引き出されたようなカンジがした。


「はー、もうレベルが違うってカンジ」


　コージはゲッソリしたような口調で言いながら肩を竦めた。


「そんじゃゲーム終しゆう了りような、夕飯はお前らの奢おごり」


「ズリーよ、タケシ全然役に立ってなかったクセに」


　３ＯＮ３で勝負をするときは夕飯を賭かけるのが慣ならわしになっているが、亜哉と太陽の活かつ躍やくで大勝利をおさめたタケシにまで奢らなければならないのがコージには納なつ得とくいかない。


「勝負は時の運って言うじゃねーか、なぁ？」


　タケシに同意を求められた太陽は苦笑いをしながらコクンと頷いた。


「ちぇ～」


「太陽ちゃんなに食べたい？　コイツらの奢りだから、なんでも好きなもんリクエストしていいよ」


　ブータレるコージを無視してタケシは太陽に話を振る。


「ピザにしろよ、ピザ食いたいだろ？」


　コージは焦あせったように自分がバイトしてるピザ屋を指さして言った。ピザなら従業員割引が効いて安く済むだけに必死だ。


「せっかくだけど、俺たちこれからまだ寄るトコあるからさ」


　すると亜哉は太陽の肩に手をまわして誘さそいを断った。


「え？」


　亜哉からこの後の予定なんてまったく聞かされてなかった太陽は、キョトンとした表情で自分より上にある亜哉の顔を見る。


「えー、二人とも帰っちゃうのか？」


「用があるならしょうがねーよ、太陽もまた遊びに来いよな」


　タケシは残念そうな声を出したが、夕飯を奢らなくてはならない相手が減ったコージは、ホッとしたように太陽の頭をクシャッと撫なでて言った。


「ウン、また来る！」


　太陽は元気よく返事をしてニコッと笑った。


　その名前のとおりピカピカのお日様みたいな笑え顔がおは、周囲の者を明るくさせる不思議なパワーがある。


「そんじゃーなー」


「バイバーイ」


　つられて笑顔になったタケシたちに手を振って、太陽は亜哉と一緒にストバスのフープをあとにした。


「あー、楽しかった」


　センター街を抜ぬけて駅に向かう途と中ちゆう、太陽は弾はずんだような声を出した。


　上手うまくなりたい、強くなりたいという目標を持って、厳しい練習をする部活動とはまた違ちがったバスケの楽しさがストバスでは味わえる。


「だろ？」


「うん、ストリートであんなふうに楽しくバスケできるなら、亜哉がバスケ部入りたがらないのもわかるな」


　得意気に聞いてくる亜哉に太陽は素す直なおに頷うなずいた。


　ただ楽しくバスケがやれればいいと思うのならストバスでも充じゆう分ぶんだと思う。自由な雰ふん囲い気きと個性的な仲間たちは、太陽にバスケをはじめたばかりの頃ころの楽しさを思い出させてくれた。


　けれど太陽にはもっと上手くなりたい、強い相手と試合をしたいという欲があった。


「でも俺はますます亜哉が欲しくなったけどね！」


　一緒にプレイをしてみてますます亜哉の実力に惹ひかれた太陽は、ニヤッと笑ってそう宣言した。


　ハーフコートで試合をする３ＯＮ３より、フルコートを走る公式戦のほうが亜哉のスピードは断然活いかされるに違いない。もし亜哉がバスケ部に入ってくれたら、ポイントガードとしてゲームを組み立てる楽しみが増えるだろう。


　全国の強きよう豪ごうチームが相手でも、亜哉と一緒なら互ご角かくに試合ができそうな気すらする。


「そんなに俺が欲しい？」


　ふと立ち止まった亜哉は、ワクワクした表情を浮うかべている太陽を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめながらそう聞いた。


「ウン、しつこいって思ってるか？」


　亜哉の事情も知ってるし、はじめにキッパリ断られてもいる太陽は少し遠えん慮りよがちに頷く。


　部活のことだけ考えてればいい自分と違って、モデルの仕事をしながら一人暮らしをしている亜哉は、やりたくても部活をやってる暇ひまなんてないのかもしれない。


「いや、俺も太陽が欲しいって言ったら？」


「えっ？」


　意外な言葉が返ってきて、太陽は目をパチクリさせた。


「太陽が俺のモノになってくれたら、俺も太陽のモノになってやる」


　不思議そうな顔をした太陽の肩を抱だいて、亜哉はスッと顔を近づけると耳元で囁ささやくように言った。


「ホントに!?」


　亜哉が太陽の部活につきあうかわりに、太陽が亜哉のストバスにつきあってやるなんて、太陽にとってそんなオイシイ条件他ほかにはない。


「悪い条件じゃないだろ？」


「やったー！　マジで嬉うれしいよ！」


　太陽は目を輝かがやかせると亜哉にガバッと抱きついた。


「なぁ、ウチ遊びに来ないか？　明日土曜だし、遅おそくなってもいいだろ？」


　無む邪じや気きな太陽に苦く笑しようしながら亜哉は太陽を家に誘った。


　もちろん太陽の欲しいと亜哉の欲しいは同じ意味ではない。


「行くー！」


　そのことに気づかない太陽は、ニコニコ笑って嬉しそうに返事をした。








「うっわー、モデルってこんな儲もうかんの？」


　亜哉が住んでいる代だい官かん山やまの高層マンションにやってきた太陽は、あんぐりと口を開けてリビングの中を見み渡わたした。


　優に二十畳じようはあると思われるリビングは、高校生が一人暮らしをしている部屋とは思えないくらいリッチだ。


「あぁ、ここは事務所が用意したマンション」


　落ち着きなくキョロキョロしている太陽に、亜哉はこともなげに答える。


「へー、大事にされてんだ」


　いくら事務所が用意したマンションとはいえ、亜哉にそれだけの商品価値があると思ってこそ贅ぜい沢たくなマンションをあてがっているのだろう。


「それより先シャワー浴びてこいよ。汗あせかいただろ？」


「そんな匂におう？」


　亜哉の言葉に太陽は焦ったように自分の制服のシャツを持ち上げると、鼻先に近づけてクンクンとニオイを嗅かいだ。


「別にそのままでいいなら俺はかまわないけど」


　子犬のような仕草に亜哉はフッと笑いながら首を振ふる。


「ううん、浴びてくる」


　けれど一度気にしだすと妙みように汗くささが気になった太陽は、ちょっと赤くなりながら自らそれを申し出た。


「バスルーム、廊ろう下かのアッチだから」


「わかった」


　亜哉の言葉にコクンと頷いて、太陽は荷物を置くとリビングを出ていった。


　廊下を挟はさんだドアを開けて電気をつけると、ガラス張りの浴室が目に入る。正確には脱だつ衣い場と浴室のしきりがガラスなだけだが、妙に開放的な雰囲気で落ち着かない。


　太陽はソワソワしながら制服のネクタイを外して、シャツとズボンを脱ぬぎ捨てると浴室に入っていった。


　浴よく槽そうの中には温かいお湯が張られている。


　太陽の家では夏場風ふ呂ろをシャワーだけで済ませてしまうコトが多いが、このマンションの風呂は二十四時間自動で温度を調節する機能がついているのだ。


　太陽は便利な機能に感心しながらシャワーのコックを捻ひねってお湯を頭からかぶった。


　ちなみにシャンプーやボディソープも駅前の薬局では売ってなさそうな、英語のラベルがついてるオシャレなボトルが並んでいる。


　間違えないようにラベルの文字を確かめてから頭と体を洗った太陽は、シャワーで一気に泡あわを洗い流した。


「ふぅ…さっぱりした」


　少し甘いフローラルの香かおりに包まれて、太陽は満足そうにつぶやく。


　そこにカチャッという音がして、亜哉が脱衣場の中に入ってきた。


「太陽」


「わっ！　なに!?」


　湯気で多少曇くもっているとはいえガラス張りの浴室は丸見えで、太陽は動どう揺ようしたような声を出した。男同士だし隠かくすのも変だけど、亜哉の視線を異常に意識してしまう。


「俺も入っていいか？」


　そんな太陽の動揺には気づかないふりをして亜哉は問いかける。


「い、いいけど…」


　断る理由もない太陽が頷く前に、亜哉はさっさと服を脱ぎだしていた。


　裸はだかになった亜哉が浴室に入ってきて、太陽は思わず目を逸そらしてしまう。


　まだ少年ぽさを残してはいるが、程ほど良よく厚みのある胸むな板いたと、華きや奢しやではないが引き締しまっているウエストのラインがやけに男っぽくてセクシーだった。


　筋トレをしても厚みが出ない少年体型の太陽はコンプレックスを刺し激げきされる。


「シャンプーのニオイする」


　亜哉は裸を意識しすぎてうつむいてる太陽に近づいてくると、濡ぬれた短い髪かみに鼻をくっつけてクンッとニオイを嗅ぎながら囁く。


「当たり前だろ、シャンプーしたんだから」


　艶つやっぽい声と目の前にある亜哉の胸板にドキッとした太陽は、真っ赤になって亜哉の体を押しのけようとした。


　しかし亜哉はそんな太陽の両手を摑つかむと、水すい滴てきが滴したたっている唇くちびるをチュッと甘く吸った。


「なっ、なにすんだよっ！」


　唇が重なっていたのはホンの一いつ瞬しゆんだけだったが、激しく動揺した太陽は大きな目をますます大きく見開いて怒ど鳴なる。


「俺のモノになるっつっただろ？　今さら抵てい抗こうすんなよな」


「はぁ!?　意味が違ちがうだろ!?」


　ムッとしたような声を出す亜哉に太陽は必死になって言い返した。


「あ？」


　亜哉は意味がわからないというように眉まゆをひそめる。


「俺は、お前のストバスにつきあうって意味だと思ったの！」


　バスケ部に入部する代わりの交こう換かん条件がエッチなことだなんて、太陽にはまるで思いつかなかった。たしかに誤解を招きやすい言い方かもしれないが、ストバスを堪たん能のうしたあとにどうしてそっちの発想に至ってしまうのかわからない。


「本気で言ってんの？」


「本気ッ！」


　疑わしそうな目で見られて、太陽はキッパリと言い切った。


　これ以上亜哉の艶っぽい瞳ひとみで見つめられていたら、そんなつもりじゃなくてもその気になってしまいそうで怖こわい。


「可愛かわいいなぁ、亜哉が欲しいなんて言われたら誰だれだって誤解するって教えてやるよ」


　目に見えて動揺している太陽に、亜哉はクスッと笑って再び唇を近づけてきた。


「わっ、ダメだって！　千嘉と同じようなこと言うなよ！」


　千嘉にも同じようなことを言われてからかわれたことを思い出した太陽は、両手で亜哉の顔を押し返しながら文句を言った。


「なに、兄貴ともこういうことしたのかよ？」


　兄の名前に反応した亜哉はムッとしたように聞いてくる。


　本人も否定してたし千嘉の好みのタイプではないと決めつけていたが、もし先に手を出されてしまっていたとしたらかなり面おも白しろくない。


「バッ！　するわけねーだろ！」


　トンデモナイ誤解をする亜哉に、太陽は真っ赤になって首を振った。


　男子校育ちでバスケ一筋だった太陽は、彼女もいなければ今みたいに裸で関係を迫せまられたりしたこともない。


「だいたい俺、さっきのキスがはじめてだったんだからな！」


「マジかよ？」


　勢いに乗っていらないことまで白状してしまった太陽に、亜哉は驚おどろいたような声を出した。


「ウルセー、別にいいだろ？」


　なんとなくバカにされたような気がして、太陽は拗すねたように口を尖とがらせる。


　幼い仕草がウブな太陽とマッチしていて可愛い。


「うん、スゲーいい」


　今から自分が太陽のはじめての相手になるのかと思ったらウキウキしてきた亜哉は、嬉うれしそうに言いながら尖ってる唇に軽くキスをした。


「だからぁ、簡単にキスとかすんなよ！」


　懲こりない亜哉に太陽は呆あきれたような声を出す。


　亜哉にとってはどうってことないスキンシップかもしれないが、太陽は心臓が飛び出しそうなほどドキドキしている。


「簡単じゃねーよ、メッチャ太陽にキスしてーもん」


　しかし亜哉は太陽に反論すると、ゾクッとするほど艶なまめかしい瞳で太陽を見つめた。


「な…ッ!?」


　その視線だけでカァッと体が熱くなった太陽は、言葉をなくして黙だまり込んでしまう。


「それに、抵抗されるとよけー欲しくなるんだよね」


　亜哉はニヤッと笑うと、太陽が抵抗できないようにキツク体を抱だきしめながら再び強ごう引いんに唇を奪うばった。


「んぅっ…ン…」


　先ほどより長く味わうように口づけられて、太陽は少し苦しそうな息を鼻から漏もらす。


　心臓が狂くるったように激しく脈打っているせいで上手うまく呼吸ができない。


「太陽スゲードキドキしてる」


　ピッタリと胸を合わせた肌はだから太陽の鼓こ動どうが伝わってきて、亜哉は嬉しそうに言った。


「な…んで、ンなことすんだよぉ？」


　自分でもどうしてこんなにドキドキするのかわからない太陽は、潤うるんだ瞳で亜哉を見上げながら聞いた。


　自分も亜哉も男で恋こい人びと同士でもなんでもない。キスなんかされたら普ふ通つう気持ち悪いとか思うはずなのに、苦しいくらい胸がドキドキするのはオカシイと思う。


「俺、太陽のこと気に入ったんだよ。全然媚こびてこないし、可愛いし…」


「可愛いって、俺オトコだぞ？」


　当たり前みたいに言う亜哉に太陽は困こん惑わくしたように問いかける。


　亜哉くらい綺き麗れいで艶っぽいならともかく、太陽はどう頑がん張ばっても女の子には見えないし、可愛いって言っても子供っぽいとか小動物を形容するソレに近い種類のはずだ。


「こんなのぶらさげてる女はいねーよ」


　当たり前のことを言う太陽をからかうように、亜哉は下半身に手をのばすと中心で反応をはじめているシンボルをキュッと握にぎった。


「やっ…触さわんな！」


　そのまま優やさしく揉もむようにされて、ビクッと腰こしが揺ゆれた太陽は慌あわてて亜哉の手を振ふりほどこうとする。


「こうすると気持ちいいだろ？」


　しかし亜哉は楽しそうに聞きながら、さらに強弱をつけるようにしてリズミカルに太陽のモノを扱しごいてやった。はじめて他人の手に触ふれられた性器は過か剰じように反応してしまう。


「あぅ…ダメだってぇ…！」


「なんでだよ、太陽は俺のこと嫌きらいなのか？」


　口先だけで拒きよ絶ぜつする太陽に、亜哉は不満気に問いかけた。


「き、嫌いじゃねーけど」


　嫌いな相手に性器を握られてロクな抵抗をしないほど太陽はお人好よしではないが、このまま流されてしまうのも問題ありありだと思う。


「じゃあ好きになれよ」


「はぁ!?」


　命令口調で言われて太陽は啞あ然ぜんとする。


　嫌いじゃないなら好きになれなんて、そんな暴力的な発想を思いつく亜哉の唯ゆい我が独どく尊そんっぷりにはとても敵かないそうにない。


「だって、エッチすんなら両りよう想おもいのほうがいいじゃん」


　大きな黒目がちの瞳に動どう揺ようを浮うかべる太陽に、亜哉はキッパリとそう言った。


　まるで亜哉が太陽を好きだという前提みたいな言い方をされて、太陽はますます心臓がドキドキしてくるのを感じた。


　これは亜哉をバスケ部に入部させるための交換条件のはずなのに、いつの間にか太陽は体だけじゃなくて心の中まで亜哉に翻ほん弄ろうされている。


　太陽が気持ちを整理する前に、亜哉は再び性器に絡からませた指をスライドさせてきた。


「あうっ…まっ…ン！」


　下半身が甘く痺しびれるような快感に太陽の腰がビクッと揺れる。


　頭の中まで亜哉の与あたえてくれる快感に支配されて、なにも考えられなくなりそうだった。


「ん…やぁ…」


「可愛い声出すなよ、そんなに気持ちいいの？」


　眉み間けんにシワを寄せて一生懸けん命めい快感を堪こらえようとする太陽に、亜哉はクスッと笑いながら意地悪く問いかけた。


「ヘン…なコト言うな…！」


　カァッとなった太陽はなんとか抵てい抗こうしようとするが、亜哉の巧たくみな愛あい撫ぶの虜とりこになったペニスはトロトロと先走りの液を零こぼしはじめる。


「先っぽこんなにヌルヌルさせて、気持ちよくないなんて言わないよな」


　亜哉は確かめるように先せん端たんの窪くぼみを指でグリグリと弄いじりながら言った。


「あぁっ！」


　敏びん感かんな部分を指の腹で刺し激げきされて、ゾクゾクッという快感に腰が砕くだけた太陽はギュッと亜哉の腰にしがみついた。


「なに、もう立ってらんない？　だったらバスタブに座ってもいーぜ」


　亜哉はそう言ってバスタブの縁ふちに座らせた太陽の足を大きく開くと、その間に体を入れるようにしゃがみ込んだ。


　太陽の分身は天てん井じようを向いてカタく立ち上がり、さらなる刺激を求めてヒクヒク揺れている。


　亜哉はソレをそっと握ると、おもむろにパクンと口に含ふくんでしまった。


「あっ…ウソッ!?」


　先端の部分を滑ぬめった感かん触しよくで覆おおわれた太陽は、驚いたような声を出して股こ間かんを見た。


　亜哉はこれ見よがしに舌を出してチロチロと先端の部分に刺激を与えてやる。


「はぁっ…あぅ…ッ」


　太陽はキュッと体を竦すくませて快感に喘あえいだ。


　手しゆ淫いんよりずっと濃こいネットリとした刺激はアッという間に太陽を追い上げる。


「やぁッ…も…ひゃうっ！」


　堪えきれない快感にブルッと体が震ふるえた途と端たん、太陽は精を吹ふき上げてしまった。


　予想外のタイミングで飛ばされて、亜哉の顔に生暖かい液体が降り注ぐ。


「んっ…」


　顔面を伝うドロッとした体液を指で掬すくった亜哉は、呆ぼう然ぜんとしている太陽に見せつけるようにソレを舐なめてしまった。


「あ……」


　自分の放ったモノを舐めとる亜哉に太陽は激しく動揺する。


「なんだよ、イクならイクッて言えよ」


「ゴメ…」


　呆れたように言われて太陽はシューンと体を竦ませた。


　亜哉の芸術品のように美しい顔が白はく濁だくした液体にまみれている姿は、まるで神聖なものを汚けがしてしまったようで罪悪感が襲おそってくる。


「泣きそうな顔すんなって、ぶっかけられたくらいで怒おこったりしねーからさ」


　ジワッと涙なみだを滲にじませる太陽にそう言って、亜哉は手のひらで無造作に精液を拭ぬぐった。


「でも…亜哉の綺麗な顔、俺が汚しちゃったみたいで…」


　自分で言ってますます居たたまれなくなったのか、太陽はグスッと鼻を啜すすりながら亜哉から視線を逸そらすように項うな垂だれた。


　叱しかられた子供のような仕草の太陽が可愛かわいくて、亜哉は少し意地悪をしたくなってしまう。


「ふーん、太陽のザーメンで俺の顔そんなに汚きたなくなっちゃったんだ。スゲーショック、ちょっと立ち直れないかも」


「そ、そういう意味じゃないよぉ…」


　わざとらしく言う亜哉に、太陽は慌てたようにブンブンと首を振った。


「じゃあ俺の目ぇ見ろよ」


　罪悪感で目が見れない太陽は、困ったように眉まゆをハの字に下げてオズオズと亜哉と目をあわせた。吸い込まれそうな強い瞳ひとみに捉とらえられると魔ま法ほうにかかったように魅み入いられてしまう。


「太陽が自分からキスしてくれたら立ち直れるかもな」


　頰ほおを紅潮させた太陽に亜哉はフッと笑って囁ささやく。


「えっ？」


「キスもできないくらい俺ってバッチィ？」


　太陽が戸と惑まどったように首を傾かしげると、亜哉はヒョイッと片方の眉を吊つり上げてみせた。


「そんなことない！」


　意地の悪い聞き方をされて太陽はとっさに否定してしまう。


「じゃあしてくれよ」


　キスを待つように目を閉じられて、太陽はオロオロと視線を泳がせた。


　よく考えたらおかしな条件だが、マトモな判断能力が働かなくなっている太陽は、亜哉にキスをしなければイケナイような気になってくる。


　目を伏ふせた亜哉の長い睫まつ毛げがやけに色っぽい。


　それに加えて形のいい少し厚めの唇くちびるが自分を誘さそっているように思えて仕方がなかった。


「あぅ…」


　けれど強ごう引いんに奪うばわれるのと自分からするのでは緊きん張ちようの度合いが違ちがう。


　覚かく悟ごを決めた太陽はギュッと拳こぶしを握りしめて、薄うすく目を開けたままゆっくりと亜哉に唇を近づけていった。


　ソッと一いつ瞬しゆんだけ触れて、太陽はパッと亜哉から離はなれた。


「そんな汚いモンに触るみてーな一瞬だけのキスってアリ？」


　あまりに短いキスに、亜哉は片目だけを開けて不満を漏もらす。


「チガッ！　もー、わかったよ！」


　亜哉に全然納なつ得とくいかないという顔をされて、太陽はヤケクソ気味に叫さけぶと今度はギュッと目を閉じてもう一度唇を重ねた。


　今度は文句を言われないようにしっかりと唇をくっつける。


　どれくらい合わせていれば亜哉が納得してくれるかわからなくてフリーズしていると、亜哉は唇の隙すき間まから舌をのぞかせて太陽の唇をつついた。


「わっ、舐めるなって！」


　さすがにビックリした太陽は、ビクッと唇を離して喚わめく。


　しかし亜哉はガシッと太陽の頭を両手で摑つかむと、再び強引に唇を重ねた。


「んっ！」


　半開きの口内にスルッと侵しん入にゆうしてきた舌に太陽はパニクりそうになる。


　亜哉はジタバタ暴れる太陽の体をギュッと抱だきしめながら、奥に引っ込んでいる舌に強引に自分のソレを絡ませた。


「んっ…ふぅっ、んぁ…」


　絡めた舌を甘く吸うようにされるとゾクッという快感が襲ってくる。


　さらに亜哉は尖とがらせた舌先で敏感な舌の裏側をなぞってやった。


　脳ミソが痺れたようにボォッとなった太陽は、すっかりおとなしくなって亜哉にしがみついた。


「はぁ…ン…」


　さんざん太陽の唇を貪むさぼった亜哉が唇を離すと、混ざり合った唾だ液えきがツゥッと糸を引く。


　太陽は快感で潤うるんだ瞳で、濡ぬれた唇をペロッと舐める亜哉を見つめた。


「キスだけでまた元気になってきたじゃん」


「変なこと言うなよ、バカッ！」


　クスッと笑った亜哉にからかうように言われて、太陽は真っ赤になって両手で裸はだかの股間を隠かくそうとする。


　さっきイッたばかりなのにキスだけでまた反応するなんて、すっごくエッチなヤツだと思われてしまいそうで怖こわい。


「なんで？　俺も興奮してパンパンになってんだけど」


　亜哉は羞しゆう恥ちで体を丸めた太陽の腕うでを摑むと自分の股間に導いた。


「うぁっ…」


　勃ぼつ起きしてる他人の性器なんてはじめて見た太陽は驚おどろきで目を見開く。


　亜哉の熱い塊かたまりは太陽のモノより全然大きくて立派だった。ソレは卑ひ猥わいな色や形をしているにもかかわらず、引き締しまった亜哉の体についてると神こう々ごうしささえ感じてしまう。


　なによりも亜哉も自分と同じように興奮しているのだとわかって、太陽はどんどん体が熱くなってくる。


「触さわりっこする？」


「ウ、ウン…」


　耳元に艶つやっぽい声で囁かれた太陽は、熱に浮うかされたように頷うなずいた。


　このまま快楽に流されてしまってもいいような気もするが、まだホンの少しだけ残っている理性が歯止めをかける。


「や、ダメだ！　ダメ！」


　太陽は正気に返ろうと思いっきりブンブンと首を振ふって、亜哉の股こ間かんから手を引っ込めた。


「なんでだよ？」


「なんでって、そんなの俺にだってわかんないよぉ」


　亜哉にムッとしたように睨にらまれて、太陽は情けない声を出す。


　身も心もすっかり亜哉の虜とりこになっているのに、なにをそんなに拒きよ絶ぜつする必要があるのか本当に自分でもわからなかった。


「ウソつけ、ココは触って欲しいってねだってるぜ？」


　太陽が本気で拒絶しているわけではないと見み抜ぬいた亜哉は、物欲しそうに揺ゆれている太陽のペニスをギュッと握にぎった。


「あ…やぁ…」


　そのまま先せん端たんの敏びん感かんな部分を指の腹で捏こねるようにされて、ピクンと腰こしを揺らした太陽は甘い声を漏らしてしまう。


　竿さおを上下にユルユルと扱しごかれると、ポタポタと透とう明めいな滴しずくが先端から溢あふれてくる。


「ふぅ…あぁ…」


「自分ばっか気持ちよくなってズリーの」


　結局快感には逆らえない太陽に、亜哉はピタッと指の動きを止めてしまった。


　中ちゆう途と半はん端ぱに煽あおられた体はさらなる刺し激げきを求めて熱く疼うずいている。


「ん…やめちゃヤダって…」


　太陽は切ない声で言いながら縋すがるように亜哉を見た。


「だったらどうすればいいと思う？」


「わかってるけど…」


　答えは簡単だった。太陽も自分がしてもらってるように亜哉に奉ほう仕しすればいいのだ。


　けれど他人のイチモツを触ったことのない太陽にとって、それはとてつもない大事だった。


「そんなにイヤなら無理して触んなくてもいいぜ。てか、イヤイヤしてもらっても嬉うれしくねーし、俺は太陽に気持ちよくなってもらいたくてしてるだけだからな」


　恥はずかしそうに亜哉のモノを見つめたまま固まっている太陽に、亜哉は少し寂さびしそうな声で言う。


「亜哉……」


　それは人の好よさそうな太陽につけ込んだ亜哉の作戦だったけど、まんまと引っかかった太陽は罪悪感でいっぱいになる。


　自分は亜哉に触ってもらって気持ちよくなってるのに、亜哉のソレは触りたくないなんて本当にズルイんじゃないかと思ってしまう。


「触られるのはイヤじゃねーだろ？」


「んっ…」


　動どう揺ようする太陽に亜哉は優しく囁ささやくと、再び太陽のペニスを手のひらで包み込むように扱いてやった。


「俺、俺もする…」


　腰が砕くだけそうな快感に襲おそわれながら、太陽は躊躇ためらいがちに申し出る。


　自分は既すでに一度イかせてもらってるのに、破は裂れつしそうなほど屹きつ立りつしている亜哉のモノはほっとくなんてできなかった。


「ん？」


「亜哉にも気持ちよくなってもらいたいから」


　小さく首を傾かしげた亜哉に太陽は正直に思ったことを口にした。


　恥ずかしそうに奉仕を申し出る太陽に亜哉は激しい興奮を覚える。


「ヤベー、マジで可愛かわいいよ！」


　亜哉は嬉しそうに言うと太陽の体をギュッと抱きしめた。


　自分の誘ゆう導どうに素す直なおに引っかかってしまう太陽の純じゆん粋すいさが愛いとおしかった。


「なにっ？」


「ヤルならちゃんとベッドでしよーぜ」


　突とつ然ぜんの抱ほう擁ように目をパチクリさせた太陽の体をコアラのように抱き上げると、亜哉はそのまま浴室を出ていこうとする。


「わっ、ちょっと…」


　とっさに亜哉にしがみついた太陽は事態が飲み込めないまま寝しん室しつに連れ込まれてしまった。








　濡れた体のまま太陽をベッドに投げ出した亜哉は、上から覆おおい被かぶさるように体を重ねて唇くちびるを奪うばった。


「ふぁ…ッ」


　太陽は少し苦しそうに吐と息いきを漏もらしながら必死で亜哉にしがみつく。


　差し込まれた舌で歯列の裏の上うわ顎あごあたりをなぞるようにされると、くすぐったいようなゾクッという快感が走る。


「んっ…ふぅ…」


　自分も知らない性感帯を暴あばかれて、太陽はピクンッと体を揺らして身み悶もだえた。


「キス、慣れてきた…？」


　おとなしくされるがままになってる太陽に亜哉は囁くような声で尋たずねた。


　寝室の柔やわらかい間接照明に照らされた亜哉が、明るいところで見るより一層セクシーで直視できない。


「ン……」


「そんじゃ舌だしてみな」


　目を伏ふせて恥ずかしそうにコクンと頷いた太陽の唇をペロリと舐なめながら亜哉は促うながす。


　太陽は素直に舌の先を唇からのぞかせた。


「ふぁっ…」


　亜哉の前歯で優やさしく甘嚙がみされて、ピリッと電流が走るような刺激にビックリした太陽は慌あわてて舌を引っ込める。


「舌の先っちょってさ、敏感だと思わねぇ？」


「くすぐった…」


　さらに舌の先を擦こすりあわせるように舐めると、太陽は亜哉の下でくすぐったそうに身を捩よじった。


「唇も超ちようウマソー」


　亜哉はそう言いながら太陽の下唇を優しくハムッと嚙んでやる。


「亜哉のほうが果物みたいじゃん」


　亜哉の下唇は少し厚めで瑞みず々みずしい。


　そのツヤツヤした唇はチェリーみたいですっごく美味おいしそうなのだ。


「食べちゃいたい？」


「ウ…ン…」


　唇を軽く触ふれ合わせたまま聞かれた太陽は、真っ赤になって頷いた。


「いいよ、いっぱい食べてくれよ」


　亜哉はイタズラっぽく言いながら少し唇を突つきだしてきた。


　太陽は誘さそわれるままに亜哉の下唇をパクンと口に含ふくんだ。


「ふ…ぁん…」


　そのまま口の中で弄もてあそぶようにしながら舌でなぞると、変に興奮して亜哉の唇を離はなしたくなくなる。


「なぁ、コッチもいいだろ？」


　キスに夢中になっている太陽に、亜哉は焦じれたように囁きながら太陽の手を自分の股間に導いた。


「が、頑がん張ばる！」


　熱い塊かたまりの感かん触しよくにビビリながら、太陽は決心したように返事をする。


「じゃあ体勢入れ替かえるか」


　亜哉はそう言うと体の向きを一八〇度回転させて、太陽の顔を跨またぐようにシックスナインの体勢をとった。


「わっ…」


　目の前にぶら下がっている亜哉のモノの迫はく力りよくに、太陽は動揺して目を泳がせた。


　もちろん亜哉の目の前にある太陽の分身も、先ほどまでの愛あい撫ぶとキスに興奮して天てん井じようを向いて立ち上がっている。


「こうすればさ、俺も太陽の弄いじってやれるじゃん？」


「なんか恥ずかしくないか？」


　さっそく太陽のモノを摑つかんで言う亜哉に、太陽はオロオロしたような口調で聞く。


　お互たがいのモノを舐めあうには便利な体勢だがそれ以上に恥ずかしい。


「それがイイんだろ？　だいたい、恥ずかしくないエッチなんてコーフンしないって」


　羞しゆう恥ちに反応して揺ゆれている太陽のソレをからかうようにつつきながら亜哉は主張した。


「けどさぁ…」


「ほら、太陽のココだって恥ずかしいのが好きだって言ってるぜ」


　いつまでも躊ちゆう躇ちよしている太陽に、亜哉は意地悪く言いながら先走りの液を垂らしている先せん端たんを撫なでた。


「んっ…言ってないよぉ」


　恥はずかしい台詞せりふに太陽はカァッと赤くなって反論する。


　しかも恥ずかしい言葉に煽あおられて分身はますます元気になってしまうから質たちが悪い。


「もういいから、早く銜くわえろって」


　いいかげん焦れた亜哉は、腰こしを動かして太陽の顔に自分のモノの先端を擦なすりつけた。


「わわっ、擦りつけんなよっ」


　顔面を這はう亜哉のモノに焦あせった太陽は、プルプル首を振ふりながらソレを捕つかまえようとする。


　パニクってる太陽が可愛くて、亜哉は調子に乗ったように腰を揺らした。


「もー、弄りにくいだろッ！」


　太陽は文句を言いながらようやく暴れていたモノを摑んだ。


「お、捕まった」


　無意識のうちにギュッと亜哉の性器を握にぎりしめた太陽に、亜哉は嬉うれしそうな声を出した。


「えっと、まずどうしたらいい？」


　片手では指が回らないくらい立派なモノを持て余した太陽は、先端から滲にじむ透とう明めいな液体をマジマジと見つめながら問いかける。


「どうって、両手で擦ってくれよ」


「こう？」


　太陽は戸と惑まどいながら指を上下にスライドしてみた。


　自分にも同じモノがついているとはいえ、浮うき出た血管がピクピクしてる他人のモノは数段卑ひ猥わいに見える。


「太陽がいつもひとりエッチしてるときみたくしてくれりゃいーよ」


　緊きん張ちようでぎこちなく指を動かす太陽に、亜哉は苦笑いしながら答えた。


　けれど太陽は実際触さわってみて気持ちいいように指を動かしているだけで、普ふ段だん自分がどうやってオナニーをしてるかなんて考えたこともない。


「こ、こうかな？」


　なんとなく自分ならココが気持ちいいかなと思う部分を指の腹で撫でると、亜哉のソレもピクッと反応して大きさを増す。


「そんじゃ俺も」


　不器用な手つきで奉ほう仕しを続ける太陽に気をよくした亜哉は、握っていた太陽の性器にチュッとキスをしてやった。


「フゥッ…あ…」


　ネットリした熱い舌で先端を舐められて、太陽は亜哉のモノを握ったままブルッと震ふるえた。


「あっ…ちょ…ッ」


「太陽も早く銜えろって」


　快感に気を取られて愛撫が疎おろそかになっている太陽に亜哉は焦れたように促す。


　ハッとした太陽は、亜哉に倣ならって先端に舌をのばす。


「んっ……」


　先走りの液を舐めとると、少ししょっぱくて涙なみだみたいだと思った。


　けれど涙よりヌルッとした感触は舌にまとわりついて太陽をエッチな気分にさせる。


「はぁ…ふ…」


　竿さおを舐められてゾクゾクとこみあげてくる快感を堪こらえながら、太陽はピチャピチャと亜哉の先端を舐め続けた。


　すると内うち股ももを撫でていた亜哉の指が尻しりの隙すき間まの奥まった部分を探さぐりだす。


「やわっ！　待てッ！」


　窄すぼまった入り口を指でつつかれて、太陽は慌てたように体を捩る。


　しかし亜哉に上からのしかかられてる体勢では大した抵てい抗こうにはならなかった。


「なに？」


「ドコ触ってんだよ！」


　キュッと収縮したソコを指の腹でクニクニと刺し激げきしながらノンキに聞いてくる亜哉に、太陽はジタバタ暴れながら文句を言う。


「どこって、アナルじゃん」


　しかし亜哉は平然と答えながら太陽の左足を折り曲げるように抱かかえた。


「バカッ！　広げんなっ！」


　足を開かされて股こ間かんが露あらわになると、亜哉に尻の穴まで丸見えなのは確実で、太陽は激しい羞恥に襲おそわれる。


「だって、ちゃんと開かなくちゃ弄りにくいだろ？」


「なんで!?」


　亜哉は当然のように主張したが、太陽はどうして尻の穴を弄る必要があるのかわからない。


「そんなの穴が見えないからに決まってんじゃん」


「チガーウ！　俺が聞きたいのは、どうしてそんなトコ弄る必要あるのかってコト！」


　自分が聞きたかったこととまったく違ちがう答えをよこした亜哉に、太陽はムッとしたように大声で説明を求めた。


「前ぜん立りつ腺せんマッサージって気持ちいいんだぞ？」


　太陽の抵抗を軽々と押さえつけながら、亜哉はわざとらしく言い聞かせる。


「イラナイ、そんなの！」


　前立腺マッサージって言葉は、友達に見せてもらったエッチな本とかで聞いたことはあったけど、自分が体験したいなんて思ったこともなかった。


「遠えん慮りよすんなよ」


　思いっきり拒きよ絶ぜつする太陽に亜哉はシレッと言う。


　もちろん亜哉の目的はマッサージそのものではなく、太陽の中を解ほぐして自分のモノを収めることにあった。


「遠慮じゃないよ！　バッチーだろ!?」


　いくら先ほど風ふ呂ろに入って洗ってあるとはいえ、自分でも触ることなんかない箇か所しよを他人に触られるのは大いに抵抗がある。


「バッチくない、綺き麗れいな色してるって」


「見るなバカッ！」


　肛こう門もんを見ながら変な感想を述べる亜哉に、恥ずかしくてたまらなくなった太陽は泣きそうな声で文句を言った。


「それに、ちゃんと解しておかないと俺のが入らないだろ？」


　いつまでも聞き分けのない太陽を説得するように亜哉は問いかける。


「……はぁ!?」


　とっさに意味が理解できなかった太陽は素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。


「太陽ココ使うのもはじめてだよな？」


「なに!?　どういう意味!?」


　パニクった太陽は動どう揺ようしたような声で聞いたが、どうもこうも亜哉のモノを入れるのに他ほかの意味があるとは思えなかった。


「男同士のセックスはココ使うんだよ」


　亜哉は太陽の入り口を指でつつきながら説明してやる。


　太陽だって噂うわさでは聞いたことがあるような気がしなくもないが、まさか自分が体験すると思っていなかったので深く考えたことはなかったのだ。


「バッ！　ヤダッ！」


　自分の後こう孔こうに亜哉の大きなモノが入るとは思えなくて、太陽は大きな恐きよう怖ふに襲われる。


　絶対に痛いに決まってるし、最悪裂さけて痔じになってしまうかもしれない。


「ヤダって、ガキみたいな駄だ々だこねんなよ」


「てか、なんで俺が入れられるほうなワケ!?」


　苦笑いをする亜哉に太陽はそもそもの疑問をぶつけた。


　二人とも男なんだしどっちが尻の穴を提供してもかまわないはずだ。


「だって俺、タチ専門だし」


　自分が受身のセックスをするなんて考えられない亜哉はキッパリと言い張った。


「タチ？」


「入れられるより入れるほうが好きってコト」


　聞き慣れない言葉に首を傾かしげる太陽に、亜哉はわかりやすく説明してやる。


「俺だってソッチのがいいよ！」


　太陽はどっちの経験もないけれど、どう考えたって入れるほうが気持ちよさそうだし抵抗がない。むしろ自分が入れる以外のセックスなんて考えたこともなかった。


「大だい丈じよう夫ぶ、太陽が後ろでも感じるように俺がちゃんと仕込んでやるから」


　太陽の主張を無視するように、亜哉は再び太陽の入り口に指を這はわせる。


「ザケンなって！　大体俺のほうが年上なんだぞ!?」


　今にも指が尻の中に侵しん入にゆうしてきそうで、焦あせった太陽はなんとか亜哉を止めようとワケのわからないことを喚わめきはじめた。


「んなのカンケーねーだろ」


「ある！　亜哉は年下のクセに生意気すぎ！　俺のことも呼び捨てにするし、体もコレもデッカイし！」


　ムッとしたような声を出す亜哉に太陽はムキになって主張する。


　所しよ詮せん経験値の少ない太陽は、他に勝てる部分が見つからなければ年上の権限を振ふりかざすしかない。


「なんだよ、先せん輩ぱいとか呼んで欲しい？」


「そういう意味じゃないよ！」


　クスッと笑ってワザとお門かど違いなことを聞く亜哉に、太陽はムッとしたように言い返す。


　ムリヤリ尻の穴を晒さらされながら先輩なんて呼ばれてもかえって屈くつ辱じよく的だった。


「センパーイ、俺にバスケ部入って欲しいんじゃなかったの？」


　強ごう情じような太陽にこのままでは埒らちがあかないと思った亜哉は意地悪く問いかけた。


「なっ…!?」


　太陽は思わず絶句する。その条件を盾たてに取られたら、太陽には反論する術すべがない。


　いつのまにか行こう為いそのものに夢中になって忘れていたが、太陽が亜哉とコトに至ったのは亜哉をバスケ部に入部させるのが目的だったはずだ。


「俺は別に、太陽先輩がそんな条件なしに俺の恋こい人びとになってくれるんなら、今日はコッチ我が慢まんしてもいいんだけど」


「う…ズルイよ…」


　よく考えたらどっちにしても太陽は亜哉の恋人になるってのもおかしな話だが、冷静な判断力を欠いている太陽はココでやめるのはすごく損に思えてきた。


「ズルくたっていいよ。だって俺、どうしても太陽が欲しいんだもん」


　亜哉はいったん起きあがると太陽の体を抱だきよせて囁ささやいた。


　開き直って主張する亜哉に太陽は不覚にもトキメいてしまう。


「そ…んな……」


　誰だれよりも綺麗な亜哉に強く求められて、太陽は頭がクラクラして目め眩まいを起こしそうだった。


「どうする？　太陽は俺が欲しくない？」


「欲しい…」


　その答えがバスケ部に入って欲しいという以上の意味を持ってしまうとわかっていても、太陽は自分の感情に逆らうことができない。


「だったら、後ろのオクチに亜哉のぶっといのが欲しいって言ってみな」


　とうとう観念した太陽に、亜哉はニヤッと笑って恥はずかしい台詞せりふを言わせようとする。


「チゲーだろ！　俺が欲しいって言ったのはバスケ部に欲しいって意味じゃん！」


　さすがに正気に返った太陽はプンプン怒おこりながら反論した。


「一いつ緒しよ一緒」


「一緒じゃないよ！」


　ソレとコレを一緒にするのはあまりにも大おお雑ざつ把ぱだし、太陽は口が裂けてもそんな恥ずかしい台詞言えそうになかった。


「だって太陽は、俺とバスケするためならエッチしてもかまわないくらいには俺のこと好きなんだろ？」


　凛りんとした美しい瞳ひとみに覗のぞき込まれながら聞かれると、なにもかも見み透すかされてしまってるみたいでウソがつけない。


「それは、亜哉が強引だから…」


「強引な男は嫌きらいか？」


　シドロモドロに言い訳する太陽に亜哉は少し口を尖とがらせて聞く。


「嫌いだったらコンナコトしてないよ」


　年下のクセに生意気だと思うけど、亜哉は妙みように憎にくめないというか、見つめられるだけでドキドキして体が熱くなってしまう。


「じゃあもっと強引になってやるか」


　亜哉はニッと笑ってそう言うと、太陽の体を仰あお向むけにゴロンと転がして、膝ひざが胸につくくらい折り曲げると大きく足を開いた。


「わぁっ！　なにすんだよ！」


　パカッと開いた股こ間かんを亜哉に差し出すような格好に太陽は真っ赤になって文句を言う。


「このほうが弄いじりやすいだろ？」


「恥ずかしいじゃんか～」


　たしかに赤ん坊ぼうのおしめを取り替かえるのと同じ体勢だけあって、股間を弄るのには最適かもしれないが、無防備な格好はさらなる羞しゆう恥ちを煽あおる。


「だから恥ずかしくないエッチなんてコーフンしないって言ってんだろ？」


　亜哉はそう言いながら片手で器用に太陽を抑おさえつけると、ベッドの横に置いてあるナイトテーブルの中から小さなボトルを取りだした。


「な、なんだよ、ソレ？」


　あやしげなアイテムに太陽はドキッとしながら尋たずねる。


「これはただのローション。ヌルヌルして気持ちいいだろ？」


　歯を使ってボトルのキャップを開けた亜哉は、不安そうな顔をしている太陽のペニスに中身を垂らして塗ぬりたくるように擦こすってやった。


「んっ…イイかも…」


　粘ねばりけのある液体を使って擦られると、ネットリと濃こい快感が下半身を襲おそう。


「オマケにピーチの香かおりつき。味はないけど舐なめても平気だから」


　さらに亜哉はそう解説しながら、性器を擦っていた手を太陽の鼻先に近づけた。


「ヤッ…人のチンコ触さわった手でキタネーだろっ」


　亜哉はローションのニオイを嗅かがせたかっただけだが、自分のモノを触っていた手を顔に近づけられるのは太陽には抵てい抗こうがある。


「さっきは俺の舐めたじゃん」


「自分のはバッチィ気がすんの！」


　不思議そうに首を傾げて聞く亜哉に、太陽は困ったように眉まゆをひそめて主張した。


「あぁ、それはなんとなくわかるな。俺だって自分のは舐めたくないけど、太陽のなら全然平気だもんな」


　亜哉は妙に納なつ得とくしたように頷うなずきながら、太陽の先せん端たんにチュッとキスをした。


　そして手のひらにローションを垂らすと、快感で無防備になっている後こう孔こうの入り口に指を這わせる。


「あっ…うぁ…」


　窄すぼまった穴の周りをローションが浸しん透とうしていく感かん触しよくに、太陽はブルッと震ふるえた。


　亜哉はゆっくりと解ほぐすように入り口を指の腹でマッサージする。


「な…んか、変だって…ッ」


　ローションが尻しりの谷間を伝うくすぐったさに、太陽はキュッと後孔を窄める。


「窄めちゃダメじゃん、指入らねーよ」


「けどさっ」


　咎とがめるように言われても、力を抜ぬいたら指が入ってくると思うと余計に緊きん張ちようしてしまう。


「ほら、力抜けって」


　要領を得ない太陽のペニスを擦ってやりながら、亜哉は少し強引に太陽の中に指を捻ねじり込んだ。


「あんっ」


　グッと一気に第二関節のあたりまで埋うずめられた中指に、太陽は背中をのけぞらせて苦しそうに喘あえぐ。


「やぁッ…ひっ！」


　さらに亜哉はクニクニと動かしながら指を奥に進めていく。


「ヤッ…気持ち…わりッ」


　痛みはほとんどないが、堪こらえきれない異物感に太陽は涙なみだ目めで訴うつたえた。


　涙で滲にじんだ視界に神妙な顔をして自分の尻に指を突つっ込んでいる亜哉が見える。


「すぐ慣れるって」


　亜哉は慰なぐさめるように空いてる手で太陽のヌルヌルの股間を撫なでてやりながら、なにかを探すように中に突っ込んだ指で内ない壁へきを擦りはじめた。


「慣れな…あくぅ…！」


　眉み間けんにシワを寄せて異物感を耐たえていた太陽だったが、亜哉が指に引っかかったシコリのようなモノを撫でると、下半身にビリッと電気が走ったような快感が伝った。


「おっ、ココじゃん？」


　あからさまな反応に亜哉は嬉うれしそうにその部分を擦ってやる。


「あぅっ…なに!?」


　自分の体の反応に、太陽は信じられないというような表情をした。


　内側から射精感を促うながす刺し激げきは、分身を直接擦られるのとはまた違ちがった快感がある。


「ココが前ぜん立りつ腺せんだよ、気持ちいいだろ？」


　亜哉はそう言いながら指の腹で円を描えがくように刺激を与あたえた。


「あぁっ…はぁ…ッ」


　執しつ拗ようにその部分を擦られると、たまらない疼うずきに自然に腰こしが揺ゆれてしまう。


「前もスゲー元気になってんじゃん」


「やっ…だって…」


　手のひらの中でカチカチになっているモノを揶や揄ゆされて、太陽は泣きそうになって首を左右に振ふった。


「コッチも、グチュグチュってやーらしい音してんの聞こえる？」


　ローションが滴したたっているソコを指で大きく搔かき回されると湿しめった音が太陽の耳にも届く。


「ヘッ…ンな、コト言うなよぉ…ッ」


　開かれた股間を直視できない太陽は両手で顔を覆おおって羞恥を堪えた。


　尻に指を突っ込まれて感じるなんて信じられないと思うのに、体は素す直なおに亜哉の指に反応して快感を貪むさぼっている。


「指増やしても平気そうだな…」


　亜哉は執拗な愛あい撫ぶで柔やわらかくなってきた入り口からいったん指を抜くと、今度は人差し指と中指をまとめて埋うめ込んでいく。


「ん…くぅっ…！」


　増した圧あつ迫ぱく感と異物感に太陽は眉をひそめるが、やはり痛みはほとんどなかった。


　普ふ段だんの太陽からは想像つかないような切ない表情に、亜哉は舌なめずりしながら二本の指で中を解していく。


「スゲー締しめつけてくるよ、たまんねー」


　内壁が亜哉の指の動きに反応してキュッと収縮する。


　早くこの中に自分の分身を埋め込んで思うまま貪りたい。その快感を想像するだけで亜哉は体が熱くなってきた。


「あっ…あぅっ…んッ」


「痛くねーよな？」


　二本の指で開いた隙すき間まに、さらにもう一本指を埋め込みながら亜哉は問いかけた。


「けどっ…苦し…」


　亜哉が慎しん重ちように解してくれているおかげで痛みは感じないが、体内で蠢うごめく異物に慣れることのできない太陽は吐と息いきまじりの声で訴える。


「苦しいだけ？　ちゃんと気持ちいいだろ？」


　亜哉は太陽のモノをゆるゆると擦りながら問いかけた。


　大きな目にいっぱい涙をためて苦しそうな顔をしてはいるが、熱く息づく分身は限界まで膨ふくらんでポタポタと透とう明めいな滴しずくを零こぼしている。


「かってる…クセに…ッ」


「だよなぁ」


　亜哉はクスッと笑って握にぎっていた太陽の先端にチュッとキスをしてやった。


「あんっ！」


　熱を持って敏びん感かんになっているソコは、少しの刺激でも過か剰じように反応してしまう。


「もう入れちゃっても大だい丈じよう夫ぶか？」


　太陽の痴ち態たいに興奮が抑おさえきれなくなった亜哉は、そう聞きながら指をズルッと抜いた。


　再びローションのボトルを手にとって太陽の入り口に垂らしてから、自身の性器にもたっぷり塗りつける。


「あ……」


　挿そう入にゆうしやすいように折り曲げた足を大きく開き直されると、太陽の胸は緊張で早はや鐘がねのように脈打ちはじめる。


「そんな不安そうな顔すんなよ。ムチャしねーから」


　亜哉はそんな太陽を慰めるように優やさしく言いながら、柔らかい内うち股ももに唇くちびるを寄せた。


「ホントか…？」


「まぁ、はじめてだし、多少は痛いかもしんねーけど」


　縋すがるような目で聞かれて亜哉はバツが悪そうに答える。


　亜哉自身は後ろに突っ込まれた経験がないのでわからないが、太陽の小さな穴に指とは比べものにならないくらい太いモノを突っ込んで、痛くないはずがないコトは容易に想像できた。


「お、俺、痛いのヤダぞっ！」


　ピクッとなった太陽はバッと上半身を起こして首を振る。


「なるべく痛くないようにするって」


　亜哉は必死な太陽から目を逸そらして誤ご魔ま化かすように言うと、狭せまい入り口に自身の先端をあてがった。


「待てッ！　なんで目ぇ逸らすんだよっ！」


「痛かったらゴメンな」


　亜哉は謝罪の言葉を口にしながら、慌あわてて体を捩よじろうとする太陽の足をグッと抱かかえて動けないようにした。


「えっ!?」


　驚おどろいた顔をする太陽の中に、先端の部分をグッと押し込む。


「ヤッ…あぅっ！」


　途と端たんに信じられないような激痛が走り、太陽は全身をこわばらせた。


「ツ…やっぱキツイな…」


　不意打ちのように先端の部分だけは捻り込むことができたが、そこから先にはなかなか埋まっていかない。


「あっく…イタ…ッ」


「頼たのむから、チカラ抜ぬいてくれよ…」


　痺しびれるような痛みに涙を零す太陽に、亜哉は息を吐はき出しながら懇こん願がんした。


　力任せに突っ込むのは簡単だが、それでは太陽に苦痛しか与えることができない。


「ひぅっ…あっ…！」


　亜哉は慰めるように太陽の性器に愛撫を加えて、力の抜けた隙すきを見計らいながらゆっくりと時間をかけて自身を中に埋うずめていく。


「ク…ぅん…ッ」


　徐じよ々じよに体の奥深くに異物が侵しん入にゆうしてくる痛みと恐きよう怖ふを、太陽は泣きながら亜哉にしがみつくことで堪えようとした。


　この痛みを与えているのも亜哉なのに、押し返したり突き飛ばすのではなく、縋りついてる自分が太陽は不思議だった。


「泣くなって、もう全部入っちゃったからさ…」


　ボロボロ泣きながら強くしがみついてくる太陽に、亜哉は言い様のない愛いとしさを感じる。


「イタ…もんっ！」


　全部入ったからといって痛みがなくなるわけではない。


　限界まで開かされたソコはジーンジーンと耐たえがたい痛みを訴うつたえてくる。


「俺も、太陽がメッチャ締めつけるからちょっと痛い。でもそれ以上に超ちよう気持ちいいケドね」


　亜哉は少し切ないように眉まゆをひそめて恍こう惚こつと言いながら、泣きっ面つらの太陽にチュッと甘いキスをした。


「ん…な、ズルイよぉ…」


　そんなふうに言われたら太陽だってグッときてしまう。


　こんなに痛くて苦しいのに、亜哉に感じてもらえるのが嬉うれしいと思ってしまう自分が不思議だった。


「太陽も気持ちよくしてやるから」


　ズルイという言葉の意味を勘かん違ちがいした亜哉は、痛みに縮こまってしまった太陽のモノをキュッキュッと優しく扱しごいてやった。


「あっ…んぁ…」


　感情が高ぶっているせいか亜哉の指の動きに痛いほど反応してしまう。


「気持ちいいか？」


「んっ…イイ…」


　痛みがなくなったわけではないが、亜哉に応こたえたくて太陽は潤うるんだ瞳ひとみのまま頷うなずいた。


「ヤベー、マジで可愛かわいすぎるからっ」


　健けな気げな太陽の姿に胸を高鳴らせた亜哉は、細い肢し体たいをギュッと抱だきしめた。


　歯止めが利きかない強ごう引いんな自分を受け入れてくれるのが嬉しくて、太陽を愛おしいと思う気持ちがますます膨らんでいく。


「あうっ…ツッ！」


　キツく抱きしめられて挿入の角度が変わると、太陽の後こう孔こうにズキッとひきつれるような激痛が走る。


「ちょっとずつなら、動かしてもいいだろ？」


　必死で痛みを堪こらえる太陽に、亜哉は甘えたような声で聞いた。


　太陽はブンブンと首を左右に振ふったが、かまわず亜哉は太陽の肩かたを押さえつけてゆっくりと埋うめ込んだモノを引き抜きはじめてしまう。


「やっ…あぅ…ッ」


　焼けつくような痛みと激しい排はい泄せつ感に、太陽は足をジタバタ動かして暴れた。


　暴れたらよけいに痛いとわかっていてもじっとしていられない。


「イタッ…痛いよぉ…ッ」


「ゴメ…我が慢まんできねー」


　亜哉の動きを制止しようとしがみついてくる太陽に、亜哉は切ない声で謝罪しながら唇を寄せる。


「くぅ…あっ！　いぁっ！」


　亜哉はチュッチュッと何度も優しくキスを与あたえながら、太陽の後孔が亜哉の大きさに慣れるようにゆっくりとした抽ちゆう挿そうを繰くり返した。


　元々童顔な太陽だけど、涙なみだに濡ぬれた表情は自分より年上とは思えないくらい幼く見える。


「もっ…やぁッ…」


　ヒックとしゃくり上げる太陽が可哀かわい相そうになった亜哉は、少しスムーズに動くようになったモノを小刻みに動かすように腰こしを動かす。


「この辺…気持ちいいだろ？」


「うぁっ…ふぅっ…」


　カリの部分で前ぜん立りつ腺せんのあたりを擦こするように刺し激げきしてやると、太陽は息を詰つめてピクッと身み悶もだえた。


「ん？　ココか？」


　太陽の声に甘さが含ふくまれてきたことを感じ取った亜哉は、敏感に反応を示した部分を意識して突ついてやった。


「いぁ…ひぁっ…ん！」


　小刻みな律動は痛みも少ないぶん快感が際きわ立だつようだ。


　痛みの中に見み出いだした快感は太陽の体を支配していく。


「痛い？」


「イタ…けど、イイ…ッ」


　耳元で問いかける亜哉の声に、太陽は素す直なおな感想を述べた。


　なにより二人の腹の間でピクピクと痙けい攣れんを繰り返しているソレが、太陽の快感を素直に表現している。


「イイんだ？」


　亜哉はクスッと笑って嬉しそうに問いかけた。


　一方的に快感を追いかけるより、一いつ緒しよに感じてくれたほうが亜哉の喜びも大きい。


「あっ…俺、ヘンッ…」


　自分の身体からだの変化に戸と惑まどいを隠かくせない太陽は、泣きはらして赤くなった瞳で亜哉を見た。


　汗あせに濡れた前まえ髪がみも紅潮した表情もセクシーで生々しく、太陽を淫いん靡びな世界に引きずり込んでいくようだった。


「スゲー嬉しいよ。もっと感じてくれよな」


　愛しさを堪えきれなくなった亜哉は、両手で太陽の頰ほおを包み込むと至近距きよ離りで見つめながら腰を動かす。


「あぅっ…やぁッ…あっ」


　熱い痛みと快感がないまぜになって太陽を追い上げる。


　重なった皮ひ膚ふから汗が噴ふき出して肌はだを伝う感かん触しよくもリアルに感じた。


「もっと激しくしていいか？」


　亜哉はそう尋たずねると大きく腰を動かして太陽を翻ほん弄ろうする。


「あぁ…んっ！　あぅッ！」


　亜哉の大きなモノでいっぱいになった内ない壁へきに、痺れるような快感が走った。


「マジ…イキそ…」


　キュッと窄すぼまった後孔に絞しぼられて、亜哉に限界が近づく。


　今にも爆ばく発はつしそうな快感を堪えながら、さらに太陽を追い込むように腰を振った。


「やぁッ…もっ…はぁっ！」


　激しく揺ゆさぶられて太陽は大きく背をのけぞらせて喘あえいだ。


　太陽は性器への刺激を求めるように自ら下半身を亜哉に擦りつける。


「あっ…ヤダッ！　ムリッ！」


　ズキズキ疼うずく痛みと快感はこれ以上堪えられそうになかった。


「あん？　ヤじゃなくてイイんだろ？」


　泣きながら口走った太陽に、亜哉は眉をひそめて問い返しながら、ビンビンに張りつめている太陽のモノに指を絡からませた。


「もっ…あぅっ…イッちゃうよぉ！」


　射精を促うながすように擦られて、太陽はあまりの快感に我を忘れて叫さけんだ。


　前を擦られながら中を突かれると、快感が増ぞう幅ふくして太陽を追い上げていく。


「イッちゃえよ、早く！」


「あぁ…あ―――ッ！」


　自身も余よ裕ゆうのない亜哉が促すのと同時に、太陽はブルッと震ふるえて快感の証あかしを吹ふき上げた。


「ク…ぅ…」


　キュウッと窄まった後孔に絞られて、亜哉も太陽の中に熱い飛ひ沫まつをぶちまける。


　生暖かい体液が注ぎ込まれる感触に太陽はブルッと身震いをした。


「は…ぁ……」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　放心したようにため息をつく太陽の中から萎なえた自身を引き抜ぬいて、亜哉は心配そうに聞いた。


「亜哉…」


　自分の顔を覗のぞき込む亜哉と目が合うと、新たな涙が眦まなじりから溢あふれてくる。


　痛いとか苦しいとかじゃなくて、少し切ないような感情から涙を流すなんてはじめての経験だった。


「も、たまんねー」


　潤うるんだ瞳ひとみでジッと見つめてくる太陽が愛いとしくて、亜哉はウットリしたように唇くちびるを重ねた。


　甘く吸うように唇を啄ついばんでから、スルリと口内に舌を差し込む。


「んっ…フゥッ…」


　息が整わないうちに深く口づけられて、太陽は苦しそうに眉まゆをひそめた。


「苦しッ…」


「スゲーよかったよ」


　唇を離はなして胸を喘がせる太陽に亜哉は満足したように囁ささやいた。


「俺はチョー痛かったよ…」


　いまだにズキズキと熱を持って、なにか挟はさまっているような異物感に苛さいなまれている後孔の感触に、太陽はグスッと鼻を啜すすりながら訴うつたえる。


「痛かっただけじゃないだろ？」


　恨うらみがましそうな目で見られて、亜哉はムクレたように聞く。


「そりゃ、そうだけど…」


　たしかに気持ちいい思いもさせてもらったが、それ以上に痛くて恥はずかしい思いをしたような気もする。


「ヨクなかったら、後ろ突っ込まれてイかねーよな」


「言うなよぉっ！」


　意地悪く言う亜哉に、太陽は真っ赤になって文句を言った。


「なんで？　太陽が感じてくれてウレシーぜ？」


　もし太陽が快感を得ることができずに辛つらいばっかりだったら、亜哉だって心が満たされなかっただろうし、コトが終わったあとこんな甘い雰ふん囲い気きにはならなかっただろう。


「俺はスンゴク恥ずかしい…」


　太陽は羞しゆう恥ちで体を丸めながらつぶやいた。


「そういうトコも可愛かわいいけどな」


　ウブな反応が本当に可愛くて、亜哉は再び太陽に唇を寄せながら笑った。


「だから可愛いとか言…」


　反論の言葉をキスで奪うばわれた太陽は、観念したように亜哉の背中に手をまわす。


　顔は女の子より全然綺き麗れいなのに、広くて逞たくましい背中が亜哉の男らしさを意識させる。


「好きだぜ、太陽」


　唇を離した亜哉は、至近距離で太陽を見つめながら囁いた。


　色素の薄うすい綺麗な瞳にまっすぐ見つめられると、それだけで太陽は頭がポォッとなってしまう。


「……俺も、ちょっと亜哉のこと好きになったかも」


　他ほかに心臓がドキドキしている理由が見つからなかった太陽は、躊躇ためらいがちにそう言った。


　嫌きらいじゃないだけでは痛くて苦しい思いを我が慢まんしてまでエッチできないだろうし、好きだと言われて胸が甘くトキメいたりするはずない。


「ちょっとぉ？」


　ものすごく太陽にはまってしまった亜哉は、太陽の控ひかえめな言い方に不満を表す。


「な、なんだよ？」


「いいよ、これからドンドン好きになってもらうから」


　困ったように眉を下げる太陽に、亜哉はニヤッと笑って宣言した。


「お前って、ホント図ずう々ずうしいヤツ！」


　相変わらず強気で傲ごう慢まんな物言いに太陽は呆あきれたような声を出したが、亜哉のそういう部分が憎にくめないのもまた事実だった。


「いいじゃねーか、それより風ふ呂ろ入り直すか？」


「うん。なんかベトベトするし…」


　亜哉の提案に太陽は頷うなずく。


　思いっきり汗もかいてしまったし、精液とローションで濡ぬれた股こ間かんが不快だった。


「イッ…ツゥ！」


　起きあがってベッドから降りようとした太陽は、ピキーンと尻しりに走った痛みに驚おどろいて蹲うずくまる。


「オイオイ、大丈夫か？」


　亜哉は素早く太陽の下もとに寄っていくと心配そうに声をかけた。


「誰だれのせいだよ、もう！」


「責任もって介かい抱ほうしてやるから、怒おこんなって」


　涙なみだ目めで睨にらんでくる太陽を亜哉はヒョイッと抱だきかかえた。


「うわぁ…」


　とっさに亜哉の首にしがみついた太陽は、恥ずかしそうに体を密着させる。


　亜哉に比べれば小こ柄がらでも、標準体型の太陽を楽々と持ち上げてしまう亜哉は見た目よりずいぶん力があるようだ。


「おとなしくなっちゃって、照れてんの？」


「ウルサイよ！」


　からかうような亜哉の台詞せりふに文句を言いながらも、甘い空気が二人を包んでいた。








　次の日の朝、突とつ然ぜん鳴り出した音楽で太陽は目を覚ました。


「ん……？」


　ウッスラと目を開けると亜哉のドアップが視界に飛び込んでくる。


「うぁっ！　ビックリしたー！」


　誰かの隣となりで目を覚ますなんてはじめての経験の太陽は、一気に目を覚ましてガバッと起きあがった。しかも二人とも裸はだかなのが生々しい。


「や、そうじゃなくて、どうやって止めんだ…？」


　かなりのボリュームで鳴り続けるロック系の洋楽ははっきり言ってウルサイ。


　それでも亜哉はまったく目を覚ます気配がなかった。


「亜哉ッ、亜哉ってば！」


　仕方なく太陽は亜哉の体をユサユサと揺ゆさぶって起こそうとする。


「ん～」


「起きろよ！　音楽鳴ってるぞ！」


　鬱うつ陶とうしそうに腕うでを払はらわれて、ムッとした太陽は少しキツイ口調でそう言った。


「ウ…ン…」


　すると亜哉は目を瞑つぶったまま腕だけ伸のばして、ナイトテーブルの上にあったリモコンを手に取るとピッと音楽を止めた。


「って、また寝ねちゃうのかよ！」


　再び布ふ団とんの中に潜もぐり込もうとする亜哉に、太陽は呆れたようにツッコんだ。


　目覚めのいい太陽と違ちがって、亜哉はずいぶん朝に弱いらしい。


「憎ったらしいくらい寝顔も綺麗だよなー」


　太陽はヒジをついて亜哉の寝顔を眺ながめながらつぶやいた。


　目を瞑っているとまつげの長さがよくわかる。細くて高い鼻もぷっくりとした唇も魅み力りよく的だが、今は閉じられている瞼まぶたがなによりも美しいのだ。


「へへ…」


　完かん璧ぺきな美び貌ぼうを眺めているうちにイタズラを思いついた太陽は、亜哉の形のいい鼻をキュッとつまんでやった。


「んっ」


　鼻で呼吸ができなくなった亜哉は、不快そうに眉を寄せてウッスラと目を開ける。


「起きろよ」


「ッせーな…」


　太陽が声をかけると亜哉はいかにも不ふ機き嫌げんそうな声を出して、油断していた太陽の体を組み敷しいた。


「ちょっ、苦しいだろ！」


　上に乗っかった亜哉に体重をかけられて、太陽はジタバタともがいて亜哉を押しのけようとする。


「なんで朝からそんな元気なんだよ…」


　騒さわがしい太陽に亜哉は覇は気きのない声を出した。


「亜哉が寝起き悪すぎんだろ？」


　太陽はムッとしたように言い返す。


「そんな俺にかまってもらいたかった？」


　ようやく少し覚かく醒せいしてきた亜哉は、口元に笑えみを浮うかべながら聞いた。


「バッ…！」


　赤くなって絶句する太陽の唇くちびるにスッと自分のそれを重ねる。


　途と端たんに太陽はおとなしくなって、オズオズと亜哉の背中に腕をまわした。


「んっ……」


　太陽にその気がなくても、キスに翻ほん弄ろうされるようではかまって欲しかったと誤解されても仕方がない。


「ケツは？　まだ痛い？」


「ヘーキみたい」


　唇を離はなした亜哉に問いかけられて、太陽は赤くなりながら答える。


　若い体の回復力はすさまじく、一晩寝てしまえばほとんどダメージが残っていなかった。


「そっか、んじゃ朝から頑がん張ばっちゃう？」


　安心した亜哉は眠ねむい目を擦こすりながら軽口を叩たたいた。


「冗じよう談だん！」


「いいじゃんかー。俺、太陽の感じてる顔思い出すだけで興奮してきたんだけど」


　速そつ攻こうで拒きよ否ひした太陽に唇を尖とがらせながら、亜哉は太陽の腕を摑つかんで自分の股間に導く。


「ウソつけっ！　ただの朝立ちだろっ！」


　裸の股間で立ち上がっているソレに、太陽は慌あわてて手を引っ込めながら反論した。


「恥はずかしがってる顔もソソルな」


「なっ…!?」


　ニヤッと笑って言う亜哉に太陽は絶句する。


「泣いてる顔もチョー可愛かわいかったし…」


　さらに亜哉が太陽の頰ほおを撫なでながら囁ささやいてると、玄げん関かんの方からピンポーンとインターフォンの鳴る音が聞こえた。


「あっ、ほら、インターフォン鳴ったぞっ」


　雰ふん囲い気きにのまれそうになっていた太陽は、慌てて亜哉の体を押し返そうとした。


「無視しちゃえ」


　しかし亜哉はイタズラっぽく笑って太陽の体を抱きしめる。


「いいのかよ？」


「今は太陽のが大事だし」


　玄関を気にして不安そうな顔をする太陽に、亜哉は甘い声で囁きながら唇を寄せた。


「亜哉…」


　思わずキュンとなった太陽は、頰を紅潮させながら亜哉の口づけを受け入れる。


「亜哉くーん？　まだ寝てるの？」


「えっ？」


　廊ろう下かの方から男性の声が聞こえて、ウットリしていた太陽はギョッと我に返った。


「あ、マネージャーだ」


　亜哉が呑のん気きな声を出したのと同時に、寝しん室しつの扉とびらがガチャッと開いた。


「うわーっ！」


「ギャー！」


　マネージャーと太陽は同時に悲鳴のような声をあげる。


　夏用の薄うすい掛かけ布団が下半身を隠かくしているとはいえ、二人とも裸でしかも亜哉が太陽を組み伏ふせているのだ。


「松まつ田ださーん、タイミング悪いよ」


「ス、スイマセン！」


　亜哉に咎とがめられた松田は、真っ赤になって思わず謝罪した。


「じゃなくて、なんで男の子連れ込んでるの!?」


　次の瞬しゆん間かん正気に返った松田は、信じられないといった口調で亜哉を批難する。


　亜哉の寝起きの悪さは折紙つきで、スペアキーを預かっている松田が大事な仕事のある日は叩き起こしに来るのだ。それがわかっていながら恋こい人びとを連れ込んで、朝っぱらからイチャついてる亜哉の神経の太さが恨うらめしい。


「だって俺、女嫌きらいだモンよ」


「それは知ってる！　僕が言いたいのは、高校生の亜哉くんが恋人を家に泊とまらせたりするのは問題あるんじゃないかってコト！」


　開き直ってワザと見当違いなことを言う亜哉に、松田はムキになって常識を説いた。


「なんだよ、社長は恋れん愛あいはいっぱいしたほうがいいって言ってたぜ」


　唇を尖らせて主張する亜哉に、オロオロと成り行きを見守っていた太陽が反応する。


　もしかして自分も、いっぱいいる亜哉の恋愛相手の一人にすぎないのではないかと勘かんぐってしまう。


「あー、今日はそんな議論してる余よ裕ゆうないよ！　早く支し度たくしてくれなくちゃＣＭ撮さつ影えいに遅ち刻こくしちゃうって！」


　まだお小言を言い足りないような気もしたが、自分の使命を思い出した松田は焦あせったような声を出す。


　亜哉がＣＭキャラクターを担当している口紅『彩あや』は、ポスターで話題を充じゆう分ぶん引きつけておいてからＴＶのコマーシャルを撮影することになっていた。


　事務所側も狙ねらいどおりポスターが話題になったところで、メディアへの露ろ出しゆつを控ひかえていた彩を一気に売り出すつもりなのだ。


　その大事なＣＭ撮影に亜哉が遅刻しては話にならない。


「あ、忘れてた…」


　亜哉も仕事の重大さがわかっているからこそ目覚ましをかけておいたのに、太陽に夢中になってすっかり忘れていた。


「もー、大事な仕事だって言っただろ!?」


「悪わりぃ、すぐシャワー浴びてくっから」


　さすがに反省した亜哉は、松田に謝罪してムクッと起きあがった。


「ごめんな太陽、俺は出かけちゃうけどゆっくりしてっていいから」


　不安そうな顔をしている太陽にチュッとキスをして、亜哉は股こ間かんも隠さずにスタスタとバスルームに歩いていく。


「ちょっ…」


　松田と二人で取り残された太陽は、あまりの居たたまれなさに身を竦すくめた。


「まったく、亜哉くんはダラシナイんだから…」


　松田は亜哉が消えていった方を睨にらみながらイライラしたような声を出している。


　家主は亜哉でも、事務所が用意したマンションに自分がいるのは場ば違ちがいのような気がしてならない。


「あの、俺…」


　出ていけと言われる前に自分から出ていったほうが賢けん明めいなのではと考えた太陽は、躊躇ためらいがちに松田に声をかけた。


「あ、ゴメン。僕はリビングにいるから」


　太陽が裸はだかだったことを思い出した松田は、ハッとしたように言って寝室をあとにした。


　とりあえずなんのお咎めもなかったことにホッとしながらも、太陽は掛け布ぶ団とんを肩かたからかけて起きあがった。


　よく考えたら太陽の服はバスルームに脱ぬぎ捨てたままになっている。けれど今バスルームに向かうのは、松田に亜哉と一いつ緒しよにシャワーを浴びるんじゃないかとか誤解されそうで怖こわい。


「もー、亜哉のヤロー」


　ここにはいない亜哉に八つ当たりをした太陽は、ハァッと大きなため息をついた。


　裸でベッドに寝ねているところをマネージャーに見られても、亜哉がさして動どう揺ようした様子がないのが不思議だった。


「やっぱ俺以外にも恋人連れ込んだりしてんのかな…」


　松田の様子では現場を発見したのははじめてみたいだったけど、恋愛はいっぱいしたほうがいいという亜哉の台詞せりふが妙みように引っかかっている。


　まっすぐな瞳ひとみで好きだと告げた亜哉の言葉がウソだとは思えないが、絶対そうだと言い切れるほど太陽は亜哉のことをよく知らなかった。


　エッチだって妙に慣れてたし、亜哉みたいに綺き麗れいなヤツはかなりモテるはずだ。


「てか、俺も部活遅刻しそう!?」


　ふとナイトテーブルの上に置かれた時計が目に入った太陽は、ギョッとしたような声を出して目を見開いた。


　学校が休みでももちろんバスケ部の練習はあった。土日はいつも朝九時から練習がはじまるのだが、時計は既すでに八時四十五分を示している。


「ヤ、ヤバイッ！」


　代官山から原宿はかなり近いが、よほど電車のタイミングが合わなければ十五分ではつけないだろう。着き替がえたり支度をする時間を合わせると十五分以内に体育館の中に入るのは実質的に不可能だった。


　キャプテン自ら部活に遅刻するようでは部員に示しがつかないし、厳しい顧こ問もんの逆げき鱗りんに触ふれてしまうのは確実だ。


　蒼そう白はくになった太陽は、恥はじも外聞も捨ててバスルームに直行すると急いで制服に着替えて亜哉の家をあとにした。








　大おお慌あわてで家を出ていった太陽を見送ったあと、マネージャーが運転する事務所の移動車でスタジオに向かった亜哉は、なんとか遅刻せずに撮影現場に入ることができた。


　今まで雑誌やポスターなどの写真撮影を専門にやってきた彩だが、監かん督とくや演出家が馴な染じみの『彩』のスタッフと同じなので、比ひ較かく的和なごやかな雰ふん囲い気きで撮影に臨のぞんでいる。


　ＣＭ撮影のカメラクルー以外にも、話題の彩を取材に来たワイドショーのカメラや、雑誌の記者が詰つめかけていて独特の緊きん張ちよう感を醸かもし出していた。


　そんな雰囲気の中でも亜哉は臆おくすることなく撮影をこなしている。


　むしろはじめて彩を生で見た記者たちのほうが、その美び貌ぼうと存在感に惹ひきつけられてウットリとしていた。


　商品の口紅を塗ぬって登場する三人の女優たちは、画面を合成して完成させるので現場に居合わせていない。


　もしこの場に居合わせたら、亜哉のあまりの美しさに嫉しつ妬とを覚えるのではないかと思うほど亜哉は魅み力りよく的だった。


「はい、カット。いいねー、スッゴク綺麗だよ」


　カメラマンの隣となりでモニターを見つめていた監督がオッケーを出す。


　お世辞でもなんでもなく、まだ高校生の少年だとは思えないほど亜哉は美しくて撮影にも力が入る。


「今度は彩が唇くちびるを見つめる画えのアップを撮とるから、このカメラの向こうに君の愛いとしい人がいると思って視線もらえるかな？」


　メイクを直し終えた亜哉は監督の声に頷うなずくと、フッと柔やわらかい表情でカメラを見つめた。


　少し物もの憂うげな雰囲気の瞳に見え隠かくれする意志の強さが亜哉の魅力だが、今までにない優やさしさと艶つやっぽさが加わってカメラマンですらドキッとさせられる。


　スタジオのあちこちからも感かん嘆たんのため息が聞こえてくるほどの美しさに、見学にきていた化け粧しよう品会社の重役も商品のヒットを確信したほどだ。


「ふーん、亜哉のヤツいい表情できるようになったじゃん」


　一皮剝むけたような亜哉に所属事務所の社長、黒くろ羽は英えいも手放しで賛美を送る。


「新しい恋人でもできたかな？」


「さすが社長は鋭するどいですね」


　社長の審しん美び眼を崇すう拝はいしてる松田は、今朝のことを思い出して感心したように頷いた。


　元アイドルの英はその道で頂点を極きわめたあと、プロデュースなどの裏方仕事に興味を持つようになり、三十歳で独立して自分の事務所を起こした。


　独立と同時に自身でスカウトしてきた、葉は山やま祥しようという少年をアイドルとして売り出すことに成功し、現在は少しずつ事務所を大きくしている。


　自身の音楽活動も続けるかたわらプロデューサーとしての敏びん腕わんぶりも発揮し、英は三十二歳という若さで業界では一目も二目も置かれる存在になっていた。


　その活動は音楽業界だけにとどまることはなく、今度はモデルとして抜ばつ群ぐんの存在感を持つ彩を売り出しにかかっている。


「なに、敏さと史しくんなんか知ってるの？」


　思い当たる節がありそうな松田に英は問いかけた。


　タレントに恋れん愛あいを禁止するつもりはないが、大事な時期だけに下手なスキャンダルには気をつけなければならない。


「今日マンションに亜哉くんを迎むかえに行ったとき、一緒のベッドで寝てました」


「もしかしてデバガメ？」


　生々しい光景を思い出して赤くなる松田に英はクスッと笑った。


　二十九歳にもなってウブな反応を見せる松田はついからかいたくなってしまう。


「ち、違います！　偶ぐう然ぜんです！」


　サングラスの隙すき間まからのぞく瞳にジッと見つめられて、松田はドギマギしながら否定する。


　英は元トップアイドルだっただけあって、笑え顔がおが非常に魅み惑わく的で三十代にはとても見えないくらい若々しい。


「で、どんな子だった？」


「ちゃんと見たワケじゃないんで、男の子だったくらいしか…」


　松田は眉まゆをひそめると、英以外の人間には聞こえないように声を潜ひそめて答えた。


「まぁ、あの女嫌ぎらいじゃ当然だろうな」


　英も端はなから亜哉の相手が女だとは思っていない。


　母親の愛人問題から女嫌いになった亜哉のために、今日の撮さつ影えいにもスタイリストやメイクさんは専属の男性を手配したくらいなのだ。


「とりあえずその子に感謝しておくか。亜哉のあんな表情引き出してくれて、必ず街頭ポスター以上の話題になるはずだからな」


「そうですね」


　再び亜哉に視線を戻もどしてつぶやく英に、松田も大きく頷いた。


「はい、カット！　お疲つかれさま、よかったよ！」


　すべての撮影が滞とどこおりなく無事終しゆう了りようし、監督は満足そうな声で撮影の終了を告げた。


「ホント、男の俺たちから見てもため息出るくらい綺麗だった」


「なんか彩のいる場所だけ別世界みたい」


「どーも」


　口々に自分を誉ほめるスタッフたちに、亜哉は短く挨あい拶さつをしてペコッと頭を下げる。


「コラ、亜哉。挨拶は礼れい儀ぎ正しく丁てい寧ねいにって言ってるだろ？」


　照れくささもあるだろうが、基本的にぶっきらぼうで愛想のない亜哉に、英は苦笑いしながら近づいてきて頭を小こ突づいた。


　どんなに素材がよくても挨拶すらしっかりできないようではいい仕事はもらえない。


　その辺の礼儀は亜哉にもみっちり叩たたき込む必要があった。


「ありがとうございました」


「コチラこそ、いい仕事させてもらって光栄だよ」


　案外素す直なおに深々と頭を下げた亜哉に、監督はニコッと笑って右手を差し出す。


　亜哉は少し照れくさそうに握あく手しゆに応こたえて松田の元に向かった。


「お疲れさま」


　気を利きかせた松田は亜哉に飲み物を差し出す。


　撮影用のライトはかなり熱いし、張りつめた現場の緊張感から喉のどが渇かわいてるはずだ。


「ありがとう」


　亜哉は飲み物を受け取ると、用意された折り畳たたみのパイプイスに腰こしを下ろした。


「今日はいい仕事したな。ポスター撮影よりずっといい表情してた」


「なんだよ、社長にそんな誉められると気持ち悪いな」


　座っているせいで自分より高い位置にある社長の顔を見て、亜哉は怪け訝げんそうな表情をする。


　仕事に厳しい英は滅めつ多たなことでタレントを誉めたりしない。たまに誉められるとなにか裏があるのではないかと疑ってしまう。


「今日このあとのスケジュールは？」


　不ふ審しんそうな顔をする亜哉を無視して英は松田に話しかけた。


「はい、各テレビ局の取材のあと、雑誌のグラビアが三本入ってます」


「そうか、ＣＭが流れ出したらもっと忙いそがしくなるからな。グラビア関係は今のウチにこなせるだけこなしておけよ」


　彩はこれまでミステリアスなイメージを出すため、名前以外の素す性じようをいっさい明かしていなかった。


　モデルとして掲けい載さいされる雑誌も、高校生がグラビアを飾かざるのは早いんじゃないかと思われるような、二十代後半の女性をターゲットにしたようなモノを中心にこなしている。


　ミーハーな中高生から広がるのではなく、大人の審美眼が備わったお姉さまたちから口コミで広がった人気は、『彩あや』の街頭ポスターが貼はられると同時に一気にブレイクした。


　ＣＭのオンエアがＴＶではじまれば更さらなる飛ひ躍やくが期待できる。


「なぁ、俺あんまテレビとかは出たくねーんだけど」


　これからはじめて経験するワイドショー向けのインタビューに憂ゆう鬱うつになった亜哉は、英に向かってため息をつきながら要求する。


「ワガママ言うなよ。自分で仕事を選ぶのはもっとビッグになってからだ」


　松田は亜哉を雑誌のモデルで終わらせるつもりは毛頭なかった。


「そうですよ、祥くんを見習って社長に宣伝戦略は任せましょう」


　同じ事務所に所属して年ねん齢れいも亜哉と同じ高校一年生の葉山祥は、活動するジャンルが違うとはいえ亜哉にとってよきライバルだと松田は思っている。


「祥ちゃんはアイドルじゃねーか」


　社長とマネージャーに口々に言われて亜哉はムッとしたように反論する。


　事務所も同じで芸能科のクラスメイトでもある祥とは仲がいいほうだが、祥は歌もダンスも人に注目されるのも大好きという天性のアイドルとしての性分を持っていた。


「でも祥はもっとプロフェッショナルだぞ」


　アイドル向きの性格とはいえ、イヤな仕事も笑顔でこなす祥は芸歴が長いぶん亜哉よりずっとプロフェッショナルだった。


「わかってんよ」


「じゃあ俺は事務所に戻るから。あとは頼たのんだよ、敏史くん」


　ムクレる亜哉の頭をクシャッと撫なでてから、英は松田に声をかけてスタジオを出ていく。


「はい、お疲れさまでした！」


　清すが々すがしい挨拶を返す松田に見送られながら去っていく英の後ろ姿を、子供扱あつかいされたような気がした亜哉は不満げに睨にらみつけた。








　まもなくして公開された『彩』のＣＭは、瞬またたく間に彩をスターダムにのし上げた。


　ファッション誌だけでなく、情報誌やアイドル雑誌までこぞって彩の特集を組んだ。


　またそれらの雑誌のすべてが通常より売り上げが伸のびるという盛せい況きようぶりに、ますます彩の仕事は増えていくという連れん鎖さが起こっている。


　どこで調べたのか学園の校門前には連日ファンが押し掛かけて、学園側も警備員を増やす必要を迫せまられたほどだった。


「それにしても、今朝はスゲーなぁ」


　男子校であるのにもかかわらず連日増えていく少女たちに、朝練を終えて太陽と教室に戻ってきた千嘉が窓の外を眺ながめながら呆あきれたように言った。


「テレビの力って大きいね」


　太陽も感心したように相あい槌づちを打つ。


　もうすぐ授業がはじまるというのに、彩を一目見るために大勢の少女が校門にたむろしている姿は圧巻だった。


　さすがの少女たちも校門の中までは入ってこれないので、亜哉は危険を回かい避ひするためマネージャーに校門の中まで車で送り迎えをしてもらうようになった。


　もっともそれ以前に仕事が忙しい亜哉は登校することもままならないし、車の窓越ごしに見れたらまだラッキーくらいの遭そう遇ぐうしか叶かなわないのだ。


「けど、学校とかみんなどうやって調べてんだろな」


「うーん…」


　千嘉の疑問に太陽も首を傾かしげた。


　制服を着ている少女たちにも学校はあるはずなのに、彩のためにサボってしまう根性には頭が下がる。むしろ危機感を覚えてるといっても過言ではないかもしれない。


　あまり自信はないが亜哉と今つきあっているのは太陽のはずだ。


　いくら亜哉が女嫌いとはいえ選より取り見取りなのは事実だし、男だって亜哉くらい綺き麗れいなら間ま違ちがいを冒おかしてもかまわないという輩やからは少なからずいるはずだ。


　その証しよう拠こにゲイでもなんでもなかったはずの太陽も亜哉の虜とりこになっている。


　もちろん太陽は亜哉の見た目の美しさだけではなく、生意気で強ごう引いんだけどまっすぐなところや、クールに見えて意外に情熱的な部分に惹ひかれていた。


　ただどうして亜哉が自分のことを好きになったのか太陽にはよくわからなかった。


　亜哉は可愛かわいいとかいうけれど、それこそ芸能界には太陽より可愛い男なんて腐くさるほどいるはずだ。


　太陽がそんなことを考えていると、後部座席の窓に濃こいスモークがかかった車が人ひと垣がきをわけて校舎の中に入ってきた。


「お、スターのお出ましだ」


　一いつ斉せいに車の周りに群がる少女たちを見て千嘉はプッと吹ふきだす。


　もともと移動車にはベンツが用意されていたのだが、ファンのあまりの熱ねつ狂きようぶりに車をボコボコにされかねないという理由で、頑がん丈じようなドイツ製のバンを導入したという話だった。


　校門の中に消えていったバンに向かって、彩の名前を叫さけんでいる少女たちもいた。


　彩が通り過ぎたのにもかかわらず、興奮さめやらぬ少女たちがいつまでもキャーキャー騒さわいでいるのを、警備員が気は済んだだろうと言わんばかりに追い払はらっている。


「ホント、こういうの見ると亜哉って芸能人なんだって思うよな」


　名残なごり惜おしそうな少女たちを見て、太陽はため息をつきながら言った。


「一気にブレイクしたからな。ついこないだまでただの可愛い弟だったのに、今じゃ一いつ緒しよに街を歩くこともできないくらいスターだもんな」


　肉親である千嘉も感かん慨がい深そうに頷うなずく。


　モデルは亜哉が自分で選んだ道だし売れっ子になったのは嬉うれしいと思うが、遠い世界に行ってしまったようで兄としては少し寂さびしくもある。


「お、なんだ？」


　そのとき、制服のズボンの中に入れていた千嘉の携けい帯たいがブブブッと震ふるえて着信を知らせた。


　学校の中ではマナーモードに設定してあるので、太陽はポケットの中を漁あさっている千嘉を不思議そうに見つめた。


「噂うわさをすれば、亜哉からだぜ」


　携帯をとりだしてニヤッと笑った千嘉に、太陽はドキッと心臓を高鳴らせる。


「もしもし？　うん、太陽も一緒にいる」


　千嘉は会話をしながら太陽にチラッと視線をよこす。


　自分の名前が出てきたことで、太陽は二人の会話がどうしようもなく気になった。


　太陽は携帯を持っていない。だから亜哉からの連れん絡らくはいつも、部活もクラスも同じで一緒にいることが多い千嘉をとおしてもらうことになる。


　ただ千嘉には亜哉とつきあっていることは内ない緒しよにしてあった。


　なんとなく照れくさいし、千嘉の性格からいって絶対にからかわれるに違いないって思うと言い出しにくかったのだ。


「わかった、伝えておく。じゃあな」


「な、なに？　亜哉から俺に伝言？」


　短い会話だけで電話を切った千嘉に、太陽はなんでもないふうを装よそおって尋たずねた。


「今日は久しぶりに学校これたから、昼休みにバスケ部の部室で会おうってさ」


「そっか」


　千嘉からの伝言を聞いた太陽は、緩ゆるみそうになる頰ほおをひきしめて頷く。


　いつもは太陽が亜哉のマンションを訪ねることが多いのだが、ここ数日はすごく忙しかったみたいでまったく連絡が取れなかった。


　短い時間でも久しぶりに亜哉に会えるのが嬉しくて仕方ない。


「お前さ、いつから亜哉とつきあってんの？」


　嬉しさのあまり知らないうちに顔がニコニコしてきた太陽に、千嘉は訝いぶかしげに尋ねた。


「えっ!?」


　太陽はギョッとしたように目を見開く。


　わかりやすい太陽の態度に千嘉は苦く笑しようを漏もらした。


「だってそうだろ？　あの亜哉がわざわざ呼び出しなんてさー」


　太陽もわかりやすいが亜哉もかなりわかりやすい性格だった。


　ふだんは電話なんてかけてこないクセに、最近よく電話があると思えばほとんど太陽絡がらみなのだ。はっきり言ってなにもないほうがオカシイ。


「違うって！　バスケ部入ってもらう約束だから、きっとそのことで話があんだよ」


　ウソをつくのが得意ではない太陽は、真っ赤な顔でシドロモドロになりながら取り繕つくろう。


「ふーん？」


「なんだよー」


　明らかに疑ってますという相あい槌づちに、太陽は思わず千嘉から目を逸そらした。


「じゃあ俺もついてっていい？　俺も久しぶりに可愛い弟の顔が見たいなぁ」


　確信を深めた千嘉はさらに太陽を追いつめていく。


「それはダメ！」


「いいじゃん、別に恋こい人びとでもなんでもないなら二人きりになる必要ないだろ？」


　ソッコーで拒きよ否ひった太陽に、千嘉は意地悪な質問をぶつける。


「そうだけど、でもっ」


　追いつめられた太陽は、なんとか千嘉を上手うまく言いくるめる方法はないかと思案した。


　けれどなにも思いつかなくて、キョロキョロとあたりに目を泳がせた。


「吐はけよ太陽、吐いて楽になっちまえよ」


　往おう生じよう際ぎわの悪い太陽に、千嘉はグイッとヘッドロックをかけながら促うながす。


　自分より二〇センチも大きい千嘉に押さえ込まれると太陽は身動きがとれない。


「知らないよ！」


「ウソつけ。はじめてのとき、亜哉は優やさしかったか？　ん？」


　あくまでしらばっくれる太陽の耳元に、千嘉は低い声でイヤラシっぽく囁ささやいた。


　兄弟だけあって少し亜哉に似ている声で囁かれると、アノときのことを思い出してビクッと反応してしまう。


「変な想像するな、バカッ！」


　太陽はジタバタと抵てい抗こうしながら千嘉に文句を言った。


「変な想像ってどんな想像だよ？」


　思いっきり心当たりのありそうな太陽に、千嘉はしてやったりと尋ねた。


　自分が墓ぼ穴けつを掘ほったことに気づいた太陽は羞しゆう恥ちのあまりピタッと固まってしまう。


「太陽ってウソつけないよな、顔真っ赤だぜ」


「うぅ…」


　ヘッドロックを外して顔を覗のぞき込んでくる千嘉に、既き成せい事実のある太陽はなにも言い返すことができなかった。


　千嘉自身男も女もどっちもオッケーというのは有名な噂なので偏へん見けんはないかもしれないが、やっぱり友達に自分が男とデキてしまったと知られるのは恥はずかしい。


「ま、せいぜい遊ばれないように気をつけろよ」


　千嘉は茹ゆで蛸だこのように真っ赤になっている太陽の頭をクシャクシャ搔かき回しながら言った。


　何気ない千嘉の言葉に、太陽はチリッと胸が疼うずくのを感じる。


「俺、やっぱり遊ばれてんのかな…？」


　自分でももしかしたらと思っていたことを他人に言われるとますます不安になった。


　亜哉と一緒にいるときは自分が遊ばれてるなんて思えないけど、太陽が気づかないだけで端はたから見たら釣つり合いがとれてないし遊ばれてるように見えるかもしれない。


「えっ？」


「だって、はじめてのときもすっごく強ごう引いんだったし、会うとエッチばっかりするし…」


　太陽は言いながら恥ずかしくなったのか、どんどん声が小さくなっていく。


「強引なのは性格だろ？　それに亜哉のヤツ最近忙いそがしかったみたいだし、会えたときにエッチしたいって思うの男なら普ふ通つうじゃん？」


　自分の不用意な一言が太陽を不安にさせてしまったと知った千嘉は、慌あわてて亜哉のフォローをする。


　少なくとも兄の目から見て亜哉は、好きでもない相手と忙しい時間の合間を縫ぬって会いたがったりするほどマメではないし器用でもなかった。


「普通なのかなぁ？」


「あと、太陽が携帯持ってないから何気ないことでメール送ったりとか、そういう連絡とれなかっただけじゃねーの？」


　まだ疑問そうに首を傾かしげてる太陽に、千嘉は思いつきで慰なぐさめの言葉をかける。


「携帯かぁ…」


　それは太陽も感じていたことだった。


　携帯電話があればもっとこまめに連絡が取れるし、会えなくても声くらいは聞けるはずだ。


　バスケ中心で学校と家を往復するだけの生活をしているときはまったく必要ないと思っていたのに、恋人ができた途と端たんすっごく便利なアイテムに思えてくる。


「けどさ、亜哉みたいな綺き麗れいで格好いいヤツが、俺みたいなフツーの男に本気になるなんて思えなくない？」


　しかしなによりも太陽が引っかかっているのはソコだった。


　彩が有名になって騒さわがれれば騒がれるほど、自分との間には距きよ離りがあるように感じた。


「や、太陽は充じゆう分ぶん可愛かわいいって。そりゃ亜哉みたいに誰だれから見ても美形ってんじゃないかもしんないけど、黒目がちなクリクリお目々は小動物を彷ほう彿ふつさせる愛らしさっしょ？」


　不安そうに眉まゆをひそめて自分を見上げてくる太陽は、千嘉の目から見ても充分可愛い。


　女の子に使うような可愛いとは質が違うが、ついかまいたくなるし庇ひ護ご欲をそそられる。


「千嘉に言われてもイマイチ信用できないんだよなー」


　亜哉と違って遊び人だし口も上手い千嘉は、真しん剣けんな口調でもどこまで本気で誉ほめてくれているか疑わしかった。


「んだよ、それ。俺だって太陽とならエッチできるぜ？　なんなら試ためしてみるか？」


　自分の行いの悪さが原因とはいえムッとした千嘉は、スッと太陽の頰に手をのばして艶つやっぽく囁いた。


「冗じよう談だん！　それこそ遊びだろ？」


「あー、そうだった」


　バシッと太陽に手を叩たたかれた千嘉は思わず苦笑する。


　自分のこういうところが太陽に信用できないと言われてしまう所以ゆえんなのだ。


「てか、そんなに気になるなら直接亜哉に聞いてみろよ。アイツぶっきらぼうで強引だけどウソはつかないからさ」


　叩かれた手をスリスリさすりながら、千嘉は少し真剣な口調でアドバイスしてやる。


「うん、わかった…」


　今度は真剣な想おもいが伝わったのか太陽も素す直なおに頷うなずいた。


　実際つきあいはじめて日が浅いんだし、会えたときにちゃんと話をしてお互たがいの気持ちを確かく認にんするしかないのだ。


　早く亜哉に会いたくて逸はやる気持ちを抑おさえながら、太陽は午前中の授業を受けた。








　四時間目の授業が終わって昼休みになった途端、太陽は職員室に部室の鍵かぎを取りに行くと弁当を持参して一目散に部室に向かった。


　一いつ緒しよにお昼ご飯を食べながら話をして、少しでも不安な気持ちを取り除きたい。


　必死な自分にいつの間にか亜哉にのめり込んでいることを自覚させられる。


　スコアブックや誰の物かわからないタオルを机の上から片づけて、パイプイスに座った太陽は亜哉を待った。


　腹の虫が鳴ってうるさいが先に食べてるのもなんなのでジーッと待っていると、コンコンッと部室の扉とびらをノックする音が聞こえた。


「あ、開いてる！」


　太陽はドキドキしながら扉の向こうに声をかける。


「太陽？」


　ひょっこりと姿を現した亜哉の姿に、太陽の胸はキューンとなった。


　自分でも不思議なくらい日に日に亜哉を好きになっていく。


「亜哉……」


「スゲー久しぶりだな。超ちよう会いたかったぜ」


　思わず立ち上がった太陽に亜哉は満面の笑えみを浮うかべて近づいてくる。


　そのままチュッと軽く重ねるだけのキスをした。


「んっ…」


　亜哉のふっくらとした柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくに太陽はウットリしてしまう。


　はじめてポスターを見たときから少し厚めな唇がセクシーだと思っていたが、実際に触ふれると弾だん力りよくがあって温かくてすごく気持ちよかった。


「俺と会ってなかった間、他ほかのヤツと浮うわ気きとかしてねーよな？」


　ポォッとなった太陽を至近距離で見つめながら亜哉は問いかけた。


「あ、亜哉こそ…って！　なんでファスナー下げるんだよ!?」


　言い返そうとしたところでいきなりファスナーを下げられて、太陽は大いに動どう揺ようする。


　他人のズボンのファスナーを下げる目的なんて他に思いつかない。


「俺このあとも仕事でさ、昼休みが終わったらマネージャーが迎むかえにくんだよ。あんま時間ねーし、さっさとヤッちゃわないとな」


　亜哉は不服そうに唇を尖とがらせて説明すると、器用に太陽のズボンのベルトを外した。


「今ここでエッチするつもりなのか!?」


「トーゼン」


　ギョッとする太陽に亜哉は大きく頷く。


「お昼ご飯は!?」


　てっきり一緒にお昼ご飯を食べるモンだと思っていた太陽は目をパチクリさせた。


　久しぶりに話ができるんじゃないかと期待していたのに、亜哉ははじめからそんな気なかったのかと思うと寂さびしい。


「持ってきてない。それより太陽食いたい」


　亜哉は飢うえたようにがっつきながら、太陽の首筋に顔を埋うずめた。


「ダメだって！　昼休みだって練習しにくるヤツがいるかもしんないだろ！」


　情熱的な言葉にうっかりトキメキながらも、太陽は必死で亜哉の体を押し返そうとする。


「どうせ短い時間しか練習できないんだし、わざわざ部室まできて着き替がえるヤツはいねーよ」


　亜哉は太陽の首筋を甘く吸ってやりながら、腰こしを抱かかえてスルリとズボンとパンツを脱ぬがせてしまった。


「それに、放課後までにダメージ回復しなかったら練習でれないだろっ！」


　下半身剝むきだしになって焦あせった太陽は本気でイヤイヤをしながら訴うつたえた。


　後こう孔こうを使ったセックスは太陽の体にかなりの負担がかかる。一晩寝ねればすっかり回復するのだが、今から放課後までに体調を万ばん全ぜんにするのは無理な話だった。


　なにしろスポーツ科に所属している太陽は、授業をサボるより部活をサボるほうが問題視されるのだ。


「後ろ使わなければいいのか？」


「え、ウン…」


　真剣な顔をして聞く亜哉に太陽は思わず頷いてしまう。


「じゃあ舐なめてくれよ。俺もあとで舐めてやるからさ」


　本番をあきらめた亜哉はそう言って自身のズボンのファスナーを下げた。


「そういう問題じゃないよ～」


　太陽に確認しないままコトを進めていく亜哉に、太陽は困ったような声を出す。


　亜哉はいつだって強ごう引いんで、その強引さに惹ひかれている太陽は流されてしまいそうな自分に頭を抱える。


「あん？　入れなければいいんだろ？」


　亜哉は不服そうに言いながら、念のために部室の鍵を閉めにいった。


「だって、ここ学校だぞ？」


　ガチャッと鍵の閉まる音に太陽はビクッとしながら主張する。


　入れる入れないの問題ではなく、学校の中で、しかもいつも使っている部室の中でエッチなことをするのは抵てい抗こうがあった。


「カンケーねーよ。久しぶりに会えたのがたまたま学校だったってだけじゃん」


　鍵を閉めて戻もどってきた亜哉は、太陽の手を摑つかむと強引に自分の股こ間かんに持っていく。


「わっ！　握にぎらせんなっ！」


「スゲー熱くなってるだろ？　太陽が慰なぐさめてくんなくちゃ治まらないぜ？」


　亜哉は太陽の手の上から自身の性器を揉もむようにしながら艶っぽい声で囁ささやいた。


　濡ぬれた響ひびきを帯びた声に太陽は赤くなってうつむいてしまう。


「亜哉ってホントに強引だ…」


　観念した太陽は恨うらみがましい目で亜哉を見ながら拗すねたように言った。


「そんだけ太陽が欲しいってコト」


「バッカじゃねーの」


　屈くつ託たくのない笑顔を見せた亜哉に、太陽はつい憎にくまれ口を叩たたく。


　亜哉は可愛かわいくないことを言う太陽の唇をキスで塞ふさいだ。


「んっ…ふぅ…」


　スルリと舌を差し込まれると、くすぐったい疼うずきにゾクッとなった太陽は亜哉にしがみついてしまう。


　すっかりキスに夢中になっている太陽の体を抱だきしめて、亜哉は舌を絡からませたままパイプイスに座ると太陽を膝ひざに乗せるような体勢を取った。


「…ぁ……」


　下半身スッポンポンの太陽は、亜哉の制服のズボンが素す肌はだに触れる感触に戸と惑まどう。


「ほら、早く…」


　亜哉は膝の上から太陽を下ろすと、自分の股間を指さして口での奉ほう仕しを促うながす。


　今までも太陽にフェラチオさせたことはあるけど、だいたい挿そう入にゆうの前にちょっと舐めさせるくらいで口だけでイッたことはなかった。


「わかったよぉ」


　すでに覚かく悟ごが決まってる太陽は膝立ちになってはだけられたズボンに手を突つっ込むと、ピッタリしたボクサーパンツの中で窮きゆう屈くつそうにしている亜哉自身を取り出した。


　半立ち状態になっているソレは、太陽の愛あい撫ぶを求めてヒクヒク揺ゆれている。


　大きなソレを両手で支えた太陽は、舌を出して先せん端たんの部分に唇を近づけていく。


「ン…むぅ…」


　濡れた舌の感触に、亜哉のペニスはピクッと反応して容積を増す。


「はぁ…ふぅ…んっ」


　ペロペロと先端の窪くぼみを舐めていると、ジワッと先走りの液が滲にじんできた。


　舐めとってもすぐに溢あふれてくるソレを何度も何度も舌を這はわせて掬すくう。


「先っぽの方だけじゃなくて、もっと舌全体を使って竿さおの方も舐めろって」


「…こぉ？」


　焦じれたようにアドバイスをしてくる亜哉を上目遣づかいで見ながら、太陽は大きく舌を出して竿を舐め上げた。


「その上目遣い、いいな」


　亜哉はニヤッと笑って満足そうにつぶやいた。


　太陽の大きな目でジッと見つめられると、征せい服ふく欲が刺し激げきされてムラムラする。


「なーんで、そういうこと言うんだよっ」


　カァッと赤くなった太陽は亜哉のモノを握ったまま文句を言う。


「俺はただ、思ったこと口にしてるだけだっつーの」


　プイッと視線を逸そらしてしまった太陽に亜哉は不満そうな声を出した。


　むしろ誉ほめてるのにどうして太陽が嫌いやがるのか亜哉には理解できない。


「俺はスッゴク恥はずかしいの！」


　なにが恥ずかしいのか理解できず首を傾かしげる亜哉に、太陽は小さなため息をつきながら口こう淫いんを再開した。


　舌全体を使ってまんべんなく舐めまわしていると、徐じよ々じよに亜哉のソレが大きく育っていくのがわかる。


「舐めてるだけじゃなくて銜くわえてみな」


　今度は全体を舐めることだけに集中している太陽に、亜哉はそんな指示を出した。


「ンむっ…ぁ…」


　太陽はコクンと頷うなずいて、大きく口を開けると先端の部分を口に含ふくんだ。


　しかし亜哉のモノは大きすぎて、とても奥までは銜えられそうにない。


「甘く吸いながら舌で先端を刺激してくれると気持ちいんだけど」


　先端を銜えたままモゴモゴしている太陽に、亜哉はクスッと笑って促した。


「ふ…ぅ…」


　舌を動かしながら口を窄すぼめると、亜哉の性器がビクンッと脈打った。


　なんだか感じてくれてる証しよう拠このような気がして、太陽はますます張り切って銜えたモノに愛撫を加える。


「そうそう、上手うまいぜ…」


　拙つたないながらも従順に従う太陽が可愛くて、亜哉はどんどん下半身が熱くなっていく。


「指も、ちゃんと使って扱しごいてくれよ…」


　亜哉にウットリしたような口調で言われて、太陽は握っているだけで動かしてなかった指をスライドしはじめた。


　含みきれなかった唾だ液えきで濡れている竿をリズミカルに扱くと、亜哉の息づかいがかわってくる。


「あ…スゲ…イイ」


　太陽が舌と指を動かすたびに血液が下半身に集中していく。


「ヤベー、も…イッちゃいそー」


　絶頂が近づいてきた亜哉は、思わず太陽の頭を摑んで奥まで銜えさせようとした。


「んっ…ふぁ…ッ」


　太陽は喉のどの奥まで侵しん入にゆうしてきたモノに噎むせかえりそうになった。


　あまりの苦しさに涙なみだを滲ませながら、太陽は必死で亜哉に吸いついて絶頂を促す。


「太陽…イクぞっ…！」


　限界に達した亜哉は、一声かけて太陽の喉に熱い飛ひ沫まつを叩きつけた。


「んぐっ！」


　勢いよく流れ込んでくるモノに噎せそうになりながら、太陽はなんとか白はく濁だくした液体をすべて飲み込む。


「ぅえっ…ケホッ…」


「悪ぃ、噎せたか？」


　性器から口を離はなしたとたんペタンとしゃがんで咳せき込んでいる太陽に、亜哉は心配そうに問いかけた。


「の、飲んじゃった…」


　ようやく咳せきが治まった太陽は、自分でも少し驚おどろいたようにつぶやいた。


「でも思ったより味しないかも」


「マジで？」


　けっこうクセがある体液を飲んで意外な感想を漏もらした太陽に亜哉は素すで驚く。


「でも嬉うれしいぜ、愛情感じちゃうよな」


　亜哉は嬉しそうに言いながら、キョトンとした表情をしている太陽の脇わきに手を入れて自分の前に立たせてやる。


「亜哉…」


　イスに座っているせいで自分より低い位置にある亜哉の瞳ひとみを見つめると、テレビや雑誌では見たことがない優やさしい表情をしていた。


　それが自分だけに見せてくれる亜哉みたいで、太陽は幸福感で胸が温かくなる。


「お礼に太陽のもしてやるよ」


　亜哉はそう言って太陽の制服のシャツの裾すそをまくると、すでに剝むきだしになっている股こ間かんを露あらわにした。


「あっ…」


「もうカチカチになってる。俺の舐なめてて感じちゃったんだ？」


　まだ触さわってもいないのに元気よく立ち上がっているソレを見て、亜哉はからかうようにクスッと笑った。


「ウルサイよ」


　図星を指された太陽は反論することもできずに真っ赤になる。


「可愛いな」


　亜哉は拗すねたような表情を見せる太陽の顔を覗のぞき込んだ。


　太陽は見た目も可愛いがウブな反応がなにより可愛い。


「気持ちよくしてやるから、機き嫌げん直せよ」


　亜哉はそう言って先端から透とう明めいな液体をトロッと溢れさせている分身を柔やわらかく握にぎった。


「ふぁっ…あっ…」


　右手で敏びん感かんな裏筋の部分をなぞるようにしながら左手で睾こう丸がんを優しく揉もんでやると、太陽はピクッと反応して前まえ屈かがみになる。


「いっぱい感じていいぜ」


　亜哉は少し背中を丸めて、天てん井じようを向いて張り詰つめているソレにチュッとキスをした。


　そのまま先端の部分を口に含んで舌で転がすようにすると、強い刺激を待ちわびていたようにビクビクと痙けい攣れんする。


「あぁ…あ…んっ！」


「ココが一番感じる？」


　亜哉の肩かたに手を置いて激しく身み悶もだえる太陽に、亜哉は尖とがらせた舌で先端の窪みをチロチロと刺激しながら聞いた。


　さらに尻しりの谷間を這う指に入り口のあたりを刺激されて、太陽は腰こしが砕くだけそうになった。


「あぅっ！　やぁっ！」


「ヤなのか？」


　思わず悲鳴のような声で口走った太陽に、亜哉は性器から口を離して意地悪く問いかける。


「じゃな…イイッ」


　中ちゆう途と半はん端ぱに快感を逸そらされて、泣きそうになった太陽はブンブンと首を振ふって答えた。


　素直な反応を示す太陽に亜哉は満足したように笑うと、物欲しそうに揺れているソレを再び銜えてやった。


「あうっ…ン！」


　根本まで銜えられたモノを舌と上うわ顎あごで挟はさむように刺し激げきしながら吸われると、電流が走ったような鋭するどい快感が突つき抜ぬける。


「あ…も、立って…らんな…ッ」


　快感に膝ひざが笑って姿勢を保ってられなくなった太陽は、吐と息いき混じりの声で弱音を吐はく。


　亜哉は両手で尻を鷲わし摑づかみにして崩くずれそうになる体を支えてやった。


「あっ…あぁっ…！」


　強制的に立たされたまま快感を与あたえられた太陽は、力をどこに入れて堪こらえたらいいのかわからずに強い刺激に翻ほん弄ろうされ続けた。


　さらに亜哉は頭を前後に動かして口内で太陽の性器を擦こすってやる。


「あぅ…ッ！　もっ…イクッ！」


　限界を訴うつたえる太陽に、亜哉はますます舌の動きを激しくして刺激を与えた。


　弱い部分を集中的に責められて、太陽はどんどん追い上げられていく。


「ヤッ…ダメッ…あぅっ」


　堪えきれない快感に無意識に腰をくねらせながら、太陽は亜哉の頭を抱だくようにしがみついた。


「やぁーッ！」


　亜哉がチュウッと吸い込むように頰ほおをヘコませたのと同時に、太陽は泣きそうな声を出して絶頂を迎むかえた。


「んっ…」


　口内に流れ込んでくる液体を亜哉は喉を鳴らして飲み込んだ。


　ついでに尿によう道どうの中に残っているぶんも、チュッと吸ってキレイにしてやる。


「はぁ…」


　脱だつ力りよくしてもたれかかってきた太陽を抱き上げて、亜哉は自分の膝の上に横抱きに乗せてやった。


「ちょっと早いんじゃねーの？」


　顔を赤くして荒あらい息を整えている太陽に、亜哉はからかうように聞いた。


「ゴ、ゴメン…」


　情けない指し摘てきに太陽はシューンと体を竦すくめる。


　亜哉と違ちがって太陽はまだ快感を堪える術すべを知らなかった。


「そんなに感じたんだ？」


「だって、久しぶりだったし、亜哉上手うまいんだもん」


　太陽は恥はずかしそうにうつむいたまま言い訳をする。


　自分でするより亜哉に弄いじってもらったほうが何倍も気持ちよくて、太陽はいつもワケがわからなくなってしまう。


「んな可愛かわいいこと言うなよ、もっとサービスしたくなるだろ？」


　亜哉は嬉しそうに太陽の頰に唇くちびるを寄せると、再び股間に指を忍しのばせようとした。


　しかしそのとき、太陽の腹からこの場の雰ふん囲い気きに馴な染じまないグウッという音が響ひびいた。


「ぐぅ？」


「お、お腹なか減ってんの！」


　色気のない音に首を傾かしげた亜哉に、太陽は開き直ったように主張する。


「マジ色気より食い気ってムードなさすぎねぇ？」


　すっかりその気をそがれた亜哉は、呆あきれたようにため息をつきながら聞いた。


「しょーがないじゃん、朝練のあとパン食べただけなんだから！」


　太陽だって居たたまれないくらい恥ずかしいが、人間の体の生理なのだから仕方がない。


「わかったよ、メシ食っていいから」


　机の上に置かれた大きな弁当箱の包みが目に入った亜哉は、苦笑いをしながら太陽を隣となりのパイプイスに座らせた。


　亜哉の腕うでから解放された太陽は、そそくさとパンツとズボンを穿はいて身なりを整える。


「亜哉は？」


　そこで弁当を持参してない亜哉に気づいて太陽は不思議そうに聞いた。


　部室に籠こもってエッチなことをしたあと食堂に出向くのも恥ずかしいし、今から購こう買ばいでパンを買ってくるにしても残り物しかない気がする。


「俺はあとで移動中に食うから」


「そっか、んじゃいただきまーす」


　亜哉の答えに納なつ得とくした太陽は、パチンッと両手を合わせたあと弁当の包みを開けはじめた。


　太陽はなぜか大きめの弁当箱をふたつもっていて、片方にはおかず、もう片方には白いご飯がギッシリつめられている。


「コレ全部一人で食べんの？」


　普ふ通つうに二人前の量を食べてることになる太陽に亜哉は面食らったように聞く。


「そーだよ。足りなくて購買でパン買うこともある」


　太陽はタコの形のウィンナーを口に入れてモグモグ動かしながら頷うなずいた。


　自分だけに限らずバスケ部員たちはみんな食欲旺おう盛せいなので、太陽は自分が特別食べるほうだとは思っていない。


「はー、すごい食欲だね」


　身長のワリにどちらかといえばあまり食べるほうではない亜哉は、机に頰ほお杖づえをつきながら感心したような声を出す。


「ひ、一口くらいならあげてもいいけど…」


「いいよ」


　なにを勘かん違ちがいしたのかオズオズと弁当箱を差し出す太陽に、亜哉はクスッと笑って首を振った。いかにも身を切られる思いという太陽の顔が面おも白しろい。


「だって、なんか、ジロジロ見られてると食べにくいじゃん」


　いくら恋こい人びとでも大事な弁当を分け与えるのはもったいないが、亜哉だって空腹なんじゃないかと思うと一人でガツガツ食べるのは気が引けた。


「別に弁当が欲しくて見てるんじゃねーよ。さっきまで俺の銜くわえてた口で豪ごう快かいに食べてるなーとか思ってるだけだから」


「なっ…!?」


　シレッととんでもないことを言う亜哉に、太陽は大きな衝しよう撃げきを受けて絶句する。


　亜哉のモノを銜えてたときの体の熱さや体液の滑ぬめりを思い出すと、動どう悸きが激しくなって食事どころではない。


「ほら、米こめ粒つぶついてる」


　ピタッと箸はしを止めて固まってる太陽に、亜哉はスッと唇を近づけて口の端はしについていた米粒を舐なめとった。


「オマ、こういうベタなことヤメロよ～」


　まるで甘々な新しん婚こんカップルのようなことをされて太陽はますます赤くなった。


「ベタなことって？　アーンとかしてやろうか？」


「いいよっ！」


　さらに悪ノリして太陽の手から箸を取り上げようとする亜哉に、太陽は必死で抵てい抗こうする。


　亜哉にアーンなんてしてもらったら、緊きん張ちようでご飯が喉のどをとおらなくなりそうだ。


「そうだ、最近『彩あや』のＣＭいっぱいみるな。ワイドショーとかでも取り上げられてたじゃん」


　太陽はなんとか話題を変えようと、亜哉の仕事に話を振ふった。


「あぁ」


　太陽が自分の仕事を気にとめてくれて亜哉も悪い気はしない。


「女優さんって生で見たらホントに綺き麗れいなんだろな」


「あのＣＭは別撮どりだから会ったこともねーよ」


「そうなのか!?」


　てっきり一いつ緒しよに撮さつ影えいしたと思っていた太陽は、意外な裏話に目をパチクリさせる。


「監かん督とくにさ『カメラの向こうに愛いとしい人がいると思って』とか言われたから、太陽の顔思い浮うかべてたんだぜ？」


　キョトンとした顔をしている太陽に、亜哉はニヤッと笑って教えてやった。


　ちょうど太陽とはじめて一緒に朝を迎えた日の撮影で、その幸福感や胸の高こう揚ようが画面に表れたのがプラスになったのだ。


「ウソつけ」


「ウソじゃねーよ」


　まるっきり信用してなさそうに言う太陽に、亜哉はムッとしたように反論する。


　けれど太陽は自分が亜哉にそんな影えい響きようを及およぼしているとは思ってもいない。


「そんなことより、お前いつになったらバスケ部入んの？」


　再び弁当をつつきながら、太陽はふと思い出したように尋たずねた。


「あー、忘れてた」


「忘れてたって、それじゃ俺カンペキ犯やられ損じゃん」


　すっとぼけた返事をする亜哉に、太陽は恨うらみがましい目を向けてブーッと頰を膨ふくらませた。


「太陽だってイイ思いしてるクセに」


　そんな仕草も可愛い太陽の膨らんでる頰を亜哉は人差し指でプスッと刺さした。


「ソレとコレとは別だろ？」


　太陽は納得いかないというように言い返す。


　たしかにいい思いもさせてもらってるけど、それ以上に痛かったり恥ずかしかったりもしたし、亜哉だって気持ちいいのは一緒のはずだ。


「わかってるって、太陽は俺とバスケしたいんだもんな」


「そーだよ！」


　よく考えたらエッチなことは会うたびにしてるのに、バスケは渋谷のビルの屋上にあるフープでストバスをした限りだった。


　むしろ部活が休みで体育館が使えないときなんか、太陽一人でフープに出向いてコージたちとバスケを楽しんでいる。


「けどエッチもしたいだろ？」


　鼻息を荒あらくする太陽の顔を覗のぞき込みながら、亜哉は妙みように自信ありげに尋ねた。


　亜哉の言うとおり太陽はバスケ云うん々ぬんを抜ぬきにしても、亜哉も亜哉とするエッチも大好きになってしまっている。


「それは……」


　図星を指された太陽が口ごもっていると、ピピピピッという電子音が部室に響いた。


「ん？」


「あ、メールだ。マネージャーからかな？」


　亜哉はそう言ってズボンのポケットの中から携けい帯たいを取りだす。


「なんだ、祥ちゃんじゃん」


　折り畳たたみ式の携帯をパカッと開けてメールの差出人を確かく認にんした亜哉はそうつぶやいた。


「ショウちゃんって誰だれ？」


「葉山祥って知ってるだろ？　事務所も学校も一緒で最近仲いーんだよ」


　何気なく問いかけた太陽に、亜哉は携帯を操作しながら答えた。


「ふーん……」


　意外な交友関係に太陽は鈍にぶい相あい槌づちを打つ。


　葉山祥は国民的アイドルといっても過言ではないくらい人気のある芸能人だった。


　バツグンに可愛かわいい顔をしてるのに、ちょっと生意気そうな瞳ひとみがイタズラっ子っぽくて母性本能をくすぐるのか、同世代の女の子だけでなくオバサマまで幅はば広ひろい年代に人気がある。


　無敵のアイドルスマイルを持った祥と仲がいいなら、どうして自分みたいな平へい凡ぼんな男を亜哉が可愛いと思うのか不思議でしょうがない。


「もしかしてヤキモチ？」


　黙だまりこくっている太陽に、パタンッと携帯をたたんだ亜哉が問いかけた。


「チゲーよ、バカッ」


　太陽はとっさに否定したが、心の不安が思いっきり顔に出ていた。


「心配しなくても、祥ちゃんとはただの友達だから」


「心配なんかしてねーよ」


　キッパリと言い切る亜哉に安心しながらも、太陽はつい強がって可愛くないコトを言い返してしまう。


　けれど亜哉にも強がりが伝わったのか、苦笑いしながらクシャッと太陽の頭を撫なでる。


「んじゃ俺、もう行くな。マネージャーが俺のこと探してるってメールだった」


　亜哉は名残なごり惜おしそうに立ち上がると、肩かたを竦すくめてメールの内容を報告した。


「そっか」


　結局あまり話をすることができなかった太陽は、部室の扉とびらに向かう亜哉の後ろ姿にしょんぼりと肩を落とす。


「そうだ、太陽も早く携帯持てよ。ないと不便だろ？」


　ドアノブを摑つかんだ亜哉は思い出したように振り返ってそう言った。


「じゃあ、またな」


「ウン…」


　今度こそ出ていってしまった亜哉に、太陽は小さくため息をついた。


「うー、マジで携帯欲しいかも…」


　そうはいっても部活三ざん昧まいでバイトもしてない太陽は、とても自分のお小こ遣づかいだけで携帯を買うことなどできそうにない。


　なんとか携帯を買ってもらえるように親を説得する方法はないかと考えながら、太陽は一人寂さびしく残った弁当を食べた。








「ただいま戻もどりました」


　亜哉を連れて新しいＣＭの打ち合わせから帰ってきた松田は、事務所のソファでドラマの台本を読んでいる英に声をかけた。


「おかえり」


「なんスか？」


　亜哉の顔を見て笑いながらチョイチョイと手招きをする英に、亜哉は訝いぶかしげな表情で近づいていく。


「亜哉にいいオファーが来てるんだよ」


　英はそう言って今まで読んでいた台本を亜哉に手て渡わたした。


「オファーですか？」


　台本を手渡された亜哉はシゲシゲとそれを眺ながめながら首を傾かしげる。


「次のクールからはじまる月九ドラマに亜哉をキャスティングしたいってさ。しかも準主役扱あつかいで相手役は渋しぶ谷や凛りん」


「渋谷凛って、今一番脂あぶらののってる女優じゃないですか」


　英の説明に松田は興奮したようにパァッと顔を輝かがやかせて言う。


　渋谷凛は二十代後半の清潔感あふれた癒いやし系の女優で、ドラマやＣＭの好感度ナンバーワンの人気者だった。


「しかも脚きやく本ほんは恋れん愛あいドラマの女王、清し水みず千ち紗さ。いい話だろ？」


　今注目の二人をキャスティングすればそれだけで話題性充じゆう分ぶんなのに、女性から圧あつ倒とう的な支持を受けている恋愛ドラマの女王が脚本を手て掛がけるのだ。


「ちょっと待てよ、俺ドラマなんてやる気ねーぞ」


　勝手に盛り上がっている二人に亜哉はムッとしたように言い返す。


　自分の仕事はモデルであって役者ではないはずだ。


「そう言うなって。脚本の清水千紗直々のご推すい薦せんなんだからな」


　思いっきり拒きよ否ひ反応を示す亜哉に英は苦笑いする。


　役者としての技量は未知数だが、無口だけどいるだけで存在感がある華はなのような役を、ぜひ亜哉にやらせたいと清水千紗が言ってきたのだ。


「わー、亜哉くんが女王に見み初そめられたってワケですね」


　松田は亜哉が注目されたことをまるで自分のことのように喜んでいた。


「しかも亜哉の役は兄貴の嫁よめさんとの禁断の関係に思い悩なやむ美少年だそうだ」


「ベタですけど、年上の女性には受けそうですね」


「だろ？」


　亜哉の意思を無視して話を進める英と松田に、亜哉はだんだんイライラしてくる。


「オイ、二人で勝手に盛り上がるなよ！」


　とうとうキレた亜哉は二人の会話を制止するように怒ど鳴なった。


「脚本チラッと読んだけど、初っぱなから濃のう厚こうなキスシーンがありそうだな」


「俺、ケバイ女優とキスシーンなんて絶対ヤダぞっ！」


　ニヤッと笑って感情を逆さか撫なでするようなことを言う英に、亜哉は強い拒否反応を示した。


「ワガママを言うんじゃない」


「そうだよ、すっごくいい話だと思うし、渋谷凛はどっちかっていうと清純派だよ？」


　亜哉の言い分に聞く耳を持たない英をフォローするように、松田は優やさしい口調で亜哉を説得しようとする。


「とにかく、俺はやる気ねーから」


　しかし頑かたくなな亜哉はすっかりヘソを曲げてプイッと視線を逸そらした。


「亜哉、お前のターゲット層は年上のお姉さまなんだぞ？　そのために少し大人っぽい雑誌を選んでグラビアを載のせてたんだ。義姉との禁断の恋愛に思い悩む少年の役なんてまさに打ってつけじゃないか」


　亜哉の女嫌ぎらいは承知の上で、英は宣伝戦略を盾たてにとって言い聞かせる。


「それにこのドラマはきっと話題になるし、亜哉くんの商品価値をグーッと上げてくれるよ」


　松田も懸けん命めいに説得を試みる。


　なによりもこの仕事を引き受けたほうが絶対に亜哉のためになると思うのだ。


「童どう貞ていのガキじゃあるまいし、キスシーンのひとつやふたつこなせるようになれよな」


「俺は役者でもタレントでもないだろ!?」


　チッと舌打ちをして言う英に、亜哉は納なつ得とくいかないというように言い返した。


「モデル一本で食っていこうなんて甘いぞ。それでなくとも男性モデルは女性モデルに比べてショーモデルとしての需じゆ要ようは少ないんだ」


　衣い装しようの華やかさが違ちがうからなのかモデルとして世界的に有名なのはほとんどが女性で、男性モデルにはあまりスポットが当たらない。


「今、日本の芸能界で活かつ躍やくしてる若手俳優のほとんどはモデル出身ですしね」


　松田も英の意見に大いに賛同して頷うなずいた。


　モデル出身の役者は背が高くスタイルもいいので重宝されるし、スタイルのいい女優と並んでも見み劣おとりしないのが強みだ。


「そう、モデルなんてこの業界では足がかりにすぎない。ビッグになっていこうと思ったらチャンスを逃にがしてる場合じゃないぞ」


「こんなにオイシイ仕事は滅めつ多たにないよ」


　二人に口々に言われて亜哉に迷いが生じる。


　自分はまだまだ駆かけ出しのモデルで仕事が選べるような立場ではない。


　けれどやりたくないことを仕事だからと割り切ることができるほど大人でもなかった。


　英も松田も自分の将来性を買ってくれているのはわかるし、モデルの仕事だけでやってくより幅はばを広げた方がビジネスとして大きく展開できるのも事実だろう。


「……考えさせてくれよ」


　将来に関かかわることだけに亜哉もすぐには答えが出せない。


　モデルの仕事は続けていきたいけど、役者に転向する気にはなれなかった。


「わかった。三日間だけ時間やるから、覚かく悟ごを決めてこい。言っとくけどノーって返事は聞かないからな」


「ンだよ、それ…」


　結局考える余地を与あたえてくれない英に、亜哉は不服そうに口を尖とがらせた。








　ドラマの話を社長から聞いてから三日間、亜哉はずーっと悩み続けていた。


　役者の仕事に興味が持てないし、好きでもない相手と演技でキスなんてしたくない。だいたい女嫌いの自分に女優との絡からみなんてできるわけがないと思う。


　女優云うん々ぬんという以前に、今は太陽以外とどうこうなんて考えられなかった。


「マジ無理だよな…」


　亜哉は校舎の屋上に寝ね転ころんで空を見上げながら、ハァッと大きなため息をついた。


　せっかくの昼休みなのに太陽に会いに行かないで、屋上で鬱うつ々うつと考え込んでる自分にウンザリしてしまう。


　けれど意外に見み栄えっ張りな亜哉は、太陽と会って仕事のことで悩んでると思われるのもイヤだし、悩んでる理由を知られるのはもっとイヤだった。


「どうした亜哉、暗い顔して」


　何度目かわからないため息をついていると、同じ芸能科クラスで事務所も一いつ緒しよの葉山祥が話しかけてきた。


「あぁ、祥ちゃん」


　亜哉はムクリと起きあがって祥の方に視線を移す。


　鼻歌を歌いながらパタパタと駆け寄ってきた祥は、ウォークマンのヘッドフォンを耳から外して亜哉の隣となりに座った。


　一応立入禁止になっている屋上は人がいないので、なにかと注目されやすい芸能科の生徒のたまり場所になっている。


「なに聞いてたの？」


「コレ、今度の新曲。もーすぐレコーディングだから頭に叩たたき込んでるところ。今日も放課後ダンスレッスンあるし覚えとかなくちゃね」


　祥は亜哉の問いに答えながら、ウォークマンの収納ケースにヘッドフォンのコードを巻きつけていく。


「ふーん、大変だな」


　華やかな舞ぶ台たいの裏で努力している祥に亜哉は感心したように頷いた。


　祥はドラマにもバラエティ番組にもたくさん出演しているが、本業は歌って踊おどれるアイドル歌手ということになっている。


　特別に歌唱力があるわけではないが、伸のびやかで耳に心ここ地ちいい声はヒットメーカー黒羽英の作る曲とマッチしていて、曲を出すたびにヒットを飛ばしていた。


「それより、亜哉ドラマ決まったんだろ？　やったじゃん！」


　なぜか暗い顔をしている友人を元気づけるように、祥はおめでたいニュースを話題にした。


「なんで知ってんの？」


「俺のマネージャーが言ってた」


　ギョッとしたように問いかけられて、亜哉の悩みを知らない祥は首を傾かしげながら答える。


「まだ返事してねーのに…」


　いつの間にか事務所に知れ渡わたっている話に、亜哉はチッと舌打ちをした。


　あまり話が広がったら余計に断りにくくなる気がしてしょうがない。


「でもいきなりスゲーじゃん、大抜ばつ擢てきだろ？」


　家族をテーマにしたドラマの息子役や、十代の視し聴ちよう者をターゲットにした青春ドラマの主人公など、アイドル向けの役しかオファーのこない祥は少し羨うらやましそうな声を出した。


「うーん……」


「なに悩なやんでんの？」


　なぜか美び麗れいな眉まゆをひそめて唸うなっている亜哉に祥は不思議そうに聞く。


「祥ちゃんさ、ドラマでキスシーンとかすんのイヤじゃない？」


　しばらく考えたあと、経験のある祥にならと思った亜哉は声を潜ひそめて尋たずねた。


「ヤダっていうか嬉うれしくはないけど、それも仕事だし…」


　祥はますます首を捻ひねりながら正直に答えた。


　キスシーンの撮さつ影えいがある日は緊きん張ちようするし相手にも気を遣つかうので疲つかれるが、仕事だしあまり深く考えず気合いを入れてこなすしかない。


「俺はゼッテーしたくない」


「えー？　亜哉がそんなことで悩んじゃってるの？　お前ってもっと遊んでるふうなイメージあったのになぁ」


　本気でイヤそうな声を出した亜哉に、祥は驚おどろいたように言った。


　アイドルの自分と違って亜哉は大人っぽいし、イロイロ経験がありそうなイメージがある。


「だって、好きでもないヤツとキスすんだろ？」


　なんとなく考え方が幼いとバカにされたような気がして、亜哉は膨ふくれっ面つらで言い返す。


「キスってもお芝しば居いじゃん」


　祥にとってお芝居でするキスは、演技で怒おこったり泣いたり笑ったりするのと大差ない。


　たしかに緊張の度合いは違うけれど、自分ではなくお芝居の中の登場人物になりきってしまえばいいのだ。


「けど、やることは一緒じゃん」


「俺さぁ、ぶっちゃけ仕事以外でキスしたことないんだよね」


　亜哉の主張に祥は困ったような顔をして白状する。


「え？」


　亜哉は一いつ瞬しゆん言われた意味が理解できなくて祥を凝ぎよう視しした。


「十三で社長にスカウトされて、はじめてドラマでキスシーン演やったのが十四のとき。それから何度かキスシーン撮とってるけど、プライベートでは一回もしたことない」


　祥は苦く笑しようしながら自分は亜哉と逆の立場だと教えてやる。


　好きになった人とキスをしたことがないから、それがお芝居のキスとどう違うのかすらわからなかった。


「マジで!?　恋こい人びとは!?」


「いねーもん。たぶん俺、一人の恋人と真しん剣けんにつきあうより、大勢の女の子にキャーキャー言われてるほうが性しように合ってるみたい」


　信じられないという顔で聞いてくる亜哉に、祥は肩かたを竦すくめて答えた。


　正直祥はデビューしてから今まで寝ねる時間も惜おしいくらい忙いそがしかったし、恋れん愛あいより仕事に夢中で彼女が欲しいとか思ったことがない。


　もちろんどうしても恋愛がしたければ、どんなに忙しい合間を縫ぬってでもしたいと思うかもしれないが、祥はファンの子にチヤホヤされてればそれで満足だった。


「それってさ、まだ本気になれるような相手と出会ってないだけとかじゃなくて？」


　祥のアイドルだから許されるような発言に、亜哉は大きな疑問を抱いだいた。


　仕事が恋人ですとかいうといかにも胡う散さん臭くさいが、恋人をつくるより大勢の女の子に騒さわがれたいという発想が変に真実味がある。


「そうかもしんないけど、だから亜哉みたいに悩んだことないのよ」


　自分でもちょっとズレてるかなとは思うけれど、祥には亜哉の悩みを共感してやることができなかった。


「そっかぁ」


「亜哉も仕事だって割り切れば大だい丈じよう夫ぶだって！　なんなら練習してみるか？」


　少し脱だつ力りよくしたように寝転がってため息をつく亜哉に、祥はいいことを思いついたというように提案する。


「どうやって？」


　亜哉はチラッと祥に視線を移して聞いた。


「俺と、恋人同士ってシチュエーションでどう？」


　祥はそう言って寝転がった亜哉の顔の脇わきに両手をつくと、イタズラっぽい表情で亜哉の顔を覗のぞき込んだ。


　祥も亜哉の女嫌ぎらいは知ってるし、男の自分が練習相手になってやってもいいと思う。


　祥自身も男だけどその辺の女優に見み劣おとりしないくらい美しい亜哉となら、キスをすることにさほど抵てい抗こうはない。


「祥ちゃんと？」


「ヨーイ、スタート！」


　イマイチ意味が飲み込めなくて首を傾げる亜哉に、祥はニッと笑ってキューを出した。


「え？」


　途と端たんに真剣な表情をつくる祥に亜哉は戸と惑まどう。


「…好きだよ、亜哉」


　祥が頭の中にどういう設定をつくっているのかわからないが、役に入り込んでいる雰ふん囲い気きで切ない表情で囁ささやきながら唇くちびるを近づけてきた。


「ちょっと、まっ…」


　だんだん近づいてくる唇に亜哉は思いっきり動どう揺ようする。


　鳥とり肌はだがたつような嫌けん悪お感はないが、やっぱり亜哉は太陽以外とキスをする気になれない。


　亜哉が祥の肩を押し返そうとしたとき、屋上の扉とびらがギィッと開いた。


「なっ…！」


　扉を開けた人物は、いきなり目に入ってきた光景に驚きの声をあげる。


　ギョッとした亜哉と祥が扉の方に目をやると、そこには亜哉の愛いとしい太陽が大きな目を更さらに見開いてたたずんでいた。


「太陽!?」


　言い逃のがれができないような体勢に、亜哉はサーッと血の気が引いていくのを感じた。


「俺、千嘉に亜哉はよくココにいるって聞いて…」


　亜哉と目があった太陽は、あまりの動揺に泣きそうな声で自分が屋上を訪おとずれた経けい緯いを説明する。


　寝ね転ころがった亜哉の上にのしかかっているのは紛まぎれもなく葉山祥で、どう考えても自分が二人の邪じや魔まをしているとしか思えない。


　亜哉が浮うわ気きをしているのか、それとも本命は葉山祥で自分のほうが浮気だったのかはわからないが、決定的な場面に太陽は目の前が真っ暗になった。


「変な誤解すんなよ、これは単なる練習で…」


　カンペキに誤解を与あたえたことに気づいた亜哉は、慌あわてて祥の体を押しのけると言い訳の言葉を口にしようとした。


　しかし太陽は亜哉の話を最後まで聞くことなく、クルッときびすを返して屋上の扉の向こうに消えてしまう。


「って！　オイッ！」


　バタンッと閉められた屋上の扉に亜哉は大声で叫さけんだ。


「なに、今の人が亜哉の本命？」


「あーもうっ！　恨うらむぜ、祥ちゃん！」


　亜哉も祥の質問に答える余よ裕ゆうなく、恨み言だけ残すと太陽の後を追いかけて屋上から出ていってしまった。


「なんかドラマみたいな展開だなぁ」


　めずらしく取り乱していた亜哉の姿に、祥は感心したようにつぶやく。


　自分で原因をつくったくせに、あんなふうに一生懸けん命めいになれるのなら、たった一人に本気になってみるのも悪くないかもしれないなんて祥は思っていた。








　一方全速力で太陽を追いかけていた亜哉は、他ほかにも人がたくさんいる普ふ通つう科の廊ろう下かで速度を緩ゆるめた太陽をようやくつかまえた。


「待てよ、太陽！」


「なんで追いかけてくんだよ！」


　ガシッと腕うでを摑つかまれて、太陽は懸けん命めいに亜哉を振ふりほどこうともがきながら怒ど鳴なる。


　芸能科の亜哉とスポーツ科の太陽が普通科のエリアでケンカしていると、激しく悪目立ちしてしまう。


「いいから、俺の話聞けよ！」


　チッと舌打ちした亜哉は、太陽の体をヒョイッと肩に抱かかえて人気のない場所へ移動する。


「離はなせよ、バカッ！」


　人前で軽々と担かつぎ上げられてしまった太陽は、そんな自分がみっともないと思う余裕すらなく、ひたすら亜哉の腕から逃れようと暴れた。


　亜哉は廊下の突つき当たりにある数学教室までやってきて、誰だれもいないのを確かく認にんすると太陽を下ろす。


「こんなとこに引っ張り込んでなんなんだよ!?」


　ようやく解放された太陽は、入り口の扉の前で仁に王おう立ちしている亜哉を怒鳴りつけた。


「だって、太陽誤解してるだろ!?」


　怒いかり狂くるっている太陽につられて亜哉も声を荒あらげてしまう。


　本当はもっと冷静に話して誤解を解かなきゃならないのに、焦あせりで感情がヒートアップしている。


「なにが誤解なんだよ！　あ、あんなトコ見ちゃったら……ッ」


　太陽は自分で言いながらその場面を思い出して言葉に詰つまった。


　ホンの一いつ瞬しゆん見ただけなのに、やけに鮮せん明めいに画像が脳のう裏りに焼きついている。


　誰の目から見ても綺き麗れいな亜哉と可愛かわいい祥は悔くやしいけどお似合いだった。


　やっぱり自分は遊ばれていただけなのかもしれないと思い知らされたのと同時に、積極的に自分から迫せまっていた祥に激しい嫉しつ妬とを感じた。


「違ちがうって！」


　亜哉は深く傷ついた瞳ひとみで自分を睨にらむ太陽に必死で首を振る。


　あれは単なるお芝しば居いで、最悪のタイミングが太陽に誤解を与えてしまっただけなのに、下手な言い訳にしか聞こえない事実をどうやったら信じてもらえるかわからない。


「葉山祥とキスしてたくせに…！」


「してねーよ！」


　泣きそうな顔で不実を責められて、亜哉は強い焦しよう燥そう感を覚えた。


「してたよ！」


　太陽にはどう考えてもキスしてたようにしか見えなかったのに、今さら白々しく否定する亜哉が腹立たしい。


「されそうになっただけだって！　まだ唇くっついてなかっただろ!?」


　亜哉は自分でも情けないと思いつつ、未み遂すいで終わったことをアピールした。


「同じようなモンじゃねーか、キスしようとしてたんだからっ」


　未遂なら許されると思っている亜哉に太陽は反発する。


　唇がくっついていたかどうか確認できるほど凝ぎよう視ししてないけれど、そんなことに大した意味はないというかそれ以前の問題だった。


「俺の話も聞けって!!」


「どーせ、俺のほうが遊びなんだろ!?」


　両手で肩かたを摑んで訴うつたえてくる亜哉を振りほどこうとしながら、太陽はヤケクソ気味に言い捨てる。


「ふざけんなよ！」


　頭っから自分の話を聞こうとしない太陽にキレた亜哉は、グッと太陽の体を引き寄せて無理矢理唇を奪うばった。


「ンぐっ…!?」


　乱暴なキスに太陽は驚おどろいたように目を見開く。


「俺は遊びでキスなんかしたことねーからなっ！」


　唇を離した亜哉は真しん剣けんな瞳で告げた。


　自分の真剣な気持ちが太陽に伝わっていなかったのかと思うとやるせない。


「いっつも、俺の意思なんて無視して強ごう引いんにキスするクセに、そんなのどうやって信じろっていうんだよ！」


　太陽も負けじと言い返す。


　はじめてのキスも不意打ちみたいな強引で一方的なキスだった。


　キスだけじゃなくそれ以上の行こう為いも、太陽は強引な亜哉に流されてしまった感を否いなめない。


　もちろん本気でイヤだったら流されることもなかったけど、ふと見せる優やさしさや真剣な瞳に太陽は惹ひかれていた。


「じゃあ太陽は俺にキスされんの嫌いやだったのかよ!?」


「ヤじゃなかったよ！　だけどもうヤダッ！」


　悔しくて悲しくて、太陽の瞳からブワッと涙なみだが溢あふれてくる。


　亜哉の艶つやっぽい唇くちびるも貪むさぼるようなキスも大好きだけれど、他のヤツとキスした唇でキスされるのは耐たえられなかった。


「太陽……」


　ボロボロと涙を流す太陽に亜哉は絶句してしまう。


　自分には疚やましい部分なんてないはずなのに、こんなにも太陽を傷つけてしまったことがショックだった。


「亜哉のバカッ！」


　どんな言葉をかけたらいいのかわからず途と方ほうに暮れている亜哉に、太陽は捨て台詞ぜりふを残して数学教室を飛び出していってしまった。


　亜哉は太陽を追いかけることもできずその場に立ちつくしたまま頭を抱える。


　よく考えたらいつもは自分が太陽に声をかけて呼び出したりしてるのに、太陽から自主的に自分を訪ねてきてくれたのははじめてだった。それなのに今回の件で少しずつ近づいてきた太陽の心が一気に遠ざかってしまったようだ。


「ホント、恨むよ祥ちゃん……」


　途方に暮れた亜哉はガックリと肩を落としてその場にはいない祥に恨み言をつぶやいた。








　放課後になっても亜哉との一件のショックを引きずっていた太陽は、なかなかバスケに集中することができず不ふ振しんに喘あえいでいた。


「タイミング遅おそいぞ、太陽！　そんな甘いパスがとおるか！」


　いつもの精せい彩さいを欠く太陽にバスケ部顧こ問もんの中なか村むらの厳しい檄げきが飛ぶ。


「スイマセンッ！　もう一本お願いしますっ！」


　太陽は歯を食いしばって中村に懇こん願がんすると、コートの外に控ひかえている一年生に手を挙げてボールを受け取った。


　ドリブルを繰くり返しながら敵味方の動きを確認して、ここぞというタイミングでフォワードの千嘉にボールを上げる。


　しかし完全にタイミングを読まれていたのか、ディフェンスについていた部員にあっさりボールを奪われてしまう。


「チガーウッ！　やる気あんのかッ！」


　らしくないプレイに中村は立ち上がって太陽を怒鳴りつけた。


　キャプテンでポイントガードの太陽は、チームを動かす重要なポジションだった。


　新人戦を控えた今の時期に気合いの足りないプレイをしてるようでは話にならない。


「クッ…」


「どうした、太陽。集中しろよ」


　顔をゆがめて汗あせを拭ぬぐう太陽に、千嘉が心配そうに声をかける。


　昼休みに亜哉に会いにいって帰ってきてから、明らかに太陽の様子はおかしかった。


　それなのに理由を聞いても黙だまってうつむいているだけでなにも言わない。言わないというか口にできないくらいショックを受けているようだった。


「ゴメン、千嘉」


　太陽は自分の不ふ甲が斐いなさに落ち込みながら千嘉に謝罪する。


「キャプテンがやる気ないなら交代しろ！　チームに悪あく影えい響きようだ！」


「や、やらせてください！」


　追い打ちをかけるように中村に交代を言い渡わたされて、太陽は必死になって食い下がった。


　ここで引っ込んだらますます亜哉のことを引きずってしまいそうだし、いっそバスケに集中してなにもかも忘れてしまいたい。


「違う違う！　そこはもっとためて！　そう！」


　再びボールを手にした太陽は、中村の声に集中しながらボールを運んでいく。


「ディフェンス、ポストアップ！」


「はいっ！」


　いつもより厳しい顧問の声にディフェンスをしている部員たちにも気合いが入る。


「そこだ、入れ！」


　太陽は顧問の声にピクッと反応してパスをだしたが、一瞬タイミングがずれて千嘉にパスがとおらなかった。


「だから遅いってんだろ!!」


　イライラがピークに達した中村は太陽に向かってボールを投げつける。


　太陽はそのボールを避よけることもせずに立ちつくした。


「ちっ、交代だ！　二年全員外れて一年コートに入れ！」


　一度太陽に頭を冷やさせたほうがいいと判断した中村は、二年生部員を全員コートから引っ込めた。


「はぁ…はぁ…」


「どうした、めずらしく調子悪いな」


　膝ひざに手をついて荒あらい呼吸を整えてる太陽に、千嘉が近づいていって声をかける。


「ゴメン……」


　太陽はうつむいたまま小さな声で謝罪した。


「亜哉となんかあったんだろ？」


　なにも話したがらない太陽に千嘉はズバリそれを尋たずねた。


「……!?」


「けど、部活に私情を持ち込むなよ…」


　図星を指されて驚いたように目を見開いた太陽に、千嘉はため息をつきながら忠告する。


「ゴメッ…」


　反論の余地がない太陽は声を詰つまらせて謝罪を繰り返した。


　恋れん愛あいに気を取られてバスケに集中できないなんて、今まで太陽には一度もないことだった。


「原因はなんなんだよ、聞いてやるから一人で抱かかえ込んでないで話してみな」


　慣れない恋愛に戸と惑まどう太陽に、千嘉は心配と好こう奇き心半々で促うながした。


「千嘉…」


「ここじゃなんだから、部活終わったらウチ来るか？」


　縋すがるような目で自分を見る太陽に、千嘉はフッと破顔して家に誘さそう。


「ウン」


　千嘉に話してどうにかなる問題でもないかもしれないが、一人で抱え込んでるより楽になれそうな気がして太陽はコクンと頷うなずいた。








　部活のあと太陽は約束どおり恵比寿にある千嘉のマンションを訪おとずれた。


「で、亜哉とケンカでもしたのか？」


　リビングのソファを背もたれにして座って、注文した宅配ピザをパクつきながら千嘉は太陽に話を促す。


「ケンカっていうか…」


「なに？」


　この期ごに及およんで歯切れ悪く口を濁にごす太陽に千嘉は首を傾かしげる。


「亜哉のヤツ、他ほかの男とキスしてた…」


　太陽はヤケクソ気味にタバスコをピザにドボドボ振ふりかけながら膨ふくれっ面つらで話した。


「はー、浮うわ気きかぁ」


　おそらくそんなことだろうとは思ったが、忙いそがしい合間を縫ぬって太陽にちょっかいをかけながらよくそんな暇ひまがあったモンだと感心してしまう。


「しかも相手は葉山祥とかいうアイドルだった」


「おぉスゲーじゃん。アイツ人気あるだけあってカッワイイよな」


　悔くやしそうに言う太陽に同情するより先に、千嘉は浮気相手の名前が自分でも知ってるくらい有名人だったことに驚おどろいた。しかも葉山祥はかなりの上玉だ。


「千嘉だってアッチが本命だと思うだろ？」


　千嘉の反応にますます自信をなくした太陽は、タバスコまみれのピザを食べながら自じ虐ぎやく的に尋ねる。


「や、それはワカンネーよ。本命は太陽なんだけど葉山祥があんまり可愛かわいいから、つい出来心でキスしちゃっただけかもしんないじゃん」


　自分の素す直なおなリアクションが太陽を深く傷つけたことに気づいた千嘉は、慌あわてたように太陽にはあまり嬉うれしくないフォローをする。


「……」


「亜哉はなんて言ってたんだよ？」


　うつむいたまま黙り込んでいる太陽に、千嘉は内心自分の失態に舌打ちしながら尋ねた。


「知らない。亜哉が無理矢理キスして誤ご魔ま化かそうとしたから、頭きて……」


　太陽は苛いら立だちのあまり亜哉の話を聞かないままその場を逃にげ出したのだ。


「ちゃんと話してみないとわかんないだろ？」


「だって俺、たとえ出来心でも他のヤツとキスされたらイヤだもん…」


　諭さとすように言う千嘉に、太陽は眉み間けんにシワを寄せて主張する。


　自分と葉山祥のどっちが本命かという以前に、自分以外の相手とキスをした亜哉がどうしても許せない。


「じゃあ亜哉とは別れるんだ」


「!?」


「だって、そういうことだろ？」


　驚いたように目を見開く太陽に千嘉は不思議そうに尋ねた。


　たとえ出来心でもキスが許せないのなら別れる以外に方法はない。


「うっ…うぅ…」


　亜哉と別れるなんて考えてもいなかった太陽は、最悪の結末にショックを受けてポロポロと泣きだした。


　タバスコまみれの手で涙なみだを拭ぬぐうと余計に浸しみて、さらに涙が出てきてしまう。


「泣くなよー。未練あるならちゃんと仲直りしろって」


　千嘉は慌ててピザで汚よごれた指をおしぼりで拭ふくと、ティッシュボックスを太陽に手て渡わたした。


「ヤダッ！」


　太陽はティッシュを引っこ抜ぬいて涙を拭いながら駄だ々だっ子のように言う。


「じゃあ太陽はどうしたいんだよ？」


「わかんないよ！」


　他のヤツとキスした亜哉なんか絶対に許せないと思うのに、それ以上にまだ亜哉のことが好きで胸が痛い。


「俺にキレるなって…」


　別れたくなくて泣いてるクセに、仲直りするのもイヤだという太陽に、千嘉は困ったようにため息をついた。


「うー」


「そうだ、太陽も浮気すればいいんじゃん？」


　しゃくり上げる太陽の泣き顔が思いの外可愛くて、千嘉はいいことを思いついたというように提案する。


「ふぇ？」


　千嘉の言ってる意味がわからなくて太陽は赤い目で瞬まばたきをしながら首を傾げた。


「太陽も浮気すればオアイコだろ？　そしたら亜哉のことも許せるんじゃねーの？」


「それって、なんか変じゃないか…？」


　千嘉の変な理り屈くつに太陽は鼻を啜すすりながら眉まゆをひそめる。


　お互たがい浮気をすればオアイコになるかもしれないが、それではお互いがお互いのことを許せなくなって事態はますます悪化するだろう。


「変じゃないって。俺が優やさしーく慰なぐさめてやるよ」


　千嘉は太陽の隣となりに移動してくると、なかなか誘いに乗ってこない太陽の肩かたに手をまわした。


「ちょっ、なんで千嘉が迫せまってくんだよ！」


　ようやく事態が飲み込めた太陽は、ギョッとして千嘉の手を振り払はらおうとした。


　しかしかなりの体格差があるので逆に押さえ込まれてしまう。


「だから俺と浮気すればいいじゃん」


「バカッ！　ふざけんな！」


　ニヤッと笑って囁ささやいた千嘉に、太陽はムッとしたように抗こう議ぎする。


　そのとき、ちょうどタイミングよくピンポーンというインターフォンの音がリビングに響ひびきわたった。


「ほら、誰だれか来たぞ！」


　太陽はホッとしたように千嘉を促す。


「無視無視」


　しかし千嘉はあっさりそう言うと、太陽の腰こしを抱だいてソファの上に押し倒たおした。


　千嘉に馬乗りになられて太陽は激しく抵てい抗こうする。


「兄貴ー、話ってなんだよ？」


　そこへ合い鍵かぎを使って入ってきた亜哉の声が聞こえた。


「亜哉!?」


　太陽の心臓がドクンッと大きく脈打つ。


　ここは元々亜哉の家でもあるしいつ帰ってきても不思議はないのだが、太陽はすっかりパニックに陥おちいった。


「お、噂うわさをすれば…」


　千嘉は太陽の体を組み敷しいたままリビングの入り口に目をやった。


　ガチャッと扉とびらが開く音がして、太陽は必死で千嘉の体を押しのけようともがいた。


「離はなせって！」


「太陽…!?」


　リビングに入ったとたん目に入った光景に亜哉は絶句する。


　ソファの上で兄に組み敷かれているのは、紛まぎれもなく亜哉の大事な太陽だった。


「俺、もう帰るから！」


　ようやく千嘉の下から抜け出した太陽は、事態が飲み込めなくて呆ぼう然ぜんとしている亜哉の脇わきをすり抜けると、逃げるようにバタバタと走り去ってしまった。


　昼休みの屋上とはまったく逆の展開に動どう揺ようした亜哉は、太陽を追いかけることもできずその場に立ちつくす。


「あーあ、イイトコだったのに、邪じや魔ますんなよな」


　バタンッと玄げん関かんの閉まる音が聞こえて、千嘉は肩を竦すくめて亜哉に文句を言いながらソファにどっかりと座った。


「どういう意味だよ!?」


　さもこれから太陽とエッチをするところだったと言わんばかりの千嘉に、怒いかりがこみ上げてきた亜哉はキツイ口調で尋たずねた。


「お前に浮うわ気きされて傷心の太陽を慰めてやってたの」


　千嘉はワザと亜哉を挑ちよう発はつするようにニヤニヤしながら答える。


「兄貴、太陽に手ぇ出したのか!?」


　千嘉に話があるからと呼び出されてやってきた亜哉は、まさかあんな場面を見せつけられるとは思ってもいなかった。


　もちろん千嘉もはじめから太陽を手込めにしようとしていたわけではない。


　きちんと本人同士で話をさせたほうがいいと思って、太陽に内ない緒しよで亜哉を呼んだのだ。


　けれど涙を見せる太陽にムラムラして、つい押し倒してしまったというワケである。


「亜哉だって葉山祥と浮気したんだろ？」


　千嘉は自分を正当化させようと亜哉の不実を追つい及きゆうした。


「してねーよ！　太陽が誤解してるだけだって！」


　千嘉と違ちがって本当に自分はなにもしてない亜哉は、イライラしたように喚わめき散らす。


「そうなのか？」


「いくら兄貴でも許せねぇ！」


　亜哉はすっとぼけたように首を傾かしげた兄に怒りがピークに達して、拳こぶしを握にぎりしめると思いっきり千嘉に殴なぐりかかった。


「バカ、未み遂すいだって！」


　すんでのところで亜哉のパンチをかわした千嘉は、なんとか亜哉の怒りを抑おさえようと主張した。


「未遂でも手ぇ出そうとしたんだろ!?」


　まだ怒りが治まらない亜哉は千嘉の胸むなぐらを摑つかんで問いつめる。


　未遂だろうがなんだろうが、千嘉が太陽に手を出そうとした事実だけで亜哉は許せない。


　そう考えて亜哉はハッとする。


「まぁ、落ちつけって！」


　必死で亜哉を宥なだめようと声をかける千嘉の言葉が耳に入らないくらい、亜哉は大切なことに気づいてしまった。


「同じだ……」


「なに？」


　突とつ然ぜんポツリとつぶやいた亜哉に千嘉は目をパチクリさせる。


「太陽も同じ気持ちだったんだな…」


　今自分が感じたような怒りや焦しよう燥そう感を太陽も感じたのだ。


　兄に一方的に押し倒されていた太陽を見ただけで嫉しつ妬とに狂くるいそうになったのに、演技とはいえ甘い雰ふん囲い気きを漂ただよわせて唇くちびるを重ねようとしてる祥を見たら、未遂だろうがなんだろうが許せなくて当然と言える。


「意味がよくわかんないんだけど、結局なんで太陽はお前と葉山祥のことを誤解してるワケ？」


　自分の弟がウソをつくような性格じゃないと知っている千嘉は、誤解されるような原因になった行動を突つき止めようと尋ねた。


「兄貴にはあんま言いたくない」


「なんだよ、さっきのは冗じよう談だんだって」


　ジトッと冷たい目で睨にらんでくる亜哉に、千嘉は誤ご魔ま化かすように笑いながら亜哉をソファに座らせる。


　もし亜哉が家に来るのがもっと遅おそくて、太陽が抵抗しなかったら確実に食ってしまったはずだけど、事実なにもなかったのをいいことに千嘉はしらばっくれることを決めた。


「場合によっちゃ協力してやるから、お兄ちゃんに話してみなさい」


　好こう奇き心だけでなく、親友で弟の恋こい人びとの太陽に手を出そうとした罪滅ほろぼしに、千嘉は協力を申し出る。


　亜哉はしばらく躊ちゆう躇ちよしたが、藁わらにもすがる気持ちで重たい口を開いた。


「俺、今度ドラマの仕事やれって社長に言われてて、その中にキスシーンがあるんだ」


「それと葉山祥とのキスがどう関係あるんだ？」


「俺が好きでもないヤツとキスしたくないって祥ちゃんに相談したら、仕事だって割り切れば大だい丈じよう夫ぶだから練習してみようって…」


　展開が飲み込めずに首を傾げた千嘉に、亜哉は諸悪の根元になった祥の言葉を再現してハァッと深いため息をついた。


「はー、そんでキスシーンの練習してるトコを太陽に見られちゃったってコトか」


　なんともタイミングの悪い話に千嘉は同情する。


　そこに至る経けい緯いを太陽が見ていればここまで誤解されなかったはずなのに、運が悪いとしか言いようがない。


「言っとくけど、キスは未遂だったんだからな」


「未遂っても、太陽に見つからなかったらしちゃってたんじゃないのか？」


　口を尖とがらせて主張する亜哉に、千嘉はニヤニヤ笑いながら疑わしそうに聞いた。


「そんなつもりねーよ！」


　人聞きの悪いことを言う千嘉に、亜哉はムッとしたように反論する。


　もしあのまま太陽が現れなかったとしても、亜哉は唇が重なる前に祥の体を押し返していた自信があった。


「けど、太陽はそれでもイヤだったんだろうなって…兄貴に組み伏ふせられてる太陽見て、俺も実感した」


　怪け我がの功名ではないが、もし千嘉に押し倒されている太陽を見ていなかったら、自分を信じてくれない太陽を恨うらんでいたかもしれない。


　亜哉は太陽の痛みをわかってやれなかった自分に腹が立って仕方がなかった。


「亜哉……」


「俺さぁ、強ごう引いんに太陽のこと自分のモノにしちゃったから、こういうとき全然信用してもらえねーのが情けなくて…」


　心配そうに名前を呼ぶ兄に、亜哉は少しだけ弱気な自分を見せる。


「他人の信用なんて簡単に得られるモンじゃないからな。失うのはホンの一いつ瞬しゆんだけど」


　簡単に得ることができないからこそ価値があるし、人は大切な人の信しん頼らいを得るために努力できるのだ。


「どうしたら信用してもらえるかな？」


「そりゃ誠意を見せるしかないだろ。太陽が亜哉に一番望んでるコトをしてやれば見直してくれるかもな」


　少なくとも太陽はまだ亜哉に未練がありそうだし、亜哉さえその気になれば誤解を解いて仲直りすることは充じゆう分ぶん可能に思える。


　むしろそうやって危機を乗り越こえることで二人の絆きずなは強くなるはずだ。


「太陽が俺に望んでるコト…？」


　千嘉の言葉に、亜哉は自分が太陽のためにできることを一生懸けん命めい考えた。


　けれど思い当たることはひとつしかない。今まで一方的に自分の要求を聞いてもらってばかりで、一いつ緒しよにバスケがしたいという太陽の望みをまだ叶かなえていなかった。


「そうだ、バスケだ！」


「は？」


　恋れん愛あいとはほど遠いことを言いだした亜哉に、千嘉は怪け訝げんそうな顔をする。


「よく考えたら俺、バスケ部に入るって約束で太陽に迫せまったんだよ」


　太陽への誠意を表したかったら、まず約束を守ってバスケ部にはいることからはじめるのが一番だと思う。


「バスケか～」


　たしかに太陽はバスケバカだし、下手な小細工をするより態度で示せるぶん真しん剣けんさは伝わりやすいかもしれない。


「決めた、俺バスケ部に入部するかんな」


　亜哉は決意も新たに立ち上がるとそう宣言した。








　数日後、太陽はバスケ部顧こ問もんの中村に職員室に呼び出された。


「話ってなんスか？」


　キャプテンの太陽が顧問に呼び出されるのはめずらしくないことなので、今日の練習メニューの話かなんかだと思って何気なく声をかける。


「今日から一人新入部員が入ることになったから、よろしく頼たのむぞ」


「こんな時期にめずらしいですね」


　意外な中村の言葉に太陽は驚おどろいたように言った。


　インターハイの常連校でもある誠林学園は強きよう豪ごうで練習も厳しく、途と中ちゆうで辞めてしまう部員はいても二学期も半ばに入部を許可されるのは異例中の異例だ。


「それがな、相模千嘉の弟で芸能科の生徒なんだけど…」


「はぁ!?」


　中村の口から出た言葉に太陽は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。


　千嘉の弟で芸能科の生徒っていったら亜哉以外に考えられない。


「ほら、『彩あや』って口紅のＣＭが有名だからお前も顔くらいは知ってるだろ？」


　顔どころかお互たがいの体のこともかなり細部まで知ってるような深い仲である。


「な、なんでそんなヤツがバスケ部に…？」


「実は中学の頃ころ全中の代表にも選ばれたことがある選手で、俺もスカウトに行ってるんだけど断られたんだよ。それが今になってもう一度バスケしたいって言ってきてな」


　一気に動どう悸きが激しくなってしまった太陽に、中村は亜哉が入部することになった経緯を説明した。


　亜哉がスポーツ科のスカウトを断って芸能科に入学したことは有名だし、それほどの選手ならたとえ特とく殊しゆな事情を抱かかえていても欲しいというのが顧問の本音だろう。


「けど、そんな忙いそがしい芸能人が部活やってる暇ひまなんてないんじゃないッスか？」


　学校の授業すら満足に出席できない亜哉が、放課後部活に参加する時間なんてほとんどないはずだった。


「ソコが問題なんだ。仕事が忙しくて毎日練習に参加できるワケじゃないらしい」


　案の定中村は渋しぶい顔をして頷うなずく。


「部員たちもいろいろ反感あるだろうけど、特例としてしばらくの間千嘉と協力して様子見てやって欲しいんだ。正式な入部はそれからってコトで」


　結論として中村は、しばらく亜哉をバスケ部に在ざい籍せきさせて実力を見ることに決めたようだ。


　練習時間の少なさをカバーできるほどの実力ならば、正式な部員として迎むかえ入れたいと思っている。


「そんな…」


「今日は俺、職員会議で遅おくれるから、頼んだぞ」


　太陽の肩かたをポンと叩たたいて無責任に言う中村に、太陽は途と方ほうに暮れたようなため息をついた。


　千嘉の家から飛び出してきて以来、太陽は亜哉とは口も利きいていないのだ。今さらどんな顔をして亜哉に会えばいいのか、太陽にはまったくわからなかった。








　職員室によっていたせいで他ほかの部員より遅おそくなった太陽は、着き替がえを済ませて急いで体育館に向かった。


　練習の前に思い思い体を動かしている部員たちの中から千嘉を探すと、太陽は一目散に駆かけ寄っていった。


「千嘉～！　なんで黙だまってたんだよっ！」


「うわっ、なんだよ？」


　いきなり後ろからパンチを入れられて、千嘉は驚いたように振ふり向く。


「顧問に聞いた！　なんで亜哉がバスケ部入ってくんだよ!?」


　太陽は思いっきり顔をしかめて千嘉を睨にらみながら問いつめた。


　太陽は亜哉とはケンカして以来口も利いてないが、千嘉は亜哉がバスケ部に入部することを事前に知っていたはずだ。ワザと黙っているなんて趣しゆ味みが悪いにもほどがある。


「それって太陽が一番望んでたんじゃねーの？」


「それは前の話！」


　千嘉の問いにブンブンと首を振った太陽の耳に、ガシャ～ンッとバックネットを揺ゆらす音が聞こえた。


　音のした方に振り向くと、亜哉がゴールのリングを軋きしませてぶら下がっている。


「うぉー、スゲーな！」


「ワンハンドのバックダンクなんてはじめて見たー！」


　亜哉の周りにいる部員たちは、パワフルで華か麗れいなシュートに賛辞を送っている。


「しかも超ちよう馴な染じんでるし…」


　桁けた外はずれのプレイですっかりバスケ部員たちをも魅み了りようしている亜哉に、太陽は複雑な表情を見せた。


　亜哉は外見のワリにぶっきらぼうで口が悪く誤解されやすいが、バスケという共通のコミュニケーション手段があれば周りと馴染むのも早かった。それはストバスの仲間たちとのやりとりを見ててもわかったことだ。


「まぁ、亜哉なりにいろいろ思うトコがあんじゃねーの？」


　千嘉はそう言って複雑な顔をしている太陽の肩をポンッと叩いた。


「フン…」


　太陽はフイッと亜哉から顔を逸そらした。


　千嘉の言ういろいろの意味がわからないほど太陽は鈍どん感かんではない。


「ヨシ、集合ー！」


　キッと顔を上げた太陽は、大きな声を出して部員を集めた。


　バラバラに体を動かしていた部員たちが太陽の周りに集合する。


「今さら紹しよう介かいするまでもないみたいだけど、千嘉の弟が新入部員で入ってきたから」


「相模亜哉です、よろしくお願いします」


　太陽に目で促うながされた亜哉は、らしくない丁てい寧ねいさで部員たちに頭を下げた。


「中村先生は会議で遅れるから。そんじゃ二人一組でストレッチしたあと一対一はじめて」


　太陽は亜哉の視線を過か剰じように意識しながら、早口で練習の指示をだす。


「ウス」


「太陽、俺と組まない？」


　いつも組んでる相手とそれぞれに散っていく部員たちを見て、亜哉は太陽を誘さそった。


「悪いけど、俺いつも千嘉と組んでるから」


　太陽はチラッと亜哉を一いち瞥べつすると、つれない口調で断ってしまう。


　本来ならキャプテンの太陽が率そつ先せんして新入部員の亜哉の面めん倒どうを見てやらなければならないのだが、図ずう々ずうしい亜哉の態度にかなりムッときていた。


「あー、いいよ。亜哉がキャプテンに面倒見てもらえよ」


「オイ、千嘉！」


　変に気を利きかせて他の部員たちの方へ行ってしまった千嘉を、太陽は焦あせったように呼び止めた。ハッキリ言って余計なことはして欲しくない。


「サンキュー兄貴」


　嬉うれしそうな亜哉に声をかけられて、千嘉は手を挙げてパチッと気き障ざなウインクをよこした。


「信じらんねぇ…」


　いつの間にか亜哉と組むことになった太陽は呆ぼう然ぜんと立ちつくす。


　こないだの今日でなにもなかったような顔をしている亜哉にもムカツクが、いくら肉親とはいえあからさまに亜哉の味方についている千嘉も気にくわない。


「早くはじめよーぜ」


　眉み間けんにシワを寄せてるだけで動こうとしない太陽に亜哉は声をかけた。


「俺、部活中に公私混同はしないから」


　太陽はキリッと顔を上げると、自分自身に言い聞かせるように宣言する。


「前ぜん屈くつ運動からはじめる、背中押せ」


「わかった」


　亜哉はなるべくなんでもないふうを装よそおって指示を出した太陽に頷くと、床ゆかに座った太陽の背中をゆっくりと押しはじめた。


　たかが準備体操にひどく緊きん張ちようしている自分を太陽は自覚する。


　亜哉の手が触ふれている背中がやけに熱い。激しい運動をしてるわけじゃないのに呼吸が乱れて困った。


　太陽の緊張は背中から亜哉にも伝わる。


　けれど亜哉はなにも言わずに黙もく々もくとストレッチを続けた。


　頑かたくなになった太陽の心を動かすには、言葉より態度で示さなければダメなのだ。


　こうして互たがいを異常に意識しながらも、二人とも表面に感情を剝むきだしにすることなく練習をこなした。








　亜哉がバスケ部に入部してから二週間が経過した。


　しかし太陽はまだ亜哉への頑なな態度を崩くずしていない。


「亜哉のヤツ、今日は部活顔出せそうだってさ」


　放課後、千嘉は太陽と一いつ緒しよに部室に向かう途と中ちゆう、さりげなく亜哉の話を振った。


「結局まともに参加したのは初日だけで、来ても早退だし、ほとんど幽ゆう霊れい部員じゃん」


　太陽はいかにも鬱うつ陶とうしそうに口を尖とがらせて亜哉を批難する。


　太陽が心を閉とざしたままなのは、結局のところ亜哉が中途半はん端ぱにしかバスケ部に参加できていないからだった。


「そう言うなよ、アイツだって忙いそがしい合間を縫ぬって来てくれてんだから」


「来てくださいなんてお願いした覚えねーよ」


　苦笑いしながら弟をフォローする千嘉に、太陽はムッとしたように言い返す。


　テレビに露ろ出しゆつしたての頃ころの異常な忙しさは去ったが、それでも放課後に仕事がない日はほとんどなく、部活より仕事を優先させなければならないのが亜哉の現状だった。


　太陽だけでなく部員の間でも、とにかく亜哉のずば抜ぬけたプレイに魅了されている者と、きちんと毎日練習に出てこない亜哉に反感を持っている者とまっぷたつに分かれている。


　もちろん太陽だって、少ない時間の中亜哉が真しん剣けんに練習してるのはわかっていたが、亜哉の入部でチームに不協和音が生じたことも事実だった。


「お前も、いつまで意地はってんの？」


　思わず大きなため息をついた太陽に、千嘉は呆あきれたように聞く。


「どういう意味だよ？」


「わかってんだろ？　亜哉が無理して部活に顔出してんのは太陽がいるからじゃねーか」


　亜哉は太陽との約束を守ってバスケ部にはいることを決意したのだ。


　決して亜哉はそのことを口にはしなかったが、太陽にだって亜哉の真意はわかっているはずだ。


「それこそお門かど違ちがいじゃん。バスケ部ってバスケやるところなのに、違う目的で入部されても迷めい惑わくだってーの」


　自分と亜哉の問題にバスケ部を巻き込んでしまうのは太陽の本意ではなかった。


　いくら亜哉のプレイがずば抜けていても、インターハイ出場に向けて一緒に頑がん張ばろうという気持ちがなければ、チームにとってプラスにはならないのだ。


「本気で言ってるのか？」


　太陽の辛しん辣らつな言葉に千嘉は眉まゆをひそめる。


「……当たり前だろ」


「だったら、ちゃんと亜哉にそう言えよ」


　一いつし瞬ゆん言葉に詰つまりながらも肯こう定ていした太陽に、千嘉は真剣な口調で言った。


「それとも、下手に期待もたせて亜哉の気持ち弄もてあそぶつもりなのか？」


「変なこと言うなよ！」


　千嘉の言葉にカァッとなった太陽は大声で怒ど鳴なり返す。


　太陽は亜哉に期待をもたせているつもりはない。むしろ部活で顔を合わせてもなにも言ってくれない亜哉のほうが、自分に期待をもたせてるしズルイと思った。


「太陽まだ亜哉に未練あんじゃねーの？」


　激げつ昂こうした太陽に千嘉は嫌いや味みっぽい口調で聞く。


「未練なんか……」


　ないなんて言えない、むしろ大アリだった。


　けれどこれ以上亜哉の存在が自分の中で大きくなる前に、気持ちを断たち切らなければならないと懸けん命めいに言い聞かせているのだ。


「わかったよ、俺がキッチリ引導渡わたしてやる」


　亜哉にばかり気を取られているのは、自分のためにもチームのためにもよくない。


　少なくともそれは事実なのに、悲ひ壮そうな決意が胸に重たかった。








　その日の部活中、太陽は気がつくと亜哉を目で追っていた。


　自分で終わらせるって決めたのに、未練がましくその姿を目に焼きつけようとしている。


「オイ亜哉、マネージャーさんが迎むかえに来てるぞ」


　フルコートを使って五対五の練習をしているときに、顧こ問もんの中村が亜哉を呼び止めた。


「スイマセン…」


　亜哉は汗あせを手で拭ぬぐいながらコートの外に出る。


　代わりに他ほかの一年生がコートの中に入ってきたが、太陽は練習を中断させて亜哉の方に歩いていく。


「亜哉くん、そのままの格好でいいから、早く行かないと遅ち刻こくするよ」


「待てよ、亜哉」


　マネージャーの松田からタオルと荷物を受け取った亜哉を太陽は呼び止めた。


「なんスか？」


　亜哉は足を止めるとタオルで顔を拭いながら尋たずねた。


　うしろでは松田が時間を気にしてソワソワしている。少しでも部活に参加したいという亜哉のワガママを聞いて、松田はギリギリの時間に迎えにきているのだ。


「お前もうバスケ部やめろ」


「え？」


　突とつ然ぜんの言葉に亜哉は驚おどろいたように絶句した。


　周りの部員たちも顔を見合わせてザワザワと騒さわいでいる。


「太陽、お前なに言い出すんだ？」


　顧問も焦あせったように太陽を制止する。


「いくらコイツが上手うまくっても、毎日真ま面じ目めに練習出てきてる部員を差し置いて試合に出すワケにはいかないでしょ？」


　太陽は顧問を振ふり返って自分の意見を述べた。


　それは亜哉との関係を抜きにしても、キャプテンとして至し極ごくまっとうな見解だった。


「たしかに、それは…」


「このままじゃチームの和が乱れます」


　言いよどむ顧問に太陽はキッパリと言い捨てる。


　インターハイ出場を目標に掲かかげてる以上、亜哉一人に振り回されてチームとしての完成度を落とすわけにはいかない。


「取り込み中申し訳ないんですけど、ホントにもう時間がないんで…」


　ピリピリとした空気が漂ただよう中、松田が言いにくそうに口を開いた。


「行けよ。もう来なくてもいいから」


　松田の言葉に太陽は体育館の出口を指さして亜哉を促うながした。


「太陽…」


　それでも亜哉はその場から動くことができなかった。


　ここで体育館から出ていったら、二度とバスケ部の練習には参加できなくなる。


　自分は太陽にとっていらない人間だと言われてるみたいで目の前が真っ暗になった。


「練習続けるぞ」


　一歩も動けないまま立ちつくしている亜哉に背中を向けて、太陽はコートに戻もどりながら部員に声をかける。


「待てよ、俺の話も聞けよ」


　焦った亜哉はグッと太陽の腕うでを摑つかんで引き止めた。


「お前、プロなんだろ？　プロなら仕事優先させろよな」


　嫌味でもなく、真剣な目をして言う太陽に亜哉はハッと我に返る。


　太陽とのことも大事だが、ケジメをつけるべきところはキッチリつけないと男としてみっともない。


「さぁ、亜哉くん」


　太陽の手を離はなした亜哉に、松田はホッとしたように声をかけた。


　亜哉はそのまま無言で体育館をあとにした。








　部活が終わったあと、太陽は一人で渋谷にあるストバスのフープにきていた。


「ハッ！」


　誰だれもいないその場所で、太陽は持参したボールでシューティング練習を繰くり返している。


　体を動かしてないと気が変になりそうだった。


　自分自身にケジメをつけるためにみんなの前で亜哉にキツイことを言ったが、心の中は後こう悔かいと寂さびしさでいっぱいだった。


　亜哉にバスケ部を辞やめさせたのは間違ってると思ってない。


　授業ですら休みがちなのに、仕事と部活を両立させるなんて明らかに無理がある。バスケ部のためにも、亜哉自身のためにも、亜哉はバスケより仕事に集中したほうがいいと思う。


　太陽だって亜哉が自分のために無理をしてくれたのは本当に嬉うれしかった。


　けれどふと弱気になったとき、亜哉が自分のためになんて自うぬ惚ぼれじゃないのか、単なる気まぐれでバスケ部に入ってきただけなんじゃないかと疑っていた。


「クッ！」


　太陽はイヤな考えを振り切るように、ひたすらシューティングを続ける。


　他にどうやって不安定な気持ちを落ち着けたらいいのかわからない。


「ふんっ！」


「いつまでシューティング練習続けるつもりなんだよ？」


　突然愛いとしい男の声が聞こえて、太陽は振り向くこともできずに固まった。


　亜哉がどうしてこの場所に来たのかわからないけど、今はマトモに顔をつきあわすことができそうになかった。


　心臓が痛いくらい大きく高鳴って、すぐにこの場所から逃にげ出したくなる。


「コージに太陽がココ来てるって聞いて…」


　背中を向けたまま荒あらい呼吸を繰り返している太陽に、亜哉は少し拗すねたような口調でぶっきらぼうに言った。


　向かいのビルのピザ屋で働いているコージが、偶ぐう然ぜん太陽がフープに入っていくのを見て連れん絡らくをくれたのだ。もちろんコージは太陽と亜哉が揉もめていることなんて知らない。


　亜哉は心の中でコージに感謝しつつ逸はやる気持ちで仕事を終わらせて、まだ太陽が帰ってないことを祈いのりながらフープに駆かけつけてきた。


　一人でシューティング練習をしている太陽を見て、亜哉は胸が締しめつけられそうになった。


　いつも太陽は真しん剣けんに、でも楽しんでバスケをしている。


　それなのに今の太陽からは楽しそうな空気は微み塵じんも感じられない。どこか鬼き気き迫せまるような姿がやけに痛々しかった。


　自分の軽けい率そつな行動が結果的に太陽を追い込んでいる気がして居たたまれない。


「もう帰るよ…」


　なんとか呼吸を整えた太陽はそう言って、足あし下もとに転がってきたボールを拾うと荷物を置いてある場所に移動する。


「待てよ、俺ちゃんと仕事終わらせてきたからな。話くらい聞いてくれたっていいだろ？」


　亜哉は太陽の肩かたを摑んで強ごう引いんに自分の方を向かせると必死になって懇こん願がんした。


　太陽の信しん頼らいを得るためにバスケ部に入ったのはいいが、結局ロクに練習にも参加できない状態では真剣な気持ちをわかってもらえるはずがない。


　中ちゆう途と半はん端ぱな自分に愛想を尽つかされても仕方がないが、きちんと気持ちを伝えないまま後悔するのだけはイヤだった。


「別に話すことなんかないし」


　太陽は必死に感情を押さえ込むと、静かな口調で亜哉を拒きよ絶ぜつした。


　けれどその大きな瞳ひとみには堪こらえきれない動どう揺ようがありありと映っている。


「俺はある」


　亜哉はジッと太陽の瞳を見つめて訴うつたえた。


　まっすぐで強い瞳に射い抜ぬかれて、太陽の体に震ふるえが走る。


　はじめて見たときから太陽は亜哉のこの強くて美しい瞳に惹ひかれていた。


「俺は本当に祥ちゃんとキスなんかしてないし、好きでもないヤツとキスする気もねーよ」


「……ウソつけ。あのときキスしようとしてたクセに」


　今さら話を蒸むし返す亜哉に、太陽は複雑な表情をして言い返す。


「あれは、俺がドラマでキスシーン演やるのヤダっつったら、祥ちゃんが仕事だって割り切って練習してみようとか言いだしたの。ワケわかんないままキスされそうになったとこに、ちょうど狙ねらったみたいなタイミングで太陽が入ってきたんだよ」


　亜哉は改めてあの日の経けい緯いを太陽に話して聞かせた。


　自分でも言い訳じみていると思うけど、どうしてもこれだけは太陽に信じてもらいたい。


「仕事とか練習とか、俺は自分の好きなヤツが他ほかの相手とキスするの、どんな理由でも割り切れないし我が慢まんできないから」


　子供じみてるかもしれないが、結局それが太陽の本心だった。


　亜哉が今よりもっと有名な芸能人になったら、ドラマもいっぱいでてキスシーンもバンバンこなすようになるのだろう。


　それが我慢できない自分ははじめから亜哉とつきあうべきではない。


「そのドラマの仕事は断ったよ。社長にはさんざん文句言われたけどな」


　強い拒絶反応を示した太陽に亜哉は苦笑いしながら言った。


　亜哉だっていくら仕事とはいえ好きでもない相手とキスするのはお断りだった。


　社長には散々ガキ扱あつかいされたが、やりたくもない仕事のために自分の信念を曲げるくらいならガキでいいとすら思う。


「そんなの、プロ失格じゃねーか」


　堂々とワガママをとおした亜哉に、太陽は驚おどろいたように言った。


「しょうがねーよ。俺だってどうしても太陽以外のヤツとキスなんかできねーもん」


「亜哉…」


　ごく当然みたいに語られた言葉に太陽の心が激しく揺ゆれる。


　大事な仕事を断ったりしたら、亜哉の人生に大きな支障をきたすかもしれない。


　それにもし亜哉の言ってることが全部本当だったら、遊ばれて捨てられるのが怖こわくて亜哉のことを信じられなかった自分のほうが、亜哉に責められても仕方がないはずだ。


「それに俺、別に役者になりてーとか思ってないし。モデルだけじゃ食ってけないなら、事務所やめてガテンなバイトでもするよ」


　太陽が思っているより亜哉は芸能界に執着があるわけではなかった。


　自分はモデルの仕事を選んで事務所に入ったんだし、役者になるつもりなどサラサラない。


　たくさんテレビに出たほうが一いつ般ぱん受けするだろうしお金も儲もうかるかもしれないが、やりたくもない仕事をするくらいならスッパリ辞めて別の仕事を探せばいいだけの話だ。


「そしたら太陽とバスケもできるし、贅ぜい沢たくしなきゃ充じゆう分ぶん食ってけるだろ？」


　作業服姿の亜哉を想像して啞あ然ぜんとする太陽に亜哉は屈くつ託たくなく笑った。


　もともと亜哉がモデルの仕事をはじめたきっかけは、母親に反発して家を出るための資金稼かせぎのようなモノなのだ。


　もちろんモデルの仕事は気に入ってたし自分にあってて楽しかったが、それだけで食っていけないのならどうしても執しゆう着ちやくしなければならないものでもなかった。


　事務所が用意してくれたマンションも気に入ってるけど、太陽と一いつ緒しよなら四よ畳じよう半はんのボロアパートなんてのも意外と情じよう緒ちよがあって楽しいかもしれない。


「はじめからそういう約束だったモンな。ずっと一方的に俺の要求ばっかきいてもらってちゃ愛想尽かされてもしょうがないって反省したんだ」


「俺、亜哉とバスケしたくてつきあってたワケじゃないよ」


　フッと笑って言う亜哉に、太陽は泣きそうになって首を振ふった。


　きっかけはどうであれ、亜哉が相手じゃなかったら太陽は流されてエッチをすることもなかったし、こんなに胸が苦しくなるほど好きにならなかっただろう。


　はじめて見たときからドキドキした。外見の美しさはモチロンだけど、色素が薄うすいのに強い光を放つ亜哉の瞳に引き込まれて、強引だけどまっすぐな性格にますます惹かれた。


　本当はバスケなんて関係ないくらい、太陽は亜哉に夢中だったのだ。


「そりゃきっかけはそうだったかもしんないけど…」


「俺だって太陽がバスケ目当てでヤらせてくれてたんじゃないって、ちゃんとわかってる」


　頑かたくなに閉とざされていた太陽の心が開いていくのを感じた亜哉は、誤解を与あたえないように優やさしい口調で言いながら頷うなずく。


「けど俺、他にどうやったら太陽に信じてもらえるかわかんねーからさ」


　太陽に愛想を尽かされるまで、亜哉はバスケ部に入る約束なんて完全に反ほ故ごしてた。


　それでも太陽はずっと亜哉のワガママを聞いてくれた。そんな太陽をどうしても手放したくないと思うくらい好きになった。


　愛想を尽かされてはじめて太陽にしてやれることを考えたとき、バスケくらいしか思いつかなかったのだ。


　しかも中途半端なことしかできなくて、余計に太陽を惑まどわせてしまった自分が情けない。


　今はもし太陽が望んでくれるなら、本気で仕事を辞やめて一緒にインターハイを目指してもいいと思っている。


「……亜哉にガテンなバイトなんか似合わない」


　自じ嘲ちよう気味な表情を浮うかべる亜哉に太陽はボソッと言った。


「え？」


「亜哉が自分で選んではじめた仕事なら、中途半端にやめないでちゃんと続けろよな」


　ぶっきらぼうな言い方をしたが、太陽は本心からそう思っている。


　一緒にバスケができたら嬉うれしいけれど、そのために亜哉が自分で選んだ道を犠ぎ牲せいにするのはイヤだった。


「太陽…」


　太陽の意外な反応に亜哉は驚いたような声を出した。


「だって俺、彩のファンだもん。亜哉なんてスゲームカツクって思ってるのに、彩の載のってる雑誌見つけると買っちゃうし、テレビでＣＭが流れるたびにドキドキするし…」


　太陽は少し赤くなってうつむくと、亜哉のことを避さけていた間も彩の姿には過か剰じように反応していたことを白状する。


　拗すねたような太陽の言い方が可愛かわいくて、亜哉は胸が熱くなっていく。


「俺なんか綺き麗れいで華はなやかな亜哉と全然釣つり合わないけど、遊ばれて捨てられるなんて絶対ヤダったんだ」


　誰だれもが魅み了りようされる彩の人気に、太陽は自信を失っていた。


　そこに亜哉に見み劣おとりしないくらい華やかで人気のある葉山祥とのキスシーンを目もく撃げきしてしまったら、たとえ未み遂すいでも正気じゃいられなかった。


「俺は遊びでつきあってなんかねーよ」


「フツーあんなトコ見たら誰だって誤解するだろ!?」


　ムッとしたように大声をだす亜哉に、太陽はビシッと言い返した。


「それはホント悪かったよ、ゴメン！」


　思わず熱くなってしまった亜哉はハッと我に返って頭を下げる。


　以前はそれでヒートアップしすぎて余計に太陽を怒おこらせてしまっただけに、さすがの亜哉も今回ばかりは慎しん重ちようになる。


「けど太陽だって全然俺の話聞いてくんなかったじゃん。俺だって誤解されたままでスゲー辛つらかったんだぜ？」


「それは、俺も謝る。ゴメン」


　拗ねたように主張する亜哉はなんだか可愛くて、申し訳ない気持ちになった太陽もペコッと頭を下げた。


　もっと太陽が亜哉のことを信じてやれば、こんなにも二人の仲はこじれなかったかもしれない。


「お互たがい様だな」


　顔を上げた太陽と目があった亜哉は思わずクスッと笑った。


「それはちょっと違ちがうだろ。俺あんときはホントーにムカついて、冷静に話し聞いてやれる余よ裕ゆうなんてなかったんだから」


　太陽はお互い様にされてはたまらないとばかりに口を尖とがらせた。


　元はといえば誤解されるような原因をつくったのは亜哉のほうなのだ。


「俺だって、兄貴の家で押し倒たおされてる太陽見たとき超ちようムカついたぞ？」


「あれは千嘉が一方的に……」


　ヒョイッと片方の眉まゆを吊つり上げていう亜哉に、言い訳しようとしたところで太陽は気がついてしまった。


　千嘉に一方的に押し倒された自分と、いきなり祥にキスされそうになった亜哉は、端はたから見たら大差ないだろう。


「ん？」


　言葉に詰つまった太陽を見て、亜哉はわざとらしく首を傾かしげる。


「お、お互い様かな？」


「だろ？」


　焦あせったように言い直す太陽に亜哉も頷いた。


「まぁ、そのおかげで太陽がどんだけショック受けたのかわかったんだけどさ」


　今思い出しても腹がたつ光景だが、あれがなかったら亜哉は太陽がどれだけ傷ついたのか理解してやることができなかったかもしれない。


　取り返しがつかなくなる前に大切なことに気づいて本当によかったと思う。


「けどまさか亜哉がバスケ部入ってくるなんて思ってなかった」


　仕事で忙いそがしいはずの亜哉が入部すると顧こ問もんに聞いたときには本当に驚おどろいた。


　体育館で実際に亜哉の姿を見たときも、嬉しいなんて感じてる余裕はなかった。今思えば本当にもったいないことをしたモンである。


「俺も必死だったからな。他ほかに太陽が喜んでくれそうなことって思いつかないし、バスケバカの太陽に近づくのはそれが一番じゃん？」


　亜哉もそのときのことを思い出して苦笑いをした。


　太陽とも親しい兄を味方につけて、少しでも太陽と接せつ触しよくをもとうと必死だった。


「バスケバカってなんだよぉ！」


「一いち途ずで可愛いって言ってんの。今日だって部活終わったあとこんなとこで延々シューティング練習してるし」


　バカ呼ばわりされて不満そうに口を尖らせる太陽が可愛くて、亜哉はニヤッと笑いながら解説してやる。


「だって、バスケに集中してないと気が変になりそうだったんだ。ホントは亜哉に未練あるクセに、バスケ部やめろとかキツイこと言って後こう悔かいしてた」


　太陽がとりつかれたようにシューティングを繰くり返していたのは、落ち込んだときの発散方法を他に知らないからだ。


　いつもならバスケに集中すればなんでも忘れられるのに、今回に限っては亜哉のことが頭から離はなれなくて余計シャカリキに体を動かしていた。


「バスケ部、やめないで欲しい？」


　後悔してたという太陽の言葉に、亜哉は真しん剣けんな表情をして聞いてくる。


「そうじゃなくて、亜哉との接点がなくなっちゃうの怖こわかっただけなんだ。亜哉には亜哉の選んだ仕事続けて欲しいってホントに思ってるから」


　亜哉に誤解を与えてしまったことに気づいた太陽は慌あわてて言い直した。


　太陽が後悔していたのは、亜哉をバスケ部から辞めさせたことではなく、キツイ言い方しかできなかったことが原因だった。


「太陽…」


「それに、バスケならここでもできるだろ？」


　少し驚いたような表情を見せた亜哉に、太陽は苦笑いしながら言う。


　太陽はそこまで亜哉を束そく縛ばくするつもりはない。それに無理して亜哉をバスケ部に入部させなくても、一いつ緒しよにバスケができるのならストリートでも充じゆう分ぶんだった。


　それがお互いにとって一番いい形のように思える。


「じゃあ仲直りな」


　太陽の言葉に嬉しくてたまらなくなった亜哉は、逸はやる気持ちを抑おさえて確かく認にんする。


「ウン」


　太陽も照れくさそうに頷うなずいた。


　亜哉とケンカしてた数日間はやけに長くて、こうやって再び笑いあえる日がくるなんて考えられなかった。誤解が解けて本当によかったと思う。


「キスしてもいいか？」


「いつもは強ごう引いんにするクセに」


　真ま面じ目めな顔をしてわざわざ許可を求めてくる亜哉に、太陽はプッと吹ふきだしてしまった。


「それでこの間は失敗したから、俺もちゃんと学習した」


　亜哉はあのときの悪夢を思い出して眉をひそめる。


　らしくない弱気な亜哉がやけに可愛くて、クスッと笑った太陽は自分から近づいていって背せ伸のびをするとスッと口づけた。


「俺も、もっと亜哉のこと信じるから」


　軽く触ふれただけのキスをしたあと亜哉にギュッと抱だきついた太陽は、高まる胸の鼓こ動どうに泣きそうになって亜哉に告げた。


「スッゲー嬉うれしいよ。俺、こんなにマジで好きになったの太陽がはじめてだ」


　亜哉も太陽の背中に手をまわしてギュッと抱きしめると、素す直なおな気持ちを言葉にする。


　亜哉は一人の人にこんなに執しゆう着ちやくしたのも、手放したくなくてみっともなくもがいたのもはじめてだった。


「好きすぎて頭ヘンになりそー」


「俺も亜哉のこと大好き…」


　亜哉の情熱的な言葉に応こたえて、太陽も照れくさそうに自分の気持ちを伝える。


「俺のほうがもっといっぱい大好きだもんね」


　太陽の言葉に亜哉も負けじと言い張った。


「なんでそんな変なトコで張りあうんだよ～」


　意味不明な意地を張る亜哉に太陽は呆あきれたような声を出す。


　どっちのほうがいっぱい好きとかじゃなくて、お互い大好きならそれでいいはずなのに、亜哉はどうしても負けたくないらしい。


「なぁ、もっとキスしてくれよ」


　太陽からのキスにグッと気持ちが高こう揚ようした亜哉は、太陽の耳元でねだるように囁ささやいた。


「んっ…」


　ゾクッとするような声に反応した太陽は、恥はずかしそうに顔を赤くして再び唇くちびるを寄せる。


　亜哉の弾だん力りよくがある瑞みず々みずしい唇に触れるだけで、唇からジワッと温かいモノが全身に広がっていく。


「ふぁ…ン…」


　太陽は夢中になって何度もチュッチュッと亜哉に唇をあわせた。


「なに、亜哉と太陽ちゃんてそーゆうカンケーだったの!?」


　二人がキスに夢中になっていると、突とつ然ぜん素っ頓とん狂きような声がフープに響ひびいた。


「うわっ！」


「な、なんだよ！」


　ギョッとした二人が同時に振ふり返ると、屋上の入り口にあんぐりと口を開けたコージが立っている。


「や、二人でバスケしてんなら混ぜてもらおうと思ってたんだけど…」


　ようやくピザ屋の仕事が終わったコージは、ビルの屋上にまだ明かりがついてるのを見て駆かけつけてきたのだ。


　バスケをやる気満々でいたのに。まさかこんな場面を見せつけられるなんて思ってもいなかった。


「お邪じや魔まだったみたいだな、悪わりい！」


「コージ！」


　逃にげるようにクルッときびすを返したコージを亜哉は大声で呼び止める。


「ん？」


「スッゲー助かった、ありがとう！」


　とっさに振り返ったコージに亜哉はペコッと頭を下げてお礼を言った。


　コージはまったく事情を知らないけれど、太陽の居場所を教えてくれて亜哉は本当に助かったのだ。今日仲直りできたのはコージのおかげといっても過言ではない。


「なんかよくわかんないけど、またバスケしに来るときは誘さそってくれよな」


　意味不明だが礼を言われて悪い気はしないコージは、ニコッと笑ってそう言うと階段を下りていった。


「み、見られちゃったよ～」


　コージがいなくなったあと、それまで固まっていた太陽が両手で顔を覆おおって絶ぜつ叫きようした。


　自分から積極的にキスをしている場面を目もく撃げきされるなんて、今度からどんな顔をしてコージに会えばいいのかわからない。


「いいじゃん、別に。それより続きは？　俺、今スッゲー太陽が欲しい」


　亜哉はコージよりも中断されてしまった行こう為いの続きのほうが断然気になった。


　久しぶりに太陽に触れたことで、もっと欲しいという欲求が大きく膨ふくらんで抑えることができそうになかった。


「ここじゃダメだ！」


　今ここで押し倒たおしかねない亜哉の勢いにギョッとした太陽は慌てて制止する。


　太陽だって亜哉が欲しい気持ちに変わりはない。けれど亜哉ほど見境がないわけでもなかった。


「んだよ、家までオアズケかよ」


「だってココ、屋根もないしお風ふ呂ろもないし…」


　不満そうに口を尖とがらせる亜哉に、太陽は情けない顔をして言い聞かせる。


　困ったように眉まゆを寄せる太陽を見るとムチャをしたくもなるが、亜哉はグッと堪こらえて太陽の望みどおりにしてやることに決めた。


「まぁ、今まで我が慢まんしてたんだし、あとちょっとの辛しん抱ぼうだよな」


　亜哉は自分自身に言い聞かせるように苦笑いの表情を浮うかべながら、太陽にスッと右手を差し出した。


「え？」


「手ぇつないで帰ろうぜ」


　亜哉の意図がわからなくて首を傾かしげた太陽に、亜哉はちょっと照れくさそうに申し出る。


　そんな普ふ通つうの恋こい人びと同士みたいなコトも、今日はなんだかしてみたい気分だった。


「ウン」


　太陽は嬉しそうにギュッと亜哉の手を握にぎった。








　二人は亜哉のマンションがある代官山までの一駅ぶんを、亜哉が彩だと気づかれないように人が少ない裏道を選んで歩くことにした。


　歩きながらこれまでの空白を埋うめるように色んな話をする。


　たわいもない会話が楽しくて、繫つないだ手の温もりが愛いとしくて、アッという間に家についてしまった。


「お邪じや魔ましまーす」


　玄げん関かんの鍵かぎを開けた亜哉に続いて太陽が中に入っていく。


　するといきなり亜哉が太陽の体を後ろからギュッと抱だきしめた。


「太陽…」


　亜哉は切ない声で太陽の名前を呼ぶと、後ろを振ふり向かせて唇くちびるをあわせた。


　二人きりになった途と端たん、太陽が欲しくてたまらない気持ちがこみあげてきて我が慢まんできなくなる。


「ん…ッ！」


　靴くつを脱ぬぎかけていた太陽は、思いっきりよろけてそのまま亜哉ともつれるように玄関先に倒たおれ込んだ。


「イテッ」


　太陽は右半身を強したたかに打ちつけて思わず顔をしかめる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　一いつ緒しよに倒れ込んだ亜哉も打ちつけた左ひだり肩かたをさすりながら尋たずねた。


「もー、いきなりなんだよ！」


　ほのぼのとした雰ふん囲い気きをぶちこわしにした亜哉に、太陽は思わず文句を言う。


　強ごう引いんなキスは亜哉らしいが、せっかくだからもうちょっと甘いムードが欲しかった。


「だって、ようやく二人きりになれたからさ」


　亜哉は寝ね転ころがったまま太陽の体を抱きしめて甘えたような声を出した。


　亜哉の広い胸の中に抱きすくめられた太陽は、誤ご魔ま化かされてるのをわかっていながらキュンとしてしまう。


「だからってビックリするだろ？」


「ゴメンって…」


　まだ言い返してくる太陽に謝罪すると、亜哉は再び唇をあわせた。


「んっ…」


　いたわるように優やさしく触ふれてくる唇を太陽はくすぐったい気持ちで受け入れる。


　亜哉は何度も優しく啄ついばむように唇を触れ合わせてから、スルリと太陽の口内に舌を差し込んだ。


「ふぁ…」


　滑ぬめった舌がふれあう感かん触しよくに、太陽はくすぐったそうに身を竦すくめた。


　そのまま舌を絡からませて甘く吸うようにすると、太陽はギュッと亜哉にしがみついてくる。


「ふぅ…ン…亜哉ぁ…」


　互たがいの舌を貪むさぼるように絡ませると、頭の中がポーッとしてしまう。


　亜哉のことしか考えられなくなって、亜哉が好きでたまらない気持ちが溢あふれてくる。


「太陽、ちょっと目潤うるんでる」


　唇を離はなした亜哉はクスッと笑って嬉うれしそうに言った。


「チゲーよ」


「照れんなって、スッゲー可愛かわいいじゃん」


　反射的に否定する太陽に唇を寄せながら、亜哉は太陽の制服のボタンを外していく。


「ちょっ…バカ！　なに脱がしてんだよっ！」


　シャツの前をはだけて鎖さ骨こつのあたりに唇を寄せてくる亜哉に、太陽は慌あわてたように体を捩よじった。


「ウン」


　亜哉は意味不明の相あい槌づちを打ちながら、太陽の平たい胸に舌を這はわせていく。


「ウンじゃない、ヤメロって！　汗あせくさいだろ～！」


　滑った舌が肌はだを這う感触にピクピク反応しながらも、太陽はなんとか亜哉を止めようと頭を押し返した。


　今日は部活で汗をかいて、さらにその後フープでも汗をかいたのだ。


　タオルで汗を拭ぬぐったくらいじゃ汗くさくないはずがなかった。


「いいよ、別に」


　しかし亜哉は別段気にしたふうもなく愛あい撫ぶを続ける。


　多少汗くさくても太陽のニオイだと思うとむしろ興奮するくらいだった。


「ひぁっ」


　胸を這っていた亜哉の唇に薄うすいピンク色をした小さな突とつ起きを啄ついばまれて、太陽は甲かん高だかい声をあげてしまう。


「やっ…変なトコ、舐なめんなって…ッ」


　舌でチロチロと転がされるたびに、ピリッと電気が走るような快感が生まれる。


「なに？　乳ち首くび感じちゃう？」


　亜哉は反対側の突起も指でつぶしたり撫なでたりしながら意地悪く聞いた。


「チガウッ！」


「でも尖とがってんじゃん」


　思わず否定した太陽をからかうように、亜哉はぷくんっと立ち上がっている突起を爪つめでひっかいた。


「あぅッ…恥はずかし…」


　強い刺し激げきに思わずビクンッと体を反らした太陽は真っ赤になって首を振る。


「恥ずかしがってる太陽ってメッチャそそるんだよな」


　亜哉はチラッと太陽の表情を確かく認にんすると嬉しそうに笑った。


　羞しゆう恥ちを堪こらえて泣きそうな顔をしている太陽を見ると、亜哉はもっと恥ずかしがらせて泣かせてみたくなってしまう。


　亜哉は散々弄いじって敏びん感かんになっている乳首を甘くチュッと吸ってやった。


「んな…あっ！　吸う…なって！」


　太陽は体を捩って抵てい抗こうしようとしたが、甘いしびれが胸から伝って全身が熱くなる。


「気持ちいいんだろ？　ほら、コッチも反応してきてる」


　さらに亜哉は膝ひざでウリウリと太陽の股こ間かんを刺激した。


「あっ…ン…」


「ほら、脱がせてやるから腰こし浮かしな」


　パンツの中で窮きゆう屈くつそうにカタくなっているモノを解放してやろうと、亜哉は太陽のズボンのベルトに手をかけた。


「わっ、待てッ！　先にお風ふ呂ろ！」


　このままココで本番に突入してしまいそうな勢いの亜哉に、太陽は慌てて懇こん願がんする。


　どうせならキレイに洗って気き兼がねなく行こう為いに浸ひたりたい。


「いいよ、どうせ汗かくんだし、風呂なんかあとでも」


　しかし亜哉は速そつ攻こうで太陽の懇願を却きやつ下かすると、さっさとベルトを外してファスナーを下げてしまった。


「俺はヤダよ～！」


　太陽は脱がされそうになっているズボンを必死で摑つかんで抵抗を示す。


「そんじゃ俺が舐めてキレイにしてやろうか？」


「亜哉のバカッ！　変態！」


　見当違ちがいなことを言いだした亜哉を、太陽は真っ赤になって罵ののしった。


「てか、セーエキ飲めるんだし、汗くらいどってことないんじゃん？」


　変態扱あつかいされた亜哉はさすがにムッとしたように言い返す。


　亜哉にしてみればどちらも体液には変わりないし全然抵抗はない。むしろどうして太陽がそんなに嫌いやがるのか理解できなかった。


「そんなの比べらんないよ」


　勢いで飲んでしまう精液と、体に付着している汗では全然性質が違う気がする。


「いいからもう、黙だまって感じてな」


　いつまでも平行線な言い合いに焦じれた亜哉は、そう言って強引に太陽のズボンとパンツを下半身から取り去ってしまった。


「お、お尻しり冷たいってば！」


　前をはだけられたシャツ一枚という恥ずかしい格好にされた太陽は、真っ赤になって亜哉に抗こう議ぎする。


　ヒンヤリとした玄げん関かんの床ゆかに素す肌はだが触れると、その冷たさが妙みように不安に感じた。


「すぐ熱くなるって」


　亜哉はそう言って太陽の足を大きく左右に開くと股間に顔を埋うずめた。


　いきなり温かい口内に先せん端たんを含ふくまれて、太陽はビクッと反応してしまう。


「あぅ…クッ！」


「なんだかんだ言ってココはもう熱くなってんじゃん」


　亜哉は先端の窪くぼみを舌でつつきながらからかうように言った。


「言うなよぉ…」


　たとえそれが事実でもわざわざ口に出して言われると恥ずかしさが倍増する。


　自分の意思とは裏腹に、亜哉の舌に喜々として感じてしまう分身が情けない。


　太陽の弱いところを知り尽つくしている亜哉は、さらなる愛撫を求めてヒクヒク揺ゆれているソレにネットリと舌を絡めた。


「んっ…はぁ…あ…」


　先端からひっきりなしに溢れてくる先走りをチュッと吸ってやると、太陽は思わず腰こしを揺らして身み悶もだえる。


「なぁ、ドコが一番感じる？」


　ウットリと快感に浸っている太陽に、亜哉はニヤッと笑いながら聞いた。


「ふぁ…？」


　唐とう突とつな問いかけに太陽は不思議そうに目をパチクリさせた。


「太陽が一番気持ちいいトコ教えてくれよ」


「んな、わかってるだろ？」


　いつも太陽が弱い部分を集中的に弄るクセに、わざわざ太陽に恥ずかしいことを言わせようという魂こん胆たんが見え見えだ。


「だって太陽どこもかしこも感度いいんだもん」


　亜哉はわざとらしく言いながら、指でおざなりに太陽のモノをなぞった。


　絶頂を欲ほつしているソレは物足りなそうに揺れている。


「ふぅ…」


　緩かん慢まんな愛撫が焦れったくて太陽は腰をモゾモゾさせた。


「言わないと弄ってやんねーぞ」


「あ…先っぽ…」


　観念した太陽は小さな声で恥ずかしそうに訴うつたえる。


　先端の部分が熱を持ってジンジンと疼うずいている。とりあえずその疼きを早くなんとかして欲しかった。


「先っぽ？　先っぽをどーいうふうに弄られたい？」


　亜哉はさらに意地悪く問いかける。


「チュッて…」


　いつも亜哉がしてくれるように先端を甘く吸って欲しい。


　けれど他ほかに表現方法が思いつかなかった太陽は、擬ぎ音おんを口にして要求を伝えた。


「チュッとか言うなよ、可愛かわいいな～」


　言いたいことはわかるけど幼い口調が可愛すぎて、亜哉はつい頰ほおを緩ゆるめてしまう。


「でも可愛いからサービスしてやるよ」


　亜哉はそう言うとワザと大おお袈げ裟さにチュッと音をたてて太陽の先端を吸ってやった。


「あんっ…ヤ…音立てんな…」


　待ちわびた快感に震ふるえながらも太陽は亜哉に抗議した。


「だってチュッなんだろ？」


　もちろんワザと音を聞かせてる亜哉は、恥ずかしそうにしてる太陽を煽あおるように何度もエッチな音を聞かせてやる。


　チュッチュッと何度も甘く吸われると、とろけそうな快感が下半身を襲おそった。


「はっ…あぁ…ッ」


「スゲー溢あふれてきた」


　竿さおを握にぎっている指の方まで垂れてきた先走りに、亜哉は感心したような声を出す。


　ソレをキレイに舐なめとってから、亜哉は太陽のモノをパクンと口に含んだ。


「あぅっ！」


　口内を窄すぼめるように吸われると強きよう烈れつな快感が背筋を突つき抜ぬける。


「あ…あぁ…は…」


　さらに上うわ顎あごと舌で挟はさむように擦こすられるとペニスがピクピクと痙けい攣れんして、射精感がこみあげてきた。


「んっ…ヤバ…も…」


「イッちゃいそう？」


　腰をモジモジと揺らしながら訴える太陽に、亜哉はクスッと笑って問いかける。


　素直にコクコクと頷うなずいた太陽のモノを緩く握ると、射精を促うながすように上下に擦りながら舌で先端の敏びん感かんな部分を刺し激げきした。


「あぅ…ん！　イクッ！」


　強弱をつけてリズミカルに愛あい撫ぶされて、太陽は一気に絶頂に追い上げられていく。


　先端の部分を口に含んでいた亜哉がチュウッと吸い上げると、下半身に集中していた熱が解放を求めて爆ばく発はつした。


「あぁーッ！」


　絶頂を迎むかえた太陽は短い悲鳴をあげて背をのけぞらせる。


「ン…溜たまってた味だな」


　太陽が放ったモノを飲み干した亜哉は、ペロッと唇くちびるの周りを舐めながらつぶやいた。


「そ、んなんに味の差なんかあんのかよっ」


　聞き流せばいいのに、太陽は恥はずかしさから思わず突っかかってしまう。


「あるよ。今日はちょっと苦めかな？　あんま自分で弄いじってなかったんだろ？」


「知らねーよっ！」


　図星を指された太陽は真っ赤になってプイッと亜哉から視線を逸そらす。


　たしかに亜哉とケンカをしてた間、ほとんど自分で慰なぐさめることもなく処理を怠おこたっていた。


「ウソつけ、自分のことなんだからわかってるクセに」


　亜哉はニヤニヤ笑ってからかうように言いながら太陽の顔を覗のぞき込んだ。


「知ってても教えない！」


「ハズカシーんだもんな」


　目元を赤く染めながら意地を張る太陽に、亜哉はクスッと笑って頰を撫なでてやった。


「わかってるなら聞くなよっ」


　優やさしい指先にますます赤くなった太陽は、拗すねたようにぷうっと頰を膨ふくらます。


「だから聞きたいんじゃん。恥ずかしそうにしてる太陽ってソソルからな」


「もー」


　悪びれない亜哉に太陽は呆あきれたような声を出した。


　それでも綺き麗れいな瞳ひとみにイタズラっぽく笑われると憎にくめないから悔くやしい。


「それより、俺のも銜くわえてくれよ」


　太陽をからかうのに満足した亜哉は、そう言ってズボンの前をはだけると性器を取りだして膝ひざ立ちになって太陽の顔の上に跨またがった。


「ウン…」


　目の前に突きつけられた大きなモノにドキッとした太陽は、恥ずかしそうに亜哉の分身を握る。


「ふっ…ぁ…」


　舌をのばして先端の部分をピチャッと舐めると、ピクッと反応して透とう明めいな滴しずくが溢れ出した。


　太陽はソレを舐めとるように丹たん念ねんに舌を這はわせる。


「んっ…ふぅ…」


　今度は先せん端たんの部分を口に含ふくんで、唇で扱しごくようにしながら舌を動かした。


　亜哉のモノは大きくて銜えていると苦しいけど、口内で快感に脈打つソレを感じると恍こう惚こつとしてしまう。


「太陽の中でイキたいから、大きくするだけでいいよ」


　眉まゆを寄せて少し苦しそうに奉ほう仕しを続ける太陽の前まえ髪がみを掬すくうように撫でてやりながら、亜哉は優しい口調で言った。


「ぅン…む…」


　太陽はコクンと頷いて成長を促すように舌を這わせた。


　自分で大きくしたモノが自分の中に入ってくるって考えると妙みようにドキドキしてしまう。


「もう充じゆう分ぶんだから、四つん這ばいになんな」


　亜哉はそう言って太陽の口から自身を抜くと、口の周りに溢れている唾だ液えきを拭ぬぐってやりながら指示を出した。


「え？」


「そのほうが背中痛くなくていいだろ？」


　戸と惑まどったように首を傾かしげる太陽に亜哉は説明してやる。


　ベッドと違ちがってカタい玄げん関かんの床ゆかの上で亜哉がのしかかったら、太陽の体に負担をかけてしまうだろう。


「けど…恥ずかしい…」


　今まで亜哉とエッチをするときは正面から抱だき合うような形がほとんどで、後ろを向いて尻しりを差し出すような体勢をしたことはない。


「は？　バックなんてフツーにするじゃん」


「そうかもしんないけど…」


　たしかに正常位に次ぐメジャーな体位ではあるが、獣けものを彷ほう彿ふつさせるポーズは太陽には抵てい抗こうがあった。


「四つん這いが恥ずかしいなら、下げ駄た箱ばこに手ぇついて尻突き出せよ」


　グズグズする太陽に焦じれた亜哉は下駄箱を指さして促す。


「そっちも恥ずかしいって」


　太陽は真っ赤になって思いっきり拒きよ否ひするように首をブンブン振ふった。


「仰あお向むけになって足広げるほうが恥ずかしいだろ？」


「違うよ、後ろ向いていかにもお尻差し出してるみたいなのが恥ずかしいの！」


　どちらも恥ずかしいことに変わりはないが、亜哉の手で強ごう引いんに足を開かされるのと、自ら尻を差し出すのでは太陽の中で大きな差があるらしい。


「わけわかんねーな。もういいから、こっちきな」


　太陽の複雑な心中が理解できない亜哉は、仕方なく太陽の手を引っ張ると胡座あぐらをかいた自分の膝の上に横向きにうつぶせた。


「うわっ！」


　ちょうど太ふと股ももの上に尻がのっかって上を向くように固定されて、子供がお仕置きにお尻を叩たたかれるような恥ずかしい体勢に、太陽は手足をジタバタ動かして暴れる。


「スベスベしてていい手て触ざわりだな」


　亜哉はガッチリと腰こしを押さえて太陽の抵抗を封ふうじ込めると、右手で尻をサワサワと撫でた。


「ちょ、離はなせってッ！　こんなトコでしなくても、ベッド行けばいいじゃん！」


　根本的な問題を思い出した太陽は、なんとかこの体勢から逃のがれようと訴うつたえる。


「なんかこの体勢だと、ケツ叩きたくなる気持ちわかるな」


　しかし亜哉は太陽の訴えを無視して、サラッと恐おそろしい台詞せりふを口にした。


「バカッ！　ふざけんなって！」


「おとなしくしてないとホントに叩いちゃうかもよ？」


　ギョッとして振り返った太陽に意地悪くニヤッと笑うと、亜哉は太陽の尻にピタピタと手のひらを当てた。


「…ヤッ！」


　おもわず痛みを想像した太陽は恐きよう怖ふに身を竦すくめる。


「イイコにしてれば気持ちよくしてやるから」


　脅おどしが効いたのかすっかりおとなしくなった太陽に、本気で叩くつもりなど毛頭ない亜哉は吹ふき出しそうになるのを堪こらえながら言ってやった。


「うぅ…」


　太陽は抵抗はやめたがまだ不服そうに唸うなり声をあげている。


「なんか使えそうなモンあったかな？」


　亜哉は手をのばして自分のバッグを引き寄せると、ブツブツ言いながらローションの代わりになりそうなものを探す。


「あ、これでいいか」


　たまたまメイクさんからもらった化け粧しよう水の瓶びんを見つけた亜哉は、中から取りだしてキャップを捻ひねった。


「なに？」


「ただの化粧水。ゼリー状になってるとか書いてあるし、ローションの代用品になりそうじゃん？」


　不安そうに振り返る太陽に、亜哉はカラフルな色をした瓶を見せて説明してやる。


「もったいなくないか？」


　化粧水なんて縁えんのない太陽にその価値はわからないが、柔やわらかい曲線を描えがいたカラフルな瓶はなかなか高級感を漂ただよわせている。


「いいよ、別にもらいもんだし」


　亜哉はシレッと言って瓶の中からプルンッと瑞みず々みずしい半はん透とう明めいのゼリー状化粧水を掬った。


　メイクさんには申し訳ないが、今は太陽の体に負担をかけないことのほうが大事なのだ。


「んっ…」


　冷たい化粧水を尻の谷間に塗ぬり込まれると、太陽はヒヤッとして体が竦む。


「思ったよりサラサラしてるな」


　亜哉は肌はだに浸しん透とうして吸収されていく化粧水を見てそんな感想を漏もらした。


　指で掬った感かん触しよくはプルプルしていたのだが、普ふ段だん使っているローションに比べるとヌルヌル感が足りない。


「いっぱい使っちゃえ」


　潤うるおいをもたせるためには肌に吸収しきれないくらい垂らせばいいのだと判断した亜哉は、たっぷりと掬った化粧水を尻の穴に塗り込めた。


「ひゃうっ…あっ…」


　亜哉は太陽の窄すぼまりを解ほぐすようにマッサージしながら、人差し指をツプッと第一関節のあたりまで埋うずめてみた。


「んんっ…」


　浅く挿そう入にゆうされた人差し指で入り口をクニクニ解すようにされると、くすぐったいような異物感に体が震ふるえる。


「あいかわらずスゲー締しめつけ」


　亜哉はその感触を楽しむように、何度も指の頭を出したり入れたりを繰くり返した。


「んっ…はぁ…」


　入り口だけを弄もてあそばれるもどかしさに太陽は焦れったそうに腰を揺ゆらす。


「もうちょっと入り口解すか…」


　亜哉はそう言って今度は中指も一いつ緒しよに埋め込むと、二本の指で入り口を広げるように搔かき回した。


「あっ…ふ…ぅ…」


　浅い部分ばかり弄いじられ続けていると、もっと奥の方まで激しい刺し激げきが欲しくなる。


　亜哉は太陽が一番感じる部分をわかっていながらワザと緩ゆるい快感を与あたえ続けているのだ。


「んぁ…もっと…奥…」


「そう急せかすなって、楽しみは最後までとっときなよ」


　焦れったそうにねだる太陽にクスッと笑って、亜哉は浅いところの内ない壁へきを擦こすってやった。


「あぅっ…んっ…」


　入り口はもう充じゆう分ぶん解れてるはずなのに、刺激を求めて疼うずいている奥をいつまでもほっとかれるのはツライ。


「は…焦れった…い」


　太陽はもどかしげに腰を揺らしながら、亜哉の膝ひざに自身の性器を擦りつけてさらなる快感を得ようとした。


「四つん這いになってオネダリできたら、奥まで入れてやるよ」


　太陽の痴ち態たいに満足した亜哉は、再びその格好を太陽に促うながす。


「うー」


　ようやく焦れったい愛あい撫ぶの意図がわかった太陽は、体を捩よじって縋すがるような目で亜哉を見た。


「そんな目したってダメだぜ。できないならずっと焦れったいまんまなだけだし」


「ズルイよ…」


　意地悪く言いながら入り口の襞ひだを広げるようになぞっている亜哉に、太陽は恨うらみがましそうにつぶやいた。


「ズルくないだろ？　して欲しいのは太陽なんだから」


　亜哉はわざとらしく心外だというような顔をする。


「亜哉って強引なだけじゃなくて意地悪だ」


「太陽が可愛かわいいから意地悪したくなっちゃうの」


　泣きそうな顔をして文句を言う太陽にクスッと笑うと、亜哉は太陽の尻しりたぶにチュッとキスをした。


「もーわかったよ」


　結局太陽は亜哉の押しに負けて従う羽目になってしまう。


　観念した太陽はモゾモゾと亜哉の膝の上から降りて、躊躇ためらいがちに手をついて四つん這ばいの姿勢をとった。


　亜哉は太陽の腰を摑つかんで尻を高く掲かかげると、クレバスの中心にある小さな入り口にギンギンに張り詰つめているモノをあてがった。


「んっ…」


　入り口に押し当てられた熱い塊かたまりを意識して、太陽の体がキュッと竦む。


　後ろから責せめられると、亜哉がどんな表情をしてるのかも、いつ大きなモノが体内に侵しん入にゆうしてくるのかもわからなくて不安だった。


「さてと、そんじゃ入れるからな。力抜ぬいてろよ」


　亜哉は一声かけたあとゆっくりと先せん端たんを埋うずめていく。


「あぅっ！」


　入り口は充分解されていたので痛みはなかったが、何度経験しても慣れない圧あつ迫ぱく感に太陽は思わず声をあげてしまう。


「くぅ…んっ！」


　さらに指で解されてなかった奥の方まで亜哉のモノが割り開いていくと、見えないぶんその感覚がいっそうリアルに感じられた。


「ひっ…はぁ…あ…」


　亜哉を欲しがって疼いていた内部が熱い塊に満たされていく。


「スゲー吸いついてくる」


　最奥まで侵入を果たした亜哉は、満足そうにため息をついてつぶやいた。


「なぁ、正面からすんのと違ちがう？」


「わ…かんな…」


　尻を撫なでながら尋たずねてくる亜哉に太陽は消え入りそうな声で返事をする。


　中をいっぱいにしている亜哉のモノを味わうのに精せい一いつ杯ぱいで、どっちがどうとか比べる余よ裕ゆうはない。


「じゃあ動いてみるか」


　亜哉はそう言って太陽の中からズーッと自身を引き抜きはじめた。


「あっ…ひぁっ…」


　先っぽだけを残して腰こしを引かれると、堪こらえきれない排はい泄せつ感が襲おそって太陽は体を竦めた。


　思わずキュウッと窄まった後こう孔こうに亜哉は再び腰を進めていく。そのキツイ締めつけは亜哉に強きよう烈れつな快感をもたらした。


「はぁ…あぁ…んっ」


　ゆっくり奥の方まで侵入してきた塊に内壁を擦られると、ゾクゾクという快感が太陽の背筋を突つき抜ける。


　亜哉は激しく腰を使いたいのを我が慢まんして、太陽がその大きさに馴な染じむようにしばらくゆっくりとした抽ちゆう挿そうを繰り返した。


「あぁ…あぅ…っ！」


　抽挿がスムーズになったのを見計らって、今度は腰を小刻みに動かすように動かしてやる。


　すると太陽はパサパサと髪かみを振ふり乱しながら身み悶もだえた。


「やぁッ…あんっ」


　ちょうど亜哉のモノの先端が、一番弱い部分を擦るように当たっている。


「あぅっ…あっ…」


　激しい快感に肘ひじが崩くずれて頭が床ゆかにつくようになり、どんどん体が前のめりになっていく。


「ほら、しっかり腰あげろって」


　亜哉はそう言って両手で太陽の腰をガッチリ摑むと、大きく腰を振って太陽の尻に叩たたきつけた。


「はっ…あぁっ…あんっ！」


　少し乱暴な抜き差しに太陽はますます体の中心が熱くなってくるのを感じる。


「コッチもパンパンになってるな」


　亜哉はスルリと前に手をのばすと、腹につきそうなほど立ち上がってる太陽のモノを確かめるように扱しごいた。


「あく…んっ！　やぁっ！」


　前と後ろを同時に刺激されて、太陽はあまりの快感に悲鳴のような声をあげると背筋をビクンッとのけぞらせた。


「あぅっ…イッちゃうよぉ…ッ！」


　堪えきれない快感に先端からはひっきりなしにポタポタと先走りが零こぼれている。


「もうちょっと我慢しろって」


　堪え性しようがない太陽を戒いましめるように、亜哉はパンパンに張り詰めている性器の根本をギュッと握にぎった。


「ヤッ…イタ…ッ」


　限界まで張り詰めたモノは解放を求めて痛いくらいジンジンと疼いている。


「ひぐっ…も…イかせ…てっ」


　腰を叩きつけてくる亜哉に揺さぶられながら、太陽は必死になって懇こん願がんした。


　これ以上我慢させられたら気が変になりそうだった。


「ン…もちょっと…」


　太陽と一いつ緒しよにイキたい亜哉は、慰なぐさめるように太陽の背中に唇くちびるを落としながら自身の快感を高めていく。


「あぅっ…あっ…ハァッ…」


　熱を吐はき出す方法がわからない太陽は、無意識に腰を振って亜哉の絶頂を促す。


　ますます窄すぼまる後孔に追い上げられて、亜哉はラストスパートをかけるようにいっそう激しく太陽に腰を叩きつけた。


「あぁっ！　や…あんっ！」


　頭がチカチカするほどの衝しよう撃げきに、太陽はあられもない悲鳴をあげる。


「は…イクぞ…ッ」


　亜哉はそう言って太陽のモノを戒めていた指を外すと、グイッと自分の方に太陽の腰を引きつけて、最奥に熱い飛ひ沫まつを叩きつけた。


「あっあ―――ッ！」


　同時に太陽もビクビクと体を痙けい攣れんさせながら精を放った。


「ふぅ…」


　亜哉は満足したように萎なえた自身を太陽の中から引き抜く。


「ちょードロドロだな」


　放心したように亜哉に尻を向けたまま荒あらい息を吐いている太陽の中心を見て、亜哉はイヤラシっぽい笑いを浮うかべて言った。


　すでに収縮して太い塊が入っていたとは思えないくらい窄まっている穴から、自身の放ったモノがツゥッと太ふと股ももに伝ってる様はかなり卑ひ猥わいな眺ながめだ。


「やっ…見んなって！」


　強烈な羞しゆう恥ちに襲われた太陽は体を丸めて亜哉の視線から逃のがれようとする。


「暴れんなよ。床に零れるだろ？」


　ポタポタと床に染しみができていくのを見て、亜哉は苦笑いしながら太陽を膝ひざに抱だき寄せた。


　すでに太陽が放ったモノと二人の汗あせで玄げん関かん先さきはかなり汚よごれているので、今さらと言えば今さらだった。


「わっ…ゴメンッ！」


　それでも太陽は慌あわてて後孔をキュッと窄すぼめて中から零れないようにする。


「拭ふきゃいーよ」


　亜哉はそう言って自分のシャツをバッと脱ぬぐと、玄関を濡ぬらしている体液を無造作に拭きさっていく。


「シャツが汚れるだろ!?」


　高そうなシャツを雑ぞう巾きんのように使う亜哉に、太陽はギョッとしたような声をだした。


　太陽のバッグの中にタオルがあるのだがすでに後の祭りというカンジだ。


「どうせ洗せん濯たくするからいいんじゃん？」


「うーん…」


　あまり細かいことにはこだわらない亜哉に、太陽は複雑な表情を浮かべて唸うなった。


「それより、まだイケるだろ？」


　とりあえず床を拭き終えた亜哉は、おとなしく自分の膝の上にチョコンと乗っている太陽に問いかける。


「えっ？」


「てか、俺がしたりないんだけど」


　首を傾かしげた太陽の顎あごを摑つかむと、そのままグイッと唇をあわせた。


「あっ…ちょっと、まっ…ンッ」


　太陽が戸と惑まどっている間に亜哉は啄ついばむようなキスを与あたえながら、太陽が羽織っているシャツをスルリと脱がせて全ぜん裸らにしてしまう。


「ふぅ…あ…」


「バックでするとキスができないのが難点だよな」


　次し第だいにキスに夢中になって喘あえぐような声をだす太陽に、亜哉はフッと笑ってつぶやいた。


「ウン…」


　それには太陽も激しく同意してしまう。


　亜哉の唇は温かくて瑞みず々みずしくて、なんだか甘いような気がして大好きだった。


「それに膝ひざ小こ僧ぞう擦すり剝むいたし…」


　エッチの最中には気づかなかったが、揺ゆさぶられていた間床で体重を支えていた太陽の膝小僧は擦り剝けてヒリヒリと痛い。


「そんだけ夢中になっちゃったってコトだろ？」


　亜哉はクスッと笑って再び太陽にチュッとキスをした。


　甘く唇を吸いながら亜哉は右手を太陽の股こ間かんに忍しのばせる。


「んっ…はぁ…」


　濡れそぼった入り口の中に指を三本挿そう入にゆうさせて搔かき回すと、太陽はビクッと体を竦すくめて亜哉に体を預けてきた。


「スゲーぐちゅぐちゅ。搔き回すだけで音すんの聞こえる？」


「変なコト言うな！」


　亜哉の恥はずかしい問いかけに太陽は泣きそうになって抗こう議ぎする。


「音だけでハズカシーんだ？」


　太陽が恥ずかしそうにしてるのを見るのが大好きな亜哉は、ワザと音がするようにクチュクチュと中を搔き回した。


「当たり前だろっ」


　太陽は怒おこったように言いながらイヤイヤをするように体を捩よじった。


　怒ってるのに全然迫はく力りよくがなくて、赤く染まった目元に涙なみだがたまってるのがそそられる。


「そーだ、イイコト思いついた」


「や、なに？」


　突とつ然ぜんひらめいた亜哉は太陽を抱かかえたまま尻しりで這はうと、下げ駄た箱ばこの横に備えつけられている姿見の前に移動した。


「ほら、見てみ？　穴がヒクヒクしてんのわかる？」


　亜哉は太陽の体を後ろから抱きかかえると、足を大きく左右に開いて鏡に映るようにした。


「うわーっ！　なに考えてんだよ！」


　激しく動どう揺ようした太陽は大声をあげて顔を伏ふせた。


　なんとかその体勢から逃れようとジタバタと暴れるが、亜哉にしっかり固定されてて抵てい抗こうできない。


「しっかり見ろって。俺の指が奥まで入ってるだろ？」


　亜哉は太陽の耳元で囁ささやきながら、中を広げるように指を動かした。


「あぅっ…見な…てもいいよっ！」


　もちろん太陽にそんなモノを直視できるはずがない。


「でも太陽また元気になってきたじゃん」


「そ…れは、亜哉が弄いじるからぁ…」


　からかうように言う亜哉に、太陽は内ない壁へきを擦こする指の動きを堪こらえながら反論した。


　死ぬほど恥ずかしいって思ってるのに、異常に興奮してヒクヒクと反応してしまう我が身が恨うらめしい。もちろん亜哉にも興奮してることはバレバレである。


「それだけじゃないクセに」


　亜哉は鏡に映る真っ赤になった太陽の顔を見て意地悪く笑った。


「あっ…やぁ…ンッ」


　一度大きな塊かたまりを受け入れているソコは、指では物足りないというようにキュウキュウ締しめつけてくる。


「もっかい入れるから、力抜ぬいてろよ」


　亜哉はいったん指を抜いて太陽の体を持ち上げると、尻の狭はざ間まに性器を滑すべり込ませた。


「なっ、ココでっ!?」


「入ってるトコ見たいだろ？」


　ギョッとしたような声をだす太陽に、亜哉は楽しそうに問いかける。


「見たくない！」


　太陽は必死になって首を振ふった。


　自分の恥ずかしい姿を鏡で見たいなんてまるっきり変態っぽい。


「んだよ、ツマンネーの」


「マジで、それは許して…」


　不服そうな声をだす亜哉に太陽は泣きそうになって懇こん願がんする。


　本気で涙目になっている太陽に、さすがに亜哉もこれ以上イジメては可哀かわい相そうに思えてくる。


「じゃあコッチ向いて。太陽が自分で入れて動いてくれるなら許してやるよ」


　仕方なく亜哉はそんな交こう換かん条件をだして、太陽の体を正面に向かい合うような形で抱き寄せた。


「じ、自分で…？」


　鏡を背にした太陽はちょっとホッとしたが、新たなる難題にぶつかって頭を抱える。


「そう、腰こし振ふって俺のこと気持ちよくしてくれよ」


「でも……」


　至近距きよ離りにある太陽の唇くちびるにチュッとキスをしながら促うながしてやると、太陽は戸惑ったように亜哉を見た。


　亜哉に追い上げられて無意識に腰を振ってしまうことはあっても、自分の意思で動いたことは一度もなかった。


「ふーん、鏡見ながらエッチするほうがいいんだ？」


　気の短い亜哉は焦じれたように引き合いをだしてくる。


「…わかったよっ!!」


　自分に拒きよ否ひ権がないことを思い知らされた太陽は、ヤケクソ気味に叫さけんで自分の下にある亜哉の性器をグイッと摑つかんだ。


「オイ、そんな乱暴に握にぎるなよ」


「ゼータク言うなっ」


　太陽は文句の多い亜哉にムッとしたように言うと、立て膝になって自ら亜哉の性器の上に跨またがった。


「い、入れるよ？」


　勢いをつけたのはいいが、内心躊躇ためらいのある太陽は自らを奮い立たせるように宣言する。


　一度入れてるんだし充じゆう分ぶん解ほぐれているのはわかってるけど、自分で入れるとなるとやっぱりちょっと怖こわい。


「早くしろよ」


　一生懸けん命めい強がる太陽に亜哉はニヤッと笑いながら太陽の太ふと股ももを撫なでた。


「ン…あっ」


　覚かく悟ごを決めた太陽は先せん端たんの部分を少しずつ埋うずめはじめたが、途と中ちゆうで怖おじ気づいて腰を上げてしまう。


「なんだよ、焦らすなよ」


「だって、怖いんだもん…」


　臆おく病びような太陽に苦笑いを漏もらした亜哉に、太陽はシューンとなって言い訳をする。


「さっきまで入ってたじゃん。大だい丈じよう夫ぶだって」


　亜哉は弱気になっている太陽をコツンとおでこをぶつけて励はげましてやる。


「わかってるけど…」


「なぁ、俺もう我が慢まんできねーよ。太陽が欲しくて疼うずいてる…」


　なおも躊躇う太陽に今度は艶つやっぽく囁いた。


「そんな…」


　情熱的な言葉にヤラレた太陽は、ドキドキと胸を高鳴らせる。


　亜哉は太陽をその気にさせるのが上手うまかった。


「マジ俺がこんな余よ裕ゆうなくなんの太陽だけだからな」


「ウン…」


　トドメに甘い囁きとキスを与あたえられて、太陽はコクンと頷うなずいてしまう。


「俺の肩かたにつかまっていいから、ゆっくり腰下ろして…」


　亜哉に言われるがまま肩に手を乗せた太陽は、カタく立ち上がっている凶きよう器きの上に腰を下ろしていく。


「んっ…はぁ…」


　なんとか先端の一番太い部分を埋め込むことができて、太陽は安あん堵どのため息をついた。


　さらに太陽はギュッと目を瞑つぶって眉まゆを寄せながら、少しずつ腰を沈しずめて亜哉を飲み込んでいく。


「くぅ…ン…ぁ…」


「でもちょっとゆっくりすぎるな」


　亜哉は震ふるえる太陽の睫まつ毛げを見ながらそう言って、両手で腰を摑むと無理矢理グイッと下に引き寄せた。


「あぅっ！」


　自分のペースで進めていたのをいきなり強ごう引いんに銜くわえこまされて、太陽は悲鳴のような声をあげる。


「な…ビックリするじゃんか！」


　突とつ然ぜん襲おそった衝しよう撃げきにジーンと疼いている後こう孔こうを意識しながら太陽は亜哉に文句をつける。


「だから俺も余裕ないんだって」


　亜哉だって太陽のペースに任せるつもりだったのに、あんまりトロトロしているので我慢しきれなくなったのだ。


「もー」


「早く動いてくれよ」


　亜哉はぷうっと頰ほおを膨ふくらませた太陽にキスをしながら促す。


「わかってるよ」


　亜哉が強引なのはいつものことなので、太陽は諦あきらめたように言いながらゆっくりと腰を浮うかせた。


「んっ…あ…」


　上下に体を揺ゆらすと亜哉のモノで内壁が擦られる。


　亜哉がしてくれるような激しさはないが、緩ゆるい快感に浸ひたるのも心ここ地ちいい。


「あっ…はぁ…」


　太陽は息を詰つめて次し第だいに激しく腰を使いだす。


「太陽イイ表情してる」


　切なく眉を寄せる太陽を眺ながめながら亜哉はウットリと言った。


　激しい快感に泣きそうになっている太陽も可愛かわいいが、自分のペースで恍こう惚こつと快感を追いかけている表情もなかなかそそられる。


「んっ…見ん…なっ」


　亜哉の視線を意識した途と端たんに羞しゆう恥ちがこみあげてきた太陽は、顔が見えないように亜哉の首筋にギュッと抱だきついた。


「せっかく誉ほめてんのに」


　亜哉は不満そうな声をだして、太陽の背骨のラインをツゥッと撫でた。


「んぁ…ぅ…」


　太陽はその指の感かん触しよくにすらゾクゾク震えて後孔をキュッと窄つぼめる。


「ほら、もっと激しく動いてみな」


　キツイ締しめつけにご機き嫌げんになった亜哉は、太陽の尻しりを両手で摑んでユサユサと揺さぶってやった。


「ヤッ…あぁっ！」


　突然の衝撃に緩い快感に浸っていた太陽は逃にげるように背をのけぞらせた。


　股こ間かんのモノもビクンッと痙けい攣れんして先走りを零こぼしている。


「あー、やっぱり太陽にも自分がどんな表情してるか見せてやりてーな」


　亜哉は突然ニヤッと笑うと、自身の性器を軸じくに繫つながったまま太陽の体を強引に回転させた。


「…ッに!?」


　無理に体勢を入れ替かえられてひきつれた後孔に太陽は顔をしかめる。


　しかも後ろから抱っこされるような形になって、太陽の前には例の姿見がドドーンと出現した。


「あぅっ…バッ！　約束はっ!?」


　パニック状態になった太陽は鏡に映る亜哉の顔を見て真っ赤になって抗こう議ぎした。


「約束破ったお詫わびに俺が動いて気持ちよくさせてやるよ」


　亜哉は悪びれずに言うとグイグイ下からの突つき上げを開始する。


「なっ…やぁっ！　あんっ！」


　太陽は前のめりになって手をつくと奥で感じる刺し激げきに体を捩よじった。


　鏡を見ないように目を瞑っていても、ソコに自分の姿が映っていると思うだけで変に興奮してしまう。


「目ぇつぶってたらもったいないぞ？」


「あぁっ…はぁ…あっ！」


　亜哉はからかうように言ったが、斜ななめ下から突き上げられて体を揺さぶられる快感に支配されてる太陽はそれどころではない。


　それほどまでに夢中になっている太陽の恍惚とした表情を鏡で見ながら、亜哉はいっそう突き上げを激しくして太陽を追いつめた。


「あっ…やぁッ…あぅっ…」


　太陽は亜哉の股間に密着させるように尻を擦なすりつけながら、腰こしを激しくローリングさせた。


「太陽も腰動いてるじゃん」


　亜哉は太陽の痴ち態たいに満足したように言って、ひっきりなしに先走りを零している太陽のモノを握にぎってやった。


「あっ！　あぁっ！」


　張り詰めたモノに先走りを塗ぬりつけるように擦こすられると、太陽はだんだん鏡に映っていることも忘れるくらい気持ちよくなってしまう。


「はぁっ…もぁッ…んっ！」


　亜哉のモノが最奥を突くたび体の中を電流が走るような刺激に襲われる。


　さらに亜哉の指がリズミカルに竿さおを擦るのだからたまらない。


「ん？　イキそ…？」


　ビクビクと痙攣をはじめた太陽に亜哉は息を詰めながら問いかけた。


「あっ…イクッ！　ムリッ！」


　太陽はコクコクと頷いて絶頂を訴うつたえた。


「俺も、ヤバイかも…」


　亜哉のほうもそれは同じで、こみあげてくる射精感を堪こらえながらラストスパートをかけるように腰を使う。


「あぅっ！　あぁっ！」


　激しすぎる快感に太陽は頭の中がショートして意識が吹ふっ飛びそうになる。


「一いつ緒しよにイコーぜ…」


　亜哉はそう言うと大きく腰を突き上げるのと同時に太陽の体をギュッと抱き寄せた。


「あぁ―――ッ!!」


「くぅっ！」


　太陽が大きな悲鳴をあげて爆ばく発はつさせたのに引きずられるように、亜哉も太陽の中にドクンッと精を解き放った。


　射精を終えた亜哉は太陽の体を抱きしめたまま中から萎なえた自身を引き抜ぬく。


「はぁ……」


　太陽は亜哉のモノと一緒に生暖かい液体が流れていく感触にブルッと震えながら、亜哉の体にグッタリともたれかかった。


「あ、気け怠だるい表情がイロッペーな」


　そんな太陽の顔を目の前の鏡で確かく認にんした亜哉は、楽しそうに笑って言った。


「わっ、もー見ちゃヤダよっ！」


　すっかり鏡の存在を忘れていた太陽も思い出したとたん急に恥はずかしくなって体を丸める。


「恥ずかしがってる顔も可愛いし」


「悪あく趣しゆ味みだぞ」


　からかうように顔を覗のぞき込んでくる亜哉に、太陽は真っ赤になって文句を言った。


　亜哉からしてみれば誉めているのに悪趣味扱あつかいされるのは心外だ。


「いいじゃん、他ほかのヤツに見せてるワケじゃないんだから」


　それにこんなにエッチで可愛い太陽を知っているのは自分だけだと思うと嬉うれしい。


「そーいう問題でもないと思う…」


　ニヤッと笑った亜哉に太陽は複雑な気持ちでつぶやいた。


「それより、鏡は早く拭ふかないとこびりつきそうだな」


「えっ？」


　唐とう突とつな亜哉の言葉に太陽は不思議そうに首を傾かしげる。


「太陽が飛ばしたヤツ」


　オソルオソル鏡の方に目をやると、今自分が放ったばかりの白はく濁だくした液体が垂れ模様をつくっていた。


「ギャーッ！」


　太陽は思わず悲鳴をあげてしまった。


　自分の身長の高さくらいまで飛んでいるそれは、いかに自分が勢いよく飛ばしてしまったかを証明している。


「ワザとじゃないよっ！」


「わかってるって。とりあえずタオル持ってくっか」


　泣きそうな顔をして言い訳する太陽に、亜哉は苦笑いしながら頷うなずいた。


「あ、タオルなら俺のバッグに入ってるから」


　立ち上がってバスルームの方に歩いていこうとする亜哉を慌あわてて引き止めて、太陽は脇わきに落ちていた自分のバッグを拾って中からタオルを取りだした。


　自分の出したモノは自分のタオルで拭くのが礼れい儀ぎのような気がする。


「じゃ、それよこしな」


「お、俺が拭くよっ」


　当たり前のように手をのばす亜哉に、太陽はブンブンと首を振って拒きよ絶ぜつした。


「つつ……」


　ガクガクする膝ひざで立ち上がると、太陽は丁てい寧ねいに鏡を拭きはじめる。


　それを拭いてる姿が鏡に映ってしまうのもまた恥ずかしい。


　太陽はハァッとため息をつくと、黙もく々もくと鏡をキレイにしていった。








　あのあとお風ふ呂ろに入った亜哉と太陽は、バスルームで一回、ベッドルームに移ってからも明け方まで頑がん張ばってしまった。


　裸はだかのままいつの間にか眠ねむりについて、次に太陽が目を覚ましたときには亜哉の携けい帯たいの着信音が鳴っていた。


「亜哉、ケータイ鳴ってるよ」


　ダルイ体を起こした太陽は、隣となりで寝ねている亜哉の肩かたを揺ゆすりながら声をかけた。


「ン……」


　しかし寝起きの悪い亜哉は空返事をするだけで一向に起きる気配がない。


　仕方なく太陽は亜哉の体を跨またいで、ベッドの横にあるナイトテーブルの上から携帯電話を取った。


「ゲッ！　もう一時じゃん！」


　ついでに目覚まし時計の時間を確認した太陽はギョッとしたような声をだす。


　自じ慢まんではないが太陽はかつて学校をサボったことなど一度もない。まさかの失態に冷ひや汗あせをかいてしまう。


「あーもう、松田さんからだよ！」


　騒さわがしく鳴り続けている携帯の表示を見た太陽は、仕事絡がらみの電話に慌てたように亜哉の体を叩たたいた。


「うー」


「ほら、早くでないと切れちゃうだろ!?」


　叩かれた痛みに不満そうな唸うなり声をあげた亜哉を無視して、太陽は勝手に着信ボタンを押すと亜哉の耳にあてがってやる。


『もしもし、亜哉くん!?　なんで学校休んでるの!?』


　ようやく電話の繫つながった松田は寝起きの頭にキーンと響ひびくような大声をだした。


「寝てた」


　亜哉は太陽が持っていた携帯を受け取ると、あくびを嚙かみ殺しながら正直に答える。


『寝てたって!?　と、とにかくマンションの方に迎むかえに行くから、ちゃんと支し度たくして待っててよ!?』


「ウン」


　呆あきれたような松田の声にコクンと頷いて、亜哉は電話をプチッと切った。


「今から学校行っても部活は間に合うな、よし」


「てか、太陽なにしに学校行ってンの？」


　時計を眺ながめて真しん剣けんにつぶやいている太陽に、亜哉はようやく覚かく醒せいした頭で不思議そうに尋たずねる。


「俺一応スポーツ推すい薦せんだもん。授業サボるより部活サボるほうがヤバイ」


　別に学校をサボってもいいわけではないが、とりあえず進級できるだけの成績を維い持じしてればスポーツ科の生徒に文句を言う教師はいない。


「シャワー借りるぜ」


　明け方ロクな後始末もしないで寝てしまった太陽は、頭と体をスッキリさせるためにバスルームに向かった。


「あ、時間ないから俺も一いつ緒しよに入る」


　すると亜哉も太陽の後ろにヒョコヒョコついてくる。


「エッチなことはナシだぞ!?」


「さすがにそんな余よ裕ゆうはねーよ」


　亜哉ならやりかねないと思って一応忠告した太陽に、亜哉は苦笑いしながら首を振った。


　学校から松田が車を回す時間を考えても亜哉にエッチをしてる暇ひまはない。


「でも、おはようのキスくらいはしておかなくちゃな」


　亜哉はそう言って太陽の体を抱だきしめると、おはようのキスにしては少し深いキスを太陽に仕し掛かけた。


「ン……」


　もちろん太陽もおはようのキスに異論はない。


　キスはもう何度もしてるのに、いつもドキドキして亜哉のことが大好きなんだと自覚させられる。


　くすぐったい気分になった太陽はギュッと亜哉に抱きついた。








「まったくもう！　芸能活動と学校はちゃんと両立させなくちゃダメだよ!?」


　現場に向かう車の中で、松田は亜哉にクドクドと説教をしていた。


　太陽と一緒にマンションから出てきた亜哉に、松田はすべての事態を察したのだ。


「反省してるよ、ゴメン」


　亜哉はペコッと頭を下げて松田に謝った。


「な、なに、今日はやけに素す直なおだね？」


「今日だけじゃなくてドラマの仕事のこととか、バスケ部のこととか、松田さんにはいろいろ迷めい惑わくかけたし…」


　驚おどろいたような声をだす松田に、亜哉はバツの悪そうな顔をして答える。


　バスケ部の一件ではスケジュール調整で迷惑をかけ、ドラマの件では本人が望まない仕事を押しつけてもプラスにはならないと判断して、亜哉と一緒に社長を説得してくれたのだ。


　亜哉は自分のマネージャーが松田でよかったと心から思っていた。というより、松田がマネージャーじゃなかったら亜哉はとっくに仕事が嫌きらいになっていたかもしれない。


「それもマネージャーの仕事だからね」


　松田は苦笑いしながらバックミラー越ごしにチラッと亜哉の顔を見た。


「俺さ、やっぱりタレントとか俳優じゃなくて、世界的なショーモデル目指していきたいっつったら笑う？」


　そんな松田に亜哉は胸に芽生えた想おもいを打ち明ける。


　モデル一本で食べていくのは厳しいかもしれないが、自分で選んだ仕事なら途と中ちゆうで投げ出さずに続けろという太陽の言葉に、あえてその道に進みたいという意欲が亜哉に生まれた。


「笑わないよ。僕も亜哉くんは俳優よりそっちのほうが向いてると思う」


　目先の人気をとるならテレビ向けの俳優に転向したほうが得策かもしれないが、お茶の間の人気者になるよりもっと亜哉に相応ふさわしい舞ぶ台たいがあるはずだった。


　それだけの魅み力りよくが亜哉には秘ひめられている。


「ホントに？」


「それにはもっと体をつくる必要もあるし、英会話とかも勉強したほうがいいかもね」


　嬉うれしそうに聞いてくる亜哉に、松田は頷うなずきながら答えた。


　亜哉が世界を目指すというのなら、松田もマネージャーとして全力でサポートしてやりたい。


「あぁ、なんでもやるよ。自分で決めた道だからな」


　亜哉は力強く頷くと窓の外に視線を移す。


　シャカリキにインターハイを目指しているバスケバカの太陽に負けないように、亜哉も大きな夢に向かって歩みはじめた。


　明るい未来を思い描えがいた亜哉は誰だれをも魅み了りようする笑え顔がおを浮うかべた。




君きみが欲ほしくて止とまらない！





松まつ岡おか裕ゆう太た
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